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ウラル語族 におけ る等位表現の類型

庄 司 博 史＊

Typology of Coordination in the  Uralic Languages

Hiroshi SHOJI

   It is widely known that coordinate conjunctions in the Uralic 
languages are of comparatively late origin. But it should not be 
assumed that there was no device to express coordinative re-
lationships between nouns, other than straightforward juxtaposi-
tion. On the contrary, there existed various ways to compensate 
for the lack of coordinate conjunctions. And many scholars have 
hitherto turned their attention to the phenomena of the Uralic 
coordination, which might have appeared curious compared 
with those of modern Indo-European languages. 

   It was not until Ravila's work (1941) that an attempt was 
made to examine Uralic coordination on a broad scale. Ravila 
explained the coordination of nouns, in which each juxtaposed 
noun contains an identical element(s), in connection with the 
basic principle of the Uralic word order, i.e., the modifier always 

precedes the modified. According to Ravila, identical elements, 
such as dual and plural indicators, or case and possessive suffixes, 
may function only to signal that the nouns containing them be-
long to the same grammatical category. But he gave no 
satisfactory answer to the question of why the very curious dual 
and plural suffixes may be attached, even when each noun 
indicates a singular object. Ravila explains that the numerus 
suffixes of nouns have developed in concordance with the numerus 
conjugations of verbs, and that these suffixes later began to signal 
coordination when repeated in each noun. However, this 
hypothesis offers a somewhat conceptual impression without 
supporting evidence. Moreover, the earlier studies of Uralic 
coordination, including that of Ravila, could not deal with co-
ordination in general but could only pose arbitrary examples,
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because their notion of coordination was apparently too abstract. 
   In this paper, I adopt the generally accepted theory of trans-

formational grammar for the definition of coordination: i.e., 
there are two types of coordination in the deep structure of a 
sentence, namely, sentence conjunction and phrasal conjunction, 
each having different characteristics, although they might opti-
onally take the same surface form. Using this framework, I 
attempt to account for the pecuarlities of all possible coordina-
tion types in the Uralic languages. I have classified Uralic coor-
dination into the following 8  types:— 
I. Juxtaposition of nouns, each having an identical  element(s)  ; 
2. Juxtaposition of nouns without any identical elements; 
3. Coordination based on a numerus indicator; 
4.  Coordination based on a comitative (instrumental)  indicator; 
5. Coordination based on a nomen possessoris derivational suffix; 
6. Coordination based on an enclitic particle of emphathy or 

   augmentation; 
7. Coordination by an independent coordinate conjunction 

   derived from a native morpheme stock; and 
8. Coordination by a coordinate conjunction of foreign origin. 

   After examining these cases, I reached the following con-
clusions. Devices for phrasal coordination developed earlier 
than those for sentence coordination, because the latter could 
have as well been expressed by a simple juxtaposition of sentences. 
Type  1 occurs widely among the Uralic languages, when compared 
to Type 2. This may support Ravila's hypothesis that there 
needed to be some device to indicate nouns belonging to the same 

grammatical category, when they were juxtaposed. In this 
sense the parallel affixation of identical elements has developed 
as a productive way of coordination. Type 3, 4 and 5 appear to 
have derived from the peripherical use of their original functions 
due to the connotation of simultaneousness or accompaniment. 
Type 3 was used when things expressed by coordinated nouns 
were regarded as forming a semantic whole. On the other 

hand Types 6 and 7 have idiosyncracy of sentence coordination. 
I assume that sentence coordination in the deep structure was 
reduced to a simple sentence first by means of an enclitic or 
independent particle which could function as an adverb of 
augmentation or addition. Present-day Uralic languages seem 
to have a tendency to develop proper coordinate conjunctions, 
which can be equally used for both types of coordination, and 
which, therefore may correspond to the coordinate conjunctions
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of the well known modern Indo-European languages, from their 

own stock side-by-side with those of foreign origin. It should be 

observed, however, that they still retain a shade of their original 

characteristics in usage and meaning.

１．は じめに

旺．等位接続について

皿． ウラル語族と等位表現の分類

１。　 ウラル語族

２．　 ウラル系諸語の等位表現の分類

Ｎ． ウラル語族 の等位表現

１．　 同一形態素を もつ名詞の並 置

２．　 同一形態素を もたぬ名詞の並 置

３． 数標示素 を用い るタイプ

４． 従格 （具格）を用いるタイプ

5　 具備形容詞派生接辞を用いるタイプ

６． 附加 ・強意の後接辞を用いるタイプ

7.自律小辞的等位詞を用い るタイプ

８． 借用語に起源を もつ等位詞を用い るタ

　　イプ

Ｖ．結　論

　 １ ． は じ め に

　 　ａｂｏｙ　ａｎｄ　ａ　ｇｉｒｌ

　 こ こに用 い られ た よ うな ａｎｄを英 文 法 で は ，等 位 接 続 詞 （ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅ　ｃｏｎｊｕｎｃｔｉｏｎ

＝＝　ｃｏｏｒｄｉｎａｔｏｒ）あ る いは 詳 し くは連 結 等 位 接続 詞 （ｃｏｐＵｌａｔｉｖｅ　ｃｏｎｊ　ｕｎｃｔｉｏｎ）とい う
。

　 この ａｎｄの担 って い る役割 に ，ウ ラル系 諸 語 で ほぼ 相 当 す るの が次 の よ うな 表現 で

あ る。

　 　 フ ィ ン （フ ィ ンラ ン ド） 言吾 ：ｋｉｓｓａブ〃ｋｏｉｒａ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 猫　　　　犬

　 　 　 （ブα：ゲ ル マ ン語 か ら借 用 の等 位 詞）

　 　 　 　「猫 と犬 」

　 　 カ レ リア藷 ：１δｔｔ６ ６ｉｉｌｉｎ－ｋｅ　 　 　 　 　 　 　 　かえ
る はりねずみ

　 　 　 （－ｋｅ：従 格 「～ と一緒 に」 の接 辞 ）

　 　 　 　「か え る とは りね ず み 」

　 　 リー ヴ語 ：ｋｈｏｎａ　ｔｓｉ’ｌｏ－ｋｓ
　 　 　 　 　 　 　 かえる　 はりねずみ

　 　 　 （・ｋｓ：変 格 「～ に」 の接 辞 ）

　 　 　 　「か え る とは りね ず み 」

　 　 モ ル ドヴ ィ ン語 ：ａｔ’ａ－ｔ　ｂａｂａ－ｔ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 男　　　　女

　　　（。’：複数の接辞）

　　　　「男と女」　（但 し必ず しも両者が複数であるとは限 らない。）
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　 　 チ ェ レ ミシ語 ：ａｋａ一締 屹 ａｒ－ａｋ
　 　　 　 　 　 　　 　 姉　　　　妹

　　　 （一（α）翫 「～も」を表す後接辞）

　　　　「姉，そして妹も」〉「姉と妹」

　　ジリエーン語 ：１撃 噸

　　　（一α：「～のある」を表す形容詞派生接辞）

　　　　「昼のある夜」〉「夜と昼」

　　ヴォチャーク語 ：ａ麺 伽 留

　 　　 （－ｅｎ：従 格 語 尾 ）

　 　　 　 「父 と母 」

　 　 オ ス チ ャ ー ク語 ：ｉｍｇ一ク２ηｉｋｅ－〃∂〃
　　　　　　　　　　 女　　　　男

　　　（－ｇａｎ：双数の接辞）

　　　　「女と男」　（１人つつ）

　このように多 くの等位表現法があり，そのほとんどは元来それぞれの言語で別の役

割を担うている要素で，英語の例に見られたような等位詞とは異なったものである。

ウラル系言語それぞれには， これらの方法がいくつか並存 している場合があり，さら

にそれらの用法や意味が異なっているため，等位表現は全体として複雑な体系を成 し

ているといえる。

　 この論文の目的は， ウラル系諸語で用いられている等位表現 （主に語に関 して）を

いくつかのタイプに分類 し，各言語の用例を分析することにより，それぞれの特徴を

明確にし，それら諸タイプ間の相互関連を明 らかにすることにある。さらにその過程

で通時的な観点から他の言語事象と等位表現法との関連をさぐり，ウラル語自体のも

つ特性解明の一端としたい。

皿． 等位接続 について

　最 初 に， 本 論 文 に おけ る基本 概 念 で あ る連 結 等 位 接 続 につ い て 明確 に して お きた い。

そ のた め に， 英 語 を例 に と って ，伝 統 文法 と変 形文 法 にお い て ， これ が いか に扱 わ れ

て き たか を概 観 す る こ と にす る。

　一 般 に印 欧語 の伝 統 文 法 で は， 接 続 詞 とは，　 「文 ， 節 ， 旬 ，語 を互 い に関連 づ け る

特殊 な機 能 を もつ小 辞 」 ［Ｗ ｅｂｓｔｅｒ’ｓ　Ｎｅｗ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ　 Ｉ　９６０１ と され

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　４２７
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る。 そ して接 続 詞 は更 に， 等 位 接 続 詞 と従 位 接 続 詞 に分類 さ れ る１》。 そ の うち前 者 は，

同 じ範 疇 また は機 能 の二 つ の要 素 を 関 連 づ け る もの と され ，英 語 で は， ａｎｄ，　ｏｒ，　ｂｕｔが

あ げ られ る。 ａｎｄ は， 二 要 素 を等 位 的 に結 び つ け る と い う意 味 か ら， 更 に， 連結 等 位

接 続 詞 （ｃｏｐｕｌａｔｉｖｅ　ｃｏｎｊ　ｕｎｃｔｉｏｎ） と呼 ばれ ，他 の二 者 か ら区 別 され る。 本 稿 で は ，

この ａｎｄ　｝ｃ相 当す る表 現 法 の み を対 象 とす る２）。

　 等位 接続 詞 は， 従 属 接続 詞 とは異 な り文 間 と同様 に語 間 にお い て も用 い られ ， 等 位

関 係 に あ る語 は双 方 と も， 統 辞 的 に同 じ 範 疇 で あ る こと を標 示 す る文法 的 形 態 を と

る３）。 つ ま り， 文 間 ， 語 間 に現 わ れ る こ・との で きる ａｎｄ は， 前 後 の 要素 に決 った 形

態 （名 詞 の場 合 な ら格 な ど） を要 求 しな い， 双 方 の要 素 か ら等 距 離 に あ る純 粋 に等 位

機 能 の み を 有 す る小 辞 と して 見 られ て い る。

　 しか し， 等 位接 続 とは い って も，文 の接 続 の 場 合 は ，二 文 を全 く同等 に結 びつ けて

い る とは限 らな い 。 た とえ ａｎｄが用 い られ て い て も， そ の両側 の 文 を入 れ か え る と，

全 く意 味 が 変 って しま う場 合 があ る。 む しろ， そ れ で も意味 が変 らな い純 粋 な等 位 接

続 は少 な い といえ よ う。文 間 の接 続 詞 と して の ａｎｄは 事実 上 は従 属 的 関係 を示 す こ と

もあ り うる の は良 く知 られ て い る。 この等 位 ・従 属 関係 は ， そ れ ぞ れの 文 の構 造 の み

で は な く， 二 文 間 の 意味 関係 ， さ らに大 きな文 脈 の中 で ， は じめ て 決定 され る場 合 が

多 い とい え よ う。 この よ うに文 間 に おい て ，等 位 ・従 属 関係 は 入 れ替 りや す い もの で

あ る とい え るが ， 語 間 で は ど うで あ ろ うか 。筆 者 は， この点 に も関心 を も って い る。

　 次 に ，別 の問 題 と して ，ａｎｄ で結 ばれ た 名詞 を含 む 等 位 旬 の あ る文 は， 通 常 ， そ れ

ら名詞 のみ が異 な る二 文 に よ り言 い替 え が で き る こ とが 多 く， この 両者 の同 義性 が 注

目 され て きた。 これ につ い て ，二 つ の異 な る説 が生 じた。 一方 は ，前 者 が後 者 か ら縮

約 的 に生 じた とい う説 ， 他 方 は ， 前者 す なわ ち ａｎｄを含 む旬 は，単 に 同一 範 疇 に属 す

る語 を加 え た の み の， 求 心 的 （ｅｎｄｏｃｅｎｔｒｉｃ）な拡 大 にす ぎぬ とい う説 で あ る。 た とえ

ば，

１）語間では従位接続 詞は一般に用い られない。語の レベルにおける従属関係を示す小詞は，印

欧語では通常前置詞であ る ［パ ウル １９７６：下 ２６８］。実際には，英語 の ６⑳ ７８，ψ ７な どのよ

うに，同 じ語 が，文間で は接続詞，語間では前置詞と呼び分 けされている場合 もあ る。但 し，

前置詞句が名詞を修飾 してい る場合で も，実際にその前置詞句 は高位 の統語的範 疇に属すると

解釈 できる場合が多い。

　 （例 えば，ｔｈｅ　ｂｏｏｋ　ｆｒｏｍ　Ｅｎｇｌａｎｄの ｆｒｏｍ は，　ｂｅｕｇｈｔや ｉｍＰｏｒｔｅｄなど動詞旬 に支配されていると

解釈できよう。ｔｈｅ　ｂｏｏｋ（ｂｏｕｇｈｔ）／ｆｒｏｍ　Ｅｎｇｔａｎｄ）このように，文間，あるいは動詞句 に用い られ

る接続詞や前置詞が名詞間の関係 を表す手段 に転用されることはよ くある。

２）以降，本論で等位 とは連結等位の ことをいう。

３）前置詞の場合，その補語 といわれる名詞は，一定の ｒｅｃｔｉｏという形態をとることを要求 され

る。英語では，普通 目的格を とる。伽 魏 ε７ノ沁顔 翻 （＊ｈｅ）これに対 し等位詞の場合 は，例えば

１　ａｎｄ／ｏｕ　ａｒｅ　ｆｒｉｅｎｄｓ．のよ うに，同 じ主格をと っている。
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　 １．　 Ｆａｔｈｅｒ　ａｎｄ　ｍｏｔｈ８ｒ　ｃａｍｅ．

は ， 縮 約 説 に よ る と ，

　 ２．　 Ｆａｔｈｅ７　ｃａｍｅ．　 Ｍ ｏｔｈｅｒ　ｃａｍｅ．

の 縮 約 に よ る もの で あ る と さ れ ， 拡 大 説 に よ る と，

　 ３．　 Ｆａｔｈｅｒ　ｃａｍｅ．

の ｆａｔｈｅｒ とい う 主 語 が 拡 大 さ れ て １・ が 生 じた と な る 。 印 欧 語 学 者 の 間 で は Ｂｒｕｇ。

ｍ ａｎｎ ［１９２５：８４］，や Ｐａｕｌ［１９６０：１３８］ な ど拡 大 説 を と る も の が 多 か っ た 。 こ れ に

対 し， ウ ラ ル 言 語 学 者 Ｒ ａｖｉｌａ は ， 少 く と も言 語 発 展 の 観 点 か ら は ， ２．の 表 現 が １．に

先 行 し て 用 い ら れ た こ と を 主 張 した ｔＲＡｖｌＬＡ　 １９４１：４０］。

　 現 在 ， い わ ゆ る学 校 文 法 に お い て は ， ２．は １．と は 同 義 で は あ っ て も， １．の 主 語 を

な す 名 詞 句 は む し ろ 拡 大 と と られ る こ と が 多 い よ う で あ る （例 え ば ， ［ＧＲＥＥＮＢＡＵＭ

ａｎｄ　Ｑ ｐｌＲＫ　 ｌ９７３：２６７】）４》。 そ れ は ， 次 の よ う な 等 位 句 を 含 む 表 現 が 縮 約 説 で は 説

明 で き な い か ら で あ る。

　 　 Ｊｏｈｎ　ａｎｄ　Ｍ ａｒ“〃ｍａｋｅ　ａ　ｐｔｅαｓａｎｔ　ｃｏｕｐｔｅ．

　 初 期 の 変 形 文 法 に お い て は ， 文 中 の 等 位 接 続 は 二 文 か ら 派 生 す る も の と さ れ た 。

Ｃｈｏｍ ｓｋｙ は こ う述 べ て い る ［ＣＨｏＭｓＫＹ　 ｌ９５７：３６］。

　 　 Ｉｆ　ＳＩ　ａｎｄ　Ｓ２　ａｒｃ　ｇｒａｍ ｍ ａｔｉｃａｌ　ｓｅｎｔｅｎｃｅｓ，　ａｎｄ　ＳＩ　ｄｉｆｆｅｒｓ　ｆｒｏｍ 　Ｓ２０ｎｌｙ　ｉｎ　ｔｈａｔ

　 　 Ｘ ａｐＰｅａｒｓ　ｉｎ　ＳＩ　ｗｈｅｒｅ　Ｙ　ａｐＰｅａｒｓ　ｉｎ　Ｓ２ （ｉ。ｅ．，Ｓｌニ ＿ Ｘ ．．．　ａｎｄ　Ｓ２＝ ．．．Ｙ ．．．），

　 　 ａｎｄ　Ｘ 　ａｎｄ　Ｙ　ａｒｅ　ｃｏｎｓｔｉｔｕｅｎｔｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｓａｍ ｅ　ｔｙｐｅ　ｉｎ　Ｓｌ　ａｎｄ　Ｓ２．　ｒｅｓｐｅｃｔｉｖｅｌｙ，

　 　 ｔｈｅｎ　Ｓ３　ｉｓ　ａ　ｓｅｎｔｅｎｃｅ，　ｗｈｅｒｅ　Ｓ３　ｉｓ　ｔｈｅ　ｒｅｓｕｌｔ　ｏｆ　ｒｅｐｌａｃｉｎｇ　Ｘ 　ｂｙ　Ｘ 十 ａｎｄ十 Ｙ

　 　 ｉｎ　Ｓ１（ｉ．ｅ・，　Ｓ３＝ ＿ Ｘ 十 ａｎｄ十 Ｙ ＿ ）

つ ま り ・ ｔｈｅ　ｓｃｅｎｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｍｏｖｉｅ　ｔｖａｓ　ｉｎ　Ｃｈｉｃａｇｏ．

　 　 　 　 ’ゐ８ ∫６８πθｑブｔｈｅ　ｐｔａ“ ωａｓ　ｉｎ　Ｃゐｉｃａｇｏ．

に お い て ・ げ 伽 ｍ戯 ６ と σ 伽 ρ勿 は そ れ ぞ れ の 文 で ， ｔｈｅ　ｓｃｅｎｅ の 属 格 修 飾 と い う

同 じ機 能 を も ち ， そ れ 以 外 の 点 で は ２文 は 同 じ で あ る 。 した が っ て ， 次 の 文 が 派 生 さ

れ る 。

　　 Ｔｈｅ　ｓｃｅｎｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｍｏｖｉｅ　ａｎｄ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｐｌａ■　ｗａ∫　ｉｎ　Ｃｈｉｃａｇｏ．

　 しか し，文 中 の 名 詞 句 が等 位 接 続 詞 ａｎｄを含 む場 合 ， 必 ず しも， 上 の よ うな 二 文 で

言 いか え う る とは限 らな い こ とが主 張 され は じめ た 。例 え ば，

　　 Ｊｏｈｎ　ａｎｄ　Ｍ ａｒ）　ｍｅｔ．

４）但 し，動 詞句 ， また は， そ の一 部分 が直接 連 結 され て い る場 合 は文 の縮 約 と し， また ｏｌｄ　ａｎｄ

／ｏｕｎｇ・ｍｅｎな どの 場 合 も ・ｌｄ　ｍｅｎ（ｍａｎ）α雇 グ０雄８膨 π（ｍａｎ）の縮 約 と され る。
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は，Ｊｏｈｎ　ｍｅｔ．　 Ｍ ａｒ２　ｍｅｔ．に言 い か え る こ とが で き な い 。した が って，こ こで はす で に

深 層 構 造 の レベ ル で， Ｊｅｈｎ　ａｎｄ　Ｍ ａｒ７ とい う名 詞 句 が 成 立 して い る と い う説 が た て ら

れ た。 Ｌａｋｏｆｆと Ｐｅｔｅｒｓ［１９６９］は表 面 的 に は 同様 に等位 接続 詞 を と って い て も，二 文

に言 いか え 可 能 な もの を文 の接続 によ り派 生 され た とい う意 味 で 文 の接 続 （ｓｅｎｔｅｎｃｅ

ｃｏｎｊｕｎｃｔｉｏｎ）， 言 い か え 不 可 能 な もの を 名詞 句 の 接続 に よ る とい う意 味 で旬 の接 続

（ｐｈｒａｓａｌ　ｃｏｎｊｕｎｃｔｉｏｎ） と区 別 した 。 こ の二 つ の接 続 タ イ プ の違 い は ，前 者 が ｂｏｔｈ，

後 者 が ｔｏｇｅｔｈｅｒを と るパ ラ フ レー ズ に言 い替 え が可 能 な の に対 し， 逆 は成 立 しな い

こ とに よ って も証 明 さ れ た。

　 　 Ｂｅｔｈ　ｆａｔｈｅ「　ａｎｄ　ｍｏｔｈｅｒ　ｃａｍｅ．（文 の接 続 ）

　 　 Ｊｏｈｎ　ａｎｄ　Ｍ ａｒ）　ｍｅｔ　ｔｏｇｅｔｈｅｒ．（句 の接 続 ）

　 さ らに， Ｌａｋｏｆｆと Ｐｅｔｅｒｓは， 句 接 続 （句 等 位接 続 ） を 含 む文 ，

　 　 Ｊｏｈｎ　ａｎｄ　Ｍ ａり，　ｍｅｔ．　 カｓ，

　 　 Ｊｏｈｎ　ｍｅｔ　ｗｉｔｈ　Ｍ ａｒ１． や

　 　 Ｍ ａｒ２　ｍｅｔ　ｗｉｔｈ　Ｊｏｈｎ．

と同 義 で あ る こと に注 目 し，主 語 が句 等 位 接 続 句 で あ る場 合 ，そ の一 方 の 名詞 を ω伽 ，

ｔｏ，　ｆｒｏｍ な どを 前 置 詞 句 に お き，一 方 の名 詞 を主 語 とす る文 に任 意 的 に変 形 しう る と

した ［ＬＡＫｏＦＦ　ａｎｄ　ＰＥＴＥＲｓ　ｌ９６９］。

　 こ の深層 構 造 に お け る二 つ の等 位 接 続 の構 造 は ，述 語 動 詞 に よ って 決 定 さ れ る と さ

れ ， 等 位接 続 詞 を用 い る代 りに任 意 的 に前 置 詞 句 の表 現 が 可 能 な 場 合 ， そ こに現 れ る

述 語 を対 称述 語 （ｓｙｍｍ ｅｔｒｉｃ　ｐｒｅｄｉｃａｔｅ）と呼 ん だ。 た とえ ば ｍｅｅｔ（ωｉｔｈ），　ｍｉｘ（ｗｉｔｈ），

ｂｅ　ｓｉｍｉｔａｒ（ｔｏ），　ｂｅ　ＰａｒａＵｅｔ（ｔｏ）な どが これ に 当 る。

　 と こ ろで多 くの動 詞 の 場 合 ， 文接 続 と旬 接 続 の双 方 が可 能 で あ るた め ，主 語 が ａｎｄ

に よ って 結 ばれ る ２名詞 で 形成 され て い る と， 両 義 的解 釈 が可 能 で あ る。例 え ば，

　 　 Ｊｏｈｎ　ａｎｄ　Ｍ ａｒＪ　９０　ｔｏ　ｓｃｈｏｏｌ． は ，

　 　 Ｊｏｈｎ　ｇｏｅｓ　ｔｏ　ｓｃｈｏｏｔ　ａｎｄ　Ｍ ａｒ１　ｇｏｅｓ　ｔｏ　ｓｃｈｏｏｌ．（文接 続 ）

　 　 Ｊｏｈｎ　ａｎｄ　Ｍ ａｒ２　９０　ｔｏ　ｓｃｈｅｏｔ　ｔｏｇｅｔｈｅｒ．（句接 続 ）

　 　 Ｊｏｈｎ　ｇｅｅｓ　ｔｏ　ｓｃｈｏｏｔ　ｗｉｔｈ　Ｍ ａｒ■．

　 　 Ｍ ａｒｙ　ｇＯｅｓ　ｔｏ　ｓｃｈｏｏｔ　ｗｉｔｈ　Ｊｅｈｎ

の 二 つ の解 釈 が 可 能 で あ る。 とこ ろが ，一 般 に静 的 （ｓｔａｔｉｃ）な 動 詞 の場 合 は， 前 置 詞

句 に よ る表 現 は不 可 能 で あ る。 つ ま り， 句 接 続 を 許 さ な い。

　 　 Ｊｏｈｎ　ａｎｄ　Ｍ ａｒ），　ａｒｅ　ｔａｌｌ． は，

　 　 ＊Ｊｏｈｎ　ｉｓ　ｔａｌｌ　ｗｉｔｈ　Ｍ ａｒ）．
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　 　 ＊Ｍ ａｒ“　ｉｓ　ｔａｔｔ　ｗｉｔｈ　Ｊｏｈｎ． とは言 え な い 。

　 以 上 を ま とめ て み る と・ 英 語 に お いて文 中 の名 詞 の 等 位 接続 （ＮＩ　ａｎｄＮ２） は ， 二

つ の異 な る深 層 構 造 （文接 続 あ る い は句接 続 ） の いず れ か か ら派生 して い る と考 え る

こ とがで き る。 ま た 深層 構 造 に文 接続 が あ る場 合 ， そ れ は ，二 文 を そ の ま ま ａｎｄで 接

続 す る表 現 （ＮＩＶ ａｎｄ　Ｎ２Ｖ）の 他 に 名詞 旬 に等 位 接 続 を含 む一 文 （ＮＩ　ａｎｄ　Ｎ２Ｖ） を

派生 させ る。 それ に対 し，句 接 続 を深 層 構 造 に もつ もの は， ＮＩ　ａｎｄ　Ｎ２Ｖ の 他 に，

一方 の 名詞 を前 置 詞 句 に お く ＮＩＶ　ｐｒｅｐ．　Ｎ２ を派 生 させ る。 つ ま り深 層 構 造 に お け

る二 つ の等 位 接 続 に対 して 表層 で は三 つ の 文 型 が対 応 して お り，二 つ の深 層 構 造 は一

つ の表 層 構 造 を共 有 す る こ とに よ り関係 づ け られ て い る とい う こ とに な る。

　 更 に注 目す べ きは ， 表層 構 造 の一 つ の 文型 ＮＩＶ　ｐｒｅｐ．　Ｎ２は ，　Ｎ１，　Ｎ２ の句 等 位 接

続 以 外 の 関係 を も表 す とい うこ とで あ る。等 位 の場 合 ， Ｎ２は Ｎ１ に対 して 行 為 の 共

同者 あ るい は互 酬 的行 為 の相 手 で，Ｎ１ と Ｎ２ は相 互 に置 換 可 能 で な けれ ばな らな い。

一 方 ， これ と同 様 の 表層 構 造 を と るが， Ｎｌ，　Ｎ２の 関係 は，　Ｎ１が行 為 者 ，　Ｎ ２ は行 為

の 手段 ，方 法 ， あ る いは 受動 的 に行 為 に随 伴 す る もの で Ｎ１，　Ｎ２は 置 換 が不 可 能 な も

の が あ る。 た とえ ば，

　 　 ７偽６勿 ω８π‘伽 ７８ω涌 ブ妙．

に 挙 け る 漉６勿 と ブ砂 の 関 係 で あ る。 ほ とん どの 場合 は ・Ｎ１，　Ｎ２ と Ｖ の 意 味 関

係 によ り，深 層 構 造 で 句等 位 か否 か は明 白で あ る。 しか し， 実 際 の言 語 使 用 で は， 等

位 の 場 合 も Ｎ１と Ｎ２を 置 換 して言 い 直 す こ と もな いた め ，場 合 に よ って は， 深 層 構

造 で は 句等 位 か前 置 句 表現 か ， 区別 のむ ず か しい表 層 構 造 もあ り うる５》。等位 表現 は ，

等 位 以 外 の表 現 と も絡 み あ って い るわ けで あ る。

　 以 上 ，等 位 接 続 に関 す る基 本 的用 語 と論 点 を 明 確 にす る ため 英語 を例 に と って 示 し

た が ， ウ ラル諸 語 の 場 合 で も同様 に深 層 構 造 か らみ た二 つ の 等位 関係 が表 層 の 表 現 に

おい て は複 雑 に 関係 しあ って い ると いえ る。

皿．　 ウ ラル語族 と等位表現 の分類

　まず，本論に入る前に，予備作業としてウラル系諸語の系譜関係，地理的分布，言

語学的特徴について述べ，さらに，現在までウラル系諸語の等位表現に関する研究を

概観 したい。

５） 例え ば Ｔｈｅ　ｗｏｍａｎ　ｃａｍｅ　ｗｉｔｈ　ｈｅｒ　ｌｉｔｔｔｅ　ｂａｂ２．と Ｔｈｅ　ｗｏｍａｎ　ｃａｍｅ　ｗｉｔｈ　ｈｅｒ　ｈｔｔｓｂａｎｄ．で は ，後 者 は

明 らか に ，主語 と前 置 詞句 を 形 成す る語 とは深 層 構 造 に おい て等 位 関係 に あ る と解 釈 され る可

能 性 が 大 きい 。
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ウ ラル語 族 （カ ッコ内 は 自称 ）

図 １　 ウラル系諸語の系統分類図
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言 語 名 の 略

Ye (nisei) Sa (moyed) 

Yu (rak) Sa (moyed) 

Ka (mass) Sa (moyed)

Ost (yak) 

Hun (garian) 

Zir (yene) 

Che (remis) 

Lap (pish) 

Fin (nish) 

Est (onian) 

Liv (onian) 

Lude

イ ェニセ イ サ モ イ ェー ド

ユ ラ ックサ モ イ ェー ド

カマ ス サモ イ ェー ド

オ スチ ャー ク

ハ ンガ リー

ジ リエ ー ン

チ ェ レ ミシ

ラ ップ

ブ イ ン

エ ス トニ ァ

リー ヴ

リュー ド

Ta (vgi) Sa (moyed) 

Os (tyak) Sa (moyed)

Vog (ul) 

Vot (yak) 

Mor (dvin) 

Kar (elian) 

Vep (sian) 

Vote

タ ウギ サ モ イ ェー ド

オ ス チ ャー ク

ヴ ォ グー ル

ヴ ォチ ャー ク

モ ル ドヴ ィ ン

カ レ リア

ヴ ェ プ シ ャ

ヴ ォー ト

サ モ イ ェー ド

１． ウ ラ ル 語 族

　ウラル系の言語は，西は北 ヨーロッパのスカンジナビア半島や中部 ヨーロッパのハ

ンガ リーから東はウラル山脈東側，イェニセイ，オビ川流域にかけての広大な地域に

おいて話されている。諸言語間の比較研究が非常に進んでおり，ウラル語族内部の系

統的分類においては， ウラル言語学者の間では， ほぼ説の一致をみている （図 １）。

また，それぞれ近縁関係にある言語間語派間では，共通祖語時代が設定され， もとの

ウラル祖語時代はおよそ６，０００年ほど前まで続いたとされている （図 ２）。

　次に，ウラル系諸語の地理的分布を示す地図を示す （図 ３）。

　二図を比較すればわかるように，系統と地理的分布はほぼ対応 しているといえる。

恐 らく，ヴォルガ，カマ川流域といわれる原郷から次第に東西へ分裂 ・移動 していっ

た状況が双方に反映 していると考えられる。現在，バル トフィン，ヴォルガ，ペル ミ，

オビウゴルなど，それぞれ語派の下位グループに属する言語は構造的にかなり共通 し

た特徴をもっているが，下位グループの間では大きく相違 している場合があり，系統

上の遠近は言語構造上の近似と必ずしも対応はしていない ＬＨＡＪＤ６　１９７５：４５】。 理

由として考え られることは，第一に，異系統言語からの影響，第二に，個別的 ・自然

的な変化，第三に移住先の先住民族言語との混濡，などである。少なくとも前者二つ

は確実に関与 しているといえる。

　印欧語（特にアー リア系）の影響は既に， フィンウゴル祖語時代から，少なくとも語

彙上では認められている。 しかし，言語構造に及ぶほどのものであったかはわかって

いない。それに対 し異系統言語からの構造に及ぶ影響が知られているのは，各語派以
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図 ２　ウ ラ ル 語 族 の 系 統 樹

図３　 ウラル系諸語の地理的分布と移動経路
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下 に分 裂 して か らで あ る。 言 語 に よ って は， 影 響 を与 え た異 系 統 言 語 は一 つ とは限 ら

ず ， 多層 的 に外 来 要 素 が重 って い る６》。

　 しか しな が ら，全 体 的傾 向 と して ， ウ ラル語 的 な特 徴 は ま だ各 言 語 に保 た れ て い る

とい え る。 こ の う ち，本 論 を進 め て 行 く上 で， 直 接 関係 の あ る もの だ け， こ こで ま と

めて 説 明 して お きた い。

　 基 本 的 に ウ ラル祖 語 は， グ リー ンバ ー ク ［ＧＲＥＥＮＢＥＲＧ　 ｌ９６３］ な ど の い う ＳＯＶ

言 語 あ るい は後 置的 言語 で あ り， それ に関 係 して次 の よ う な特 徴 を も って い る と いえ

る。 この タ イ プ の言 語 の 特徴 は， 原 則 と して ，修 飾語 が被 修 飾 語 に先 行 す る こ とで ，

ウ ラル 言 語 学 で は Ｒｅｃｔｕｍ　ｖｏｒ　Ｒｅｇｅｎｓの 原 則 とい わ れ る が， これ に は， 次 の よ うな

関係 が 含 ま れ る。 形 容 詞 ＋名詞 ， 副 詞 ＋動 詞 ， 属 格修 飾 ＋名 詞 ， 目的語 ＋動 詞 ， 形 容

詞 句 ＋名 詞 ，副 詞句 ＋動 詞 な ど。 ま た名 詞 は主 格 形 が二 つ 並 置 され た場 合 は， 前 者 が

後 者 に対 す る修 飾語 とな る。言 い か え れ ば， 元 来 ウ ラル語 で は連 続 す る語 の 関係 は，

常 に従 一 主 で あ り，等 位 関 係 を 表 す こ とは原 則 と して で きな い こ と にな る。 さ らに，

印欧 語 的 な ， 関係 代 名詞 ， 関係 副 詞 や従 属 接 続 詞 と動 詞 の終 止 形 を用 い た従 属 節 に よ

る表 現 は用 い られ な か った 。 その 代 り， 従 属 節 に あた る部 分 は述 語 動詞 の 名詞 形 ， 副

詞形 （分 詞 や 不定 詞 な ど） を 核 とす る名詞 句 ， 形 容 詞 句 ，副 詞 句 にま とめ られ ， 本 文

の 中 の所 定 の 位 置 に組 み込 まれ て 表現 さ れ た。

　 この基 本 的 な 特 徴 は ， ウ ラル語 系 の 中で も東 部 の 言語 （サ モ イ ェ ー ド諸 語 ， オ ビ ウ

ゴル諸 語 ） とチ ェ レ ミシ語 に残 って い る。 他 方 ， 残 りの 西方 の言 語 ， 特 にバ ル トフ ィ

ン諸 語 ， ラ ップ 語 な ど は， 動 詞 と他 の要 素 との関 係 は ，一 応 は 自 由語 順 とい わ れ るが，

印 欧語 的 な語 の配 置 が ど ち らか と い う と一 般 的 で あ る。 つ ま り， 動 詞 ＋ 目的語 ，動 詞

＋副 詞 とな る ［ＴＡｕＬＩ　 ｌ９６６：９８－１０９］。 ま た これ らの言 語 で は， 上 に述 べ た よ うな ，

動 詞 の 名詞 形 や 副 詞 形 を用 い る表 現 と共 に， 接 続 詞 や 関係 詞 を 用 い る複 文 表現 が並 存

して い るか， あ る いは ，前 者 よ り一般 的 で あ る。 これ は， 西側 に行 なわ れ る諸 言 語 が，

主 に ス ラ ブ系や ゲ ルマ ン系言 語 の影 響 を 受 け た こ とに よ るた め で あ る と され る。 そ し

６）まず新 しい層と しては，現在 も強力に進行 中であ るロシァ語の影響が，ロシァと接触 した ウ

　 ラル系民族の言語すべてにおいて著 しい ［ＢＡＴＯＲｉ　 １９８０】。 同様に， フィン語 はス ウェーデ ン

　 語 から，エス トニア語は ドイツ語 か ら， リーヴ語 はラ トビア語か らの要素が多い。ラ ップ語は

　 スカンジナビア諸語， ロシア語に加え， フィン語か らも影響を うけている。また，バ ル トフィ

　 ン諸語は西暦前５００年頃には， 印欧系の古代バ ル ト語の， 西暦前後 には古代ゲルマ ン語の強い

　 影響下にあ った ことが知 られてい る。ヴォルガ河流域のペル ミ諸語，およびチェレミシ語は，

　 ８世紀か らチュル ク系ヴォルガブルガール （古代 チュバ ッシ）， 更 に１３世紀以降は， 強力なタ

　 タールの支配下にあ った。一方，ハ ンガ リー語 はア リア系祖語 との接触が長 く続いた他 ， ６世

　 紀以降１０世紀 までの移動期には， ブルガール語 などチュルク系諸語 との影響下にあ ったといわ

　 れて いる。サモイェー ドでは，全体的にツ ングースとの影響関係 にあった他 ，南サモィェー ド

　 諸語 には強いチュル ク系諸語 との接触 を示す要素 が多 く残 っている。
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て チ ェ レ ミシ語 が比 較 的 西側 に位 置す る に もか か わ らず ，一 見 保 守 的 な 型 を保 って い

る の は，類 似 した構 造 を もつ チ ュル ク系言 語 の影 響 が 強 か った た めで あ る とい わ れ て

い る ［ＣｏＭＲＩＥ　 ｌ９８１：１０２，１２２］。

　 ウ ラル語 の もつ 後 置性 は， 造 語 ， お よび 名詞 や動 詞 が文 法 カテ ゴ リーを 選 択 す る場

合 （曲用 ， 活 用 ）， 原則 的 に語 根 や 語 幹 に 後 接 さ れ る接 尾 辞 によ って行 なわ れ る こ と

に も現 わ れて い る。 とい うの は， 実 際 の統 辞 的機 能 を標 示 す るの は， 語 幹 で はな く，

そ の あ とに来 る接 辞 で あ って， いわ ば語 幹 は接辞 に対 して 修 飾語 と同 じ役 割 を担 って

い るわ け で あ る。 動 詞 活 用 に 関与 す る カ テ ゴ リーは ，時 制 ，相 ，法 ，主 語 の人 称，数 ？》

の 他 ， サ モ イ ェー ド， オ ビ ウ ゴル諸 語 ， モル ドヴ ィ ン語 で は対 称 の人 称 や数 に よ る も

の も存 在 す る。 名詞 で は， 数 の 他 ，所 有 者 の人 称 ， 数 を 示 す 所 有 人 称接 辞 ８）， 定 ・

不 定 の 区別 （モ ル ドヴ ィ ン） や豊 富 な格 語 尾 が あ る９）。 ま た ，他 に後 接 され る もの と

して は ， 強 意， 疑 問 ， 話 者 の感 情 な ど を示 す ｍｏｄａｌｉｃな 後接 詞 （ｅｎｃｌｉｔｉｃ　ｐａｒｔｉｃｌｃ）お

よび ， 文 中 の何 らか の語 に後 接 し， あ との文 へ つ な げ る後 接 的接 続 詞 １０｝な どが あ る。

ま た 格 語 尾 の機 能 を補 う もの と して 後 置詞 が あ る。 特 に重 要 な こ と は， これ ら動 詞 や

名 詞 に後 接 す る要 素 （派 生 語 尾 ， 数 ，人 称 語 尾 な ど） が す べ て， 原 則 的 には ，文 法 的

範 疇 （文 法 的 意 味） と形 態 素 と の間 で 一対 一 の対 応 をな して い る こと， さ らに， 同一

形 態 素 に属 す る異 形 の差 が少 い とい う こ とであ る１１》。 これ は，本 論 で 述 べ られ る よ う

に， ウ ラル系 諸 語 の等位 表 現 に 用 い られ る同一 要 素 反 復 の 原 理 に深 く関係 して い る。

７） す べて の ウ ラル諸 語 は ， 数 カ テ ゴ リー と して 単数 ，複 数 を も って い るが ， サ モ イ ェー ド， オ

　 ビウゴ ル諸 語 と ラ ップ語 は 双数 を もつ 。 た だ し， ラ ップ語 の 場合 ，双数 カ テ ゴ リー は， 動 詞 ，

　人 称 代 名詞 ， 所有 人 称 接 辞 に限 られて お り， 名 詞 に はな い 。

８） これ は ， エ ス トニ ア語 を 除 くほ とん どの ウ ラル系 の言 語 に残 る ウラル的 特 徴 の 一つ で あ る 。

　 これ に よれ ば ，人 称代 名 詞 に よ る所有 は， 人 称 ，数 を標 示 す る要 素が 語 尾 に後 接 さ れ る こ とに

　 な る。 フ ィ ン語 の ｋｉｒｊａ 「本 」 にす べて の人 称 接辞 を つ け る と こ うな る。 １・ｓｇ．　ｋｉｒｊａ－ｎｉ「私 の

　本 」，以 下 同 様 に ，２．ｓｇ・－ｓｉ，３．　ｓｇ・－ｎｓａ，１・ｐｌ．　－ｍｍｅ，２．　ｐｌ．　－ｎｎｅ，３・ｐｌ．－ｎｓａ．

９） フ ィ ン語 で は１５， ハ ンガ リー語 で は２３の格 語 尾 が あ る。 フ ィ ン語 の場 合 ， い くつ か例 を あ げ

　 る と，ｋｉｒｊａ－ｎ （属格 ），　ｋｉｒｊａ－ａ （部 分 格 ），　 ｋｉｒｊａ－－ｎａ （様 格 ），　 ｋｉｒｊａ－－ｓｓａ （内格 ），　ｋｉｒｊａ－ｓｔａ （出

　格 ），ｋ幻ａ－ｔｔａ （欠 格）， な ど。

１０） これ らは ， オ ビ ウゴ ル諸 語 や ペ ル ミ系 の ジ リエー ン語 や ヴ ォチ ャー ク語 な どで見 られ る。 こ

　 れ らが ，比 較 的 後 に発 達 した もので あ る こと， 文 の等 位 に用 い られる要 素 と関連 の 深 い こ とを

　Ｆｏｋｏｓ～Ｆｕｃｈｓが述 べ て い る ［ＦｏＫｏｓ－ＦｕｃＨｓ　 ｌ　９６１］。

１１） これ は一 般 に言 語類 型 学 で 膠 着語 と いわ れ る言 語 の特 徴 で あ る。た だ し， 現 在 サ モ イ エー ド

　諸 語 な どで は多 少 潰 れて い る。 形 態素 と意 味 ・機 能 の一 対 一 の 対応 につ いて ， フィ ン語 で 例 示

　 す ると ，ｔａｌＯ・ｉ－∬ａ－ｎｉ「私 の （複 数 の ） 家 にお いて」 ｔａ　ＩＯ ‘家 ’，－ｉ一 複 数 一∬ａ一 内格 ，－ｎｉ　１．　ｓｇ．

　 の所 有 接辞 。ま た 異 形 の差 も， 母 音調 和 ， そ の他 語 幹 の音 構 成 に よ る もので 自動 的 な もの で あ

　 る。 これ に対 し， 印 欧語 な どで は ， １っ の 形 態素 が 複数 の文 法 カ テ ゴ リー を 内包 して い る場 合

　 が多 い 。 ロ シア語 の ｐａ６０〃ｚ－ｅ 「仕 事 に」 （女 性 ， 単数 ， 与 格 ） と ｃｍａＡ一ツ 「机 に 」（男 性 ， 単

　 数 ，与 格 ） に おい て ， 同 じ与 格 で あ る に もか かわ らず ，形 態 上 の共 通 点 はな い。 ま た， 一 つ の

　文 法 カ テ ゴ リー に 対 して ， い くつか の 非 自動 的 異形 が存 在 す る場 合 が あ る。 例 え ば英 語 の 複 数

　 に よ く現 れて い る 。ｏｘ－ｅｎ，　ｇｅｅｓｅ，　ｃｈｉｌｄｒｅｎ．
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２． ウラル系諸語の等位表現の分類

　上に述べたように，ウラル系諸言語が基本的には，印欧語の接続詞とは異 なる等位

表現を行なっていたことは早 くから論じられていた。印欧語の従属節に当るものは，

動詞の名詞形や副詞形などにより表現されることについては，しばしば触れられるこ

とはあっても，等位表現に関しては，文間，句間，語間にかかわらず，一般 に並置が

基本であるということで，大 して関心は払われていなかったようである１２）。

　 １章で例にあげたとうり，ウラル諸語では語の等位には，他の言語事象を用いて迂

曲的に表現することが多いが，これ らは，各言語の記述文法で個々の特殊な表現 とし

て述べられるか，せいぜい他言語の類似 した例を示すにとどまっていた。その後，こ

れ ら言語事象それぞれについてウラル諸語間での比較研究が進むなかで，等位表現 自

体に関心が向けられるようになった。そうした中で，Ｌｅｗｙ，　Ｅの研究 ［ＬＥｗｙ　ｌ　ｇ　ｌ　１］

は，ウラル系諸語間 （ハンガ リー語，オスチャーク語，ヴォチャーク語）における語

や文の等位を本格的に比較 したものとして重要である。Ｌｅｗｙはこれらの言語におい

て， しば しば対 となって現れる語を中心に，二 名詞 が どのような方法で等位関係に

おかれるかを豊富な例をあげ検討 した。ここにあげられた等位表現 としては，並置さ

れた全く同じ二文のそれぞれに現れる場合，格，人称，双数 標識 やそ の他，後接辞

など共通の要素をそれぞれが伴 って並置される場合，従格語尾が一方，または双方に

用いられる場合，等位詞を用いる場合，そ して合成語に近い，語の単なる並置などで

ある。

　 ウラル諸語の等位表現に関 して，個別的に進められてきた等位表現に関する諸論を

一応統合 したのは Ｒａｖｉｌａ［１９４１］が最初である。　Ｒａｖｉｌａはオビウゴル諸語において

双数が等位関係にある二名詞に用いられる現象について，同一要素反復により等位性

を示すためであるとした。彼によれば，ウラル諸語のもつ語順の基本的原則１３）により，

等位表現として名詞の並置は制限されていたため，双方に同一範疇にあることを示す

格語尾などが接続 された。 しか し，そのような語尾がつかない場合は，直接意味的に

関与 しない要素が二次的に用いられたという。さらに，等位関係を示すため，従格語

尾や形容詞の派生接辞などが一方に後接されることがあったが，これらも場合によっ

ては他の一方にも反復されたと主張した。このようにウラル諸語の等位表現が単なる

並置ではな く，迂曲的で多様なものにならざるを得ないことをウラル語の基本的統文

１２）例 え ば ，Ｄ．　Ｒ．　Ｆｕｃｈｓ［１９３７：３１７，３１８］ は， これ を ウ ラル系 ・アル タ イ系 の共 通 点 の 一つ と

　 して い る。

１３） これ は前 述 した Ｒｅｃｔｕｍ　ｖｏｒ　Ｒｅｇｅｎｓの原 則 で ，先 行 す る説 は後 続 の語 を 修飾 す る とい う こ

　 と。
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構造に結びつけたのは大きな功績であるといえる。

　以降，Ｒａｖｉｌａ自身 ［ＲＡｖｌＬＡ　Ｉ９４３，１９６０］やその他１４）により，いくつかウラル諸

語の等位表現についての言及があるが，すべて Ｒａｖｉｌａ［１９４１］の焼直 しである。

　 しか し， Ｒａｖｉｌａをはじめ，等位表現に関する研究は，等位概念を漠然ととらえる

のみで，先に述べたような文等位，句等位の区別を しない。また，等位表現のタイプ

の説明では，例のあげ方が恣意的で他のタイプとの関係や，他の言語事象とのつなが

りに対する考察が不充分であるという欠点があった。

　本論では，現在までのウラル諸語の等位表現に関する記述や研究の中から，検討を

進めるための枠組 として，種々のタイプをとり出 し，次のように分類 した。種々の等

位表現は全体 として，統辞，形態，音韻，意味の レベルと深 くかかわっており，個々

の表現にとって，各 レベルのもつ重要性は異るため，分類の基準を一貫させることは

不可能である。 したがって，最も本質的であると思われる特性をもって，タイプ設定

の目安とした。また表現によっては，いくつかのタイプにまたがるものもあるが，本

論ではタイプ間の関係について述べる際，触れるつもりである。次章ではこの分類に

従い，それぞれの言語からできるだけ同じ条件の例をあげるよう努めた。同時に等位

表現と何らかの接点をもつ事象についても，等位表現解明にとって重要と思われるも

のは，考察の対象とした１５）。

　 ウ ラ ル 系 諸 語 に お け る 等 位 表 現 の タ イ プ

１．　 同 一 形 態 素 を も つ 名 詞 の 並 置 工６）

　 　 Ａ－ｘ Ｂ－ｘ；ＡＮ　ＢＮ ；Ａ（ｌｊＡ　Ａ（ｌｊＢ ；Ａ －ｘ　Ｂ－ｘ－ｙ

２．　 同 一 形 態 素 を も た ぬ 名 詞 の 並 置

　 　 Ａ Ｂ ；Ａ Ｂ－ｘ

３．　 数 標 示 素 を 用 い る表 現

　 　 Ａ－ｄｕ．　Ｂ－ｄｕ．；Ａ －ｄｕ．　Ｂ－ｄｕ．－ｘ；Ａ－ｐｌ．　Ｂ－ｐｌ．，　Ａ　Ｂ－ｄｕ．（ｐｌ．）；Ａ－ｄｕ．（ｐｌ．）Ｂ－ｃｏｍ 弓

　 　 Ａ・・ｃｏｌｌ．　Ｂ。ｃｏｌｌ．；Ａ ・ｃｏｌ１．（ｄｕ．，ｐｌ．）

１４）例えば 次のよ うな ものを あげる ことができる 〔ＦｏＫｏｓ・ＦｕｃＨｓ　 １９６２： １０２－１０５］，【ＩＴＫｏＮＥＮ

　 １９６６ｂ：３１５－３１刀，［ＢＡＴｏＲｉ　１９６９：１１－１６】，［ＫＡＲＥＬＳＯＮ　 １９５８］。

１５）言語の例はで きるだけ言語資料 として記録 され出版 された ものから拾 うよう努めたが，用例

　を見つ けることがで きなか った場合 ，各言語 に関する論文などに挙 げられているものを用いた。

　煩雑になるのを避 けるため，例の出典 に関 しては筆者が直接 引用 した文献を明 らか にするに止

　め る。また同一言語 内で も引用にある例 は，異 る方言か ら採用された場合 もある。例の表記法

　 は，方言 の違い，原典の表記 システムの違い，また音声学 的精密さの程度により，多少異なる

　 が原典 か らそのまま引用 した。本論では，各 か所で当該 言語要素の同定がで き，文中での位置

　がわかれば充分であるため，非常に困難な表記法の統一は行なわなかった。
１６）語間 の関係 を示す，自律 的小詞な しに二語 を続けて配 置する ことを並置とす る。
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４．　 従 格 （具 格 ） を 用 い る 表 現

　 　 Ａ－ｃｏｍ ．　Ｂ～ Ｂ－ｃｏｍ ．　Ａ ；Ａ－ｃｏｍ ．　Ｂ－ｘ；Ａ －ｃｏｍ ．　Ｂ－ｃｏｍ ．

５． 具 備 形 容 詞 派 生 接 辞 を 用 い る 表 現

　 　 Ａ －ｐｏｓ．　Ｂ；Ａ－ｐｏｓ．　Ｂ－ｐｏｓ．

６．　 追 加 ・強 意 の 後 接 詞 を 用 い る表 現

　 　 Ａ－ａｕｇ．　Ｂ－ａｕｇ．；Ａ Ｖ Ｂ－ａｕｇ・

７．　 自 律 小 辞 的 等 位 詞

　 　 Ａ ｃｏ．　Ｂ ；ｃｏ．　Ａ　ｃｏ．　Ｂ

＆　 借 用 語 に 起 源 を も つ 等 位 詞

　 　 Ａ ｃｏ．　Ｂ ；ｃｏ．　Ａ　ｃｏ．　Ｂ ；Ａ）ｃｏ．　Ｂ ；Ａ）ｃｏ．　Ｂ）ｃｏ．

Ｗ．　 ウラル語族 の等位表現

　本章では一つの文中に二語が等位関係に置かれた表現を対象 ζして論ずる。先にも

述 べ た よ うに， 英 語 で は，二 語 の等 位 句 を含 む 文 は， 深 層 構造 に二 種 類 の等位 を も ち

得 た。 一 つ は ，深 層 構 造 で 既 に二 語 が等 位 関係 に あ る場 合 （句 等位 ）， 他 方 は ， 文 の

構 造 要 素 の う ち， そ の二 語 の み が異 る二 文 の等 位 （文 等 位 ） で あ る。等 位 表 現 の タ イ

プ １， 同 一 形態 要 素 を もつ 名 詞 の並 置　 　 の性 格 を 明確 にす るた め ， 文等 位 につ い て・

少 し考 察 した い。 深層 構 造 の文 等位 は， 先 に も述 べ た と う り， 二 語 を等 位 関係 に お い

て 表現 で き るが ， 同 時 に二 文 の ま ま 並 置 して 表 現 で き る。

　 　 Ｆｉｎ・　　 璽 ｊａ 錘亘 ｔｕｌｅｖａｔ・

　 　 　　 　 　 父 ｃｏ． 母 来 る。 「父 と母 が来 る」

　 た とえ ば， 上 の 文 を例 に と って ， 文等 位 が深 層 構 造 にあ る と解 釈 した場 合 ， 次 の二

文 で 表 現 で き る。

　 　 　　 　 　 Ｉｓａ　ｔｕｌｅｅ．　 Ａｉｔｉ　ｔｕｌｅｅ．

　 この よ うな例 は ， サ モ イ ェ ー ド諸 語 に おい て よ くみ られ る。

　 　 Ｏｓ．　Ｓａ．　ｐａｎｇａｍ　ｉｓｅｔ，　 ｐｉｔｊｅｍ　ｉｓｅｔ．　 ［ＣＡｓＴＲＥＮ－ＬＥＨＴＩｓＡＬｏ　 Ｉ９６０：２４３１

　 　 　　 　 　 　 小刀 とった 斧 とった

　 　 　　 　 　 「彼 は小 刀 と斧 を と った 。」

　 　 Ｙｕ．　Ｓａ．　ｎｉ§ａβ ｔ票ｈｅβ釜　　ｈ６Ａ「ｉβ ｔゑｈｅβ県§　 ［ＣＡｓＴＲ、危Ｎ－ＬＥＨＴＩｓＡＬｏ　ｌ９６０：３４７］

　　　　　　 私の父 そこにいた 私の母 そこにいた

　　　　　　 「私の父と私の母はそこにいた。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４３９
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ま た,そ の他 の ウ ラル諸 語 に も い くつ か 同様 の 例 が 記 録 さ れて い る1?》。

Vog.  Aim  xviam,  tab  amps  xu4m.  [KANNISTO 1951: 62]
男　 眠った　　彼の犬　　眠った

「男と彼の犬は眠った」

Ost.  Eva pora  vErai, paga pora  verai  [LEwY  1911: 56]
娘　儀礼 行なわれた。若者　儀礼 行なわれた。

「娘の儀礼 と若者の儀礼が行なわれた。」

Voty.  busija  piram  killei-dajlei  acid  ut',  azbard piram  lollei-
野を　　行く　　病気　やまいから　自分を　守れ　屋敷を　　行く　　病気

 clajlei  acid  ut' inmar.  [LEwY  1911:  93]
やまいか ら 自分を 守れ　 神よ。

「神よ,野 や屋敷を行 く病気やまいから御自身をお守 り給え。」

Vep.  tul'itj kod'he, kod'is  napsed voikabad,  tiltred voikabad,

私は戻った　家へ　　家で　 子供たち　　泣く　　 娘たち　　 泣く

[PULKKINEN  1966c  : 333]

「家 へ帰 った。 子 供 た ちや娘 た ち は泣 いて い た 。」

Lude a vie  melTi(tgass_ol'i  iianD,  megpereiss_ori  iianD
しか し まだ 粉ひき小屋 に いた　 守護霊　　森の小屋に　 いた　守護霊

[PULKKINEN  1966c: 333]

「しかし,粉 ひき小屋と森の小屋には守護霊がいた。」

　Ravilaは 言 語 発達 史 的 に は,こ の よ うな二 文 に よ る表 現 の方 が,一 文 の 申 に名 詞

の等位 句 を含 む表 現 よ り古 い と主 張 して い る[RAvlLA　 1941:40,1943:255]。

　 これ と類 似 した表 現 に次 の よ うな場 合 が あ る。 す なわ ち,並 置 され るの は二 文 で は

な く,等 位 関係 に あ る名 詞(句)を 含 む 文 の 一 部 で あ る 。言 いか え れ ば,全 文 を く り

返 すの で は な く,一 方 の文 と同 じ部 分 を等 位 関係 に あ る説 に添 え,対 句 的表 現 とす る

わ けで あ る。 この よ うな対 句 的 表現 は オ ス チ ャー ク語 や ヴ ォ グル語 で は詩 的技 巧 と し

て頻 繁 に用 い られ て い る[LEwY　 1911:92,　 STEINITz　 l976:29】 。

Ost.  Eva  nabot, pax  nabot  nutteteu  [LEwy  1911: 56]
女 命 男 命

「女と男の命にかけて誓い合った。」

 Vow.  mosg-ne  axikwe  iepn  par-konsap  pings,  nai-aywtas  Dims,  lEstan
縫い袋　　入れた　　 火打石　　入れた　 石盤

 pings.  [KALMAN 1976: 60]
入れた

17)Pulkkinen[1966b:318]は,現 代 フ ィ ン語 にお いて この よ うな表 現 は,古 形 を保 つ とい うよ

　 り,む しろ文 体 的 効果 を ね ら った もの だ と して い る。 同 様 に ヴ ォチ ャー ク語 で も,主 に 呪 文 な

　 どに限 られ る こ とが指 摘 され て い る[LEwy　 1911:92]。

440
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　 　 　 　 　 　 「ｍｏ９－ｎｅの 娘 は ポ ケ ッ トに縫 い袋 と火 打石 と石 盤 を 入 れ た 。」

Ｚｉｒ．　　 Ｌｕｎ　ｔＲｒ，　ｖ（～ｊ　ｔ呈ｒ　 ｏｎ　ｕＺＩＹ，　ｏｎ　６０ｊｌｉ［ＬｙＴＫＩＮ　 ｌ８８２：４６］

　 　 　 　 日　 一杯 夜 一杯

　 　 　 　「日 も夜 も おま え は 眠 らな か っ た， 食 べ な か った 。」

Ｍ ｏｒ．　 忌ｕｐａｖ　６ｆｚａｈ　ｕｌ’ｎｅ忌 ａｊ　ｇｏｒｏｚｏ　ｐａｒｏ，　ｕｌ’ｎｅ６　ｂｕｋａｚｏ． ［ＣｏＬＬＩＮＤＥＲ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あった　　立派な　　種馬　 あった　 　雄 牛

　 　 　 　 １９６９：２３８】

　 　 　 　「金 持 の ６ｆｚａ人 （モ ル ドヴ ァ族 の一 支 族 ）に 立派 な種 馬 と雄 牛 が あ った。」

Ｆｉｎ．　　 ｈａｋｋａｓｉｎ　ｈｉｒａｔ　ｐｉｅｎｉｋＳｉ　ｐａｌｏｉｋｓｉ，　ｐｕｕｔ　ｐｉｅｎｉｋｓｉ　ｐａｌｏｉｋｓｉ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　雄牛　 　小さな　　破片 に　　 木 　　小さな　　破片に

　 　 　 　 ［ＰｕＬＫＫＩＮＥＮ　　ｌ９６６ｂ：３１７］

　 　 　 　「雄 牛 ど も と木 々を 小 さな破 片 に切 り きざん だ。」

　このような表現 も必ず しも，すべてのウラル系諸語で頻繁に現れるとはいえないが，

等位関係にあるそれぞれの名詞が，同一の語群に伴われているため，同じ範疇に属 し

ていることが明らかである。 したがって等位表現としては，少々冗長であるが，支障

が全 くないといえる。

　 こうしてみると，これか ら最初に検討 しようとする名詞の並置による等位表現は，

二文の並置から，当該名詞以外の語を一方の文から省略 していった場合の極限 とみる

こともできよう。

　ただ し，ここでみたような文の並置はもちろん，その他にも等位関係にある名詞と

文の一部が並置されている場合は，論理的にみて，深層構造における文の等位から導

かれていると考えられるのに対 して，次で扱 う名詞のみの並置による等位表現は，必

ずしも文の等位から派生 したものとはいえない。

　 １． 同 一 形 態 素 を も つ 名 詞 の 並 置

　 まず ， 等 位 関 係 に あ る名詞 が， 同 じ形態 素 を も って い る場合 に つ い て考 え て み た い 。

この タ イ プ の例 は， ほ とん ど の ウラル系 諸 語 で み られ るが ， この場 合 ， 同 一 の形態 素

と して は， 主 に名 詞 変 化 の文 法 カ テ ゴ リーで あ る， 格 ， 所 有 人 称 接 辞 ， お よび 数 接

辞 １８）な どで あ る。 これ に は， 大 き く二 つ の種 類 が あ る。 一 方 は， 形 態素 が， 文 中 に

お い て， 本 来 の 文 法 的 ， あ る い は意 味 的 関係 を示 して い る場 合 。他 方 は， その よ うな

本来 の機 能 を担 って い る とは考 え られ な い場 合 で あ る。 こ こで は まず ， 前 者 を と りあ

げ る。 （Ａ－ｘＢ－ｘ）

１８） これについては ３．節で別 に考察する。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４４１
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　 　Ｏｓ．　Ｓａ．　ｉｌｌｉ　ｌａｄａ。－ｐ，　ｓａｍａｓｔｒｅｌ－ｐ ［ＳｚＡＢ６　 １９６７：３４］

　 　 　 　 　 　 　 　 弓 ・ａＣＣ・ 　 矢 一ａＣＣ・

　 　 　 　 　 　「弓 と矢 を とれ 。」

　 この例 で は， そ れ ぞ れ の名 詞 につ く共通 の 形 態 素 は対 格 の語 尾 で あ り， そ れ ぞ れ個

別 的 に述 語 動 詞 の 目的語 で あ る こ とを 示 して い る。 した が って ，直 接 ，等 位 を示 す 要

素 は両 者 の 間 に存 在 しな い が， 同 じ範 疇 に 属 し， 同 じ文 法 的 機 能 を担 って い る こ とで ，

等 位 に あ る こ とが わ か る。 同様 の例 を他 の 言 語 か ら拾 って み よ う。

Ｙ ｕ．　Ｓａ．　Ｍ ａｎ　’“６量ｅｋｏ　Ｎａ＆　ｎｉｓｅａ－ｓｉ　ｎ韮ｂｅａ－ｓｉ　ｈａｊｉｄｍ ．［ＣＡｓＴＲＥＮ　 ｌ　８５５：３７５］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 父 一ｃａｒ．　 母一ｃａｒ．

　 　 　 　 「私 は 小 さ い 時 ， 父 な し母 な し に な っ た 。」

Ｏ ｓｔ．　　 ６ｖｅｊ　－ａ　　ｐａｇ－ａ　　ｊａｓｔｅｔ ［ＲＡｖｌＬＡ　　１９４１：２８］

　 　 　 　 少 女 一ｌａｔ・少 年 一ｌａｔ・

　 　 　 　 「彼 は 少 女 と少 年 に 言 っ た 。」

Ｈ ｕｎ．　 ａｚ　ｔｅｌｅ　ｖａｎ　ａｒａｎｙ－ｎｙａｌ，　ｅｚｔｔｓｔ－ｔｅｌ．［ＬＥｗｙ　 １９１１：３］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 金 一ｉｎｓｔｒ．　 銀 一ｉｎｓｔｒ．

　 　 　 　 「小 箱 は 金 と銀 で 一 杯 だ 。」

Ｚｉｒ．　　 ｊｕｒ－ｔ６９，　 ｂ６ｚ－ｔ６ｇ　ｃｅｔ６ａｌａｎ・［ＬＹＴＫＩＮ　 ｌ８８２：４６］

　 　 　 　 あ た ま一ｃａｒ． 尾 一ｃａｒ・

　 　 　 　 「あ た ま な し で し っ ぽ な しで （お ま え が ） 跳 ぶ 。」

Ｖ ｏｔｙ．　 ｓｏ　ｎ奪ｌ　ａｓｋａｚ 婁毒ｕ㎞ ａ　ｌｉｋｔｉｚ　ｍ ｕｍ ｉ。ｚ－ｈε ａｉｉ－ｚ－ｈε　 ｋａｍ ａｌｉｉｅｎ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 母 一３．ｓｇ．－ａｌ１．父 一３．ｓｇ．・ａｌ１．

　 　 　 　 ［Ｗ ｌｃＨＭＡＮＮ　 １９０１：１３７］

　 　 　 　 「次 の 日 ， 彼 女 は ｋａｍ ａｌｉ章 を つ け て 父 母 の と こ ろ へ 来 た 。」

Ｃｈｅ．　 ｍ ｕ２ａｎ－ｌａｎ，雲ｏｚａ。ｌａｎ　ｐｉ§ 。ｆｉａｎａｔ　ａｌａｎ　ｐｅｒβｉ．［Ｒ ＡＭｓＴＥＤＴ　 ｌ９０２：２０７］

　 　 　 　 予 言 者 一ａｌＬ　 魔 呪 師 一ａｌｌ・

　 　 　 　 「以 前 ， 人 々 は 予 言 者 と魔 呪 師 を よ く信 じ た 。」

Ｍ ｏｒ．　 ｏｚａきｐａｐａ－ｈ　 ｄ’ｉａｋｏｎｏ・ｈ　ｐａｒａｈｔ’ｅ　ｉ　ｔｕ６．［ＰＡＡｓｏＮＥＮ　 Ｉ９４１：２３１］

　 　 　 　 　 　 　牧 師・ｇｅｎ．　 執 事・ｇｅｎ・

　 　 　 　 「彼 は 牧 師 と 執 事 の 馬 車 に 座 っ た 。」

Ｌａｐ・　　 ｋａａｌｌａｚａｎき一ｅ　ａａｇｋａｎｊ－ｅ 忌ａ箆ｄε噸　ａｌｇｅ．［ＩＴＫｏＮＥＮ　　１９６６ｂ：３１７］

　 　 　 　 　 　 男 一ｉｌ１． 　 女 一ｉｌＬ

　 　 　 　 「男 と女 に 息 子 が 生 ま れ た 。」

Ｅｓｔ．　 ｎｅｅｄ　ｏｌｉｄ　ｍ ｉｎｕ　ｉｓａ－ｌｅ　ｅｍ ａ－ｌｅ　ｌｉｉｇａ　ｒｉｋｋａｄ．［Ｍ ＩＨＫＬＡ－ｖＡＬＭＩｓ　 ｌ　９７９：９１］

　 　　 　　 　　　 　　 　　 父一ａｌｌ．母一ａｌｌ・

　 　　 　 「そ れ らは私 の父 と母 に と って 多す ぎた 。」

次に，等位関係にある二名詞には，直接に文法機能を示す格語尾はないが，その代

４４２
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りに同 一 の 形態 素 と して ， 所 有人 称 接 辞 ， 数 接 辞 ， 派生 接 辞 な どが つ い た例 を み よ う。

　 　 Ｏｓｔ．　　 ｊＵ・　 ＿ｅｎ　ｈ＝）’ｔ－ｅｎ　ｊｅ蓉ｔｏ●ｔｏｔ，［ＳＴＥＩＮＩＴｚ　ｌ９７５：２７０】

　 　　 　 　 　 　弓　．ｓｇ． 矢一２・ｓｇ・

　 　　 　 　 　 「お ま え の 弓 と矢 は 用 意 で きた 。」

　 　 Ｖｏｇ．　 ｉｎ唾 ｐ．ｉ　Ｘｏｔｇｌ－ｉ　 Ｘ６ｔ１９》６１０ａ？ ［ＫＡＮＮＩｓＴｏ　 ｌ９５１：５２］

　 　　 　 　 　 月一３．ｓｇ．太陽一３・ｓｇ・

　 　　 　 　 　 「月 と太 陽 は ど こ にい るか 」

　 　 Ｖｏｔｙ．　 ｓｏｋｕＩ　ｍｕｍｉ－ｚ　ａｊ三一ｉｚ　１！ｋｔ写ｍｔεｓａｌｄａｔｌｅｎ　ｍ享ｎ婁１’１’ａｍ　ｕｔ’ｔ’Ｓａｎ享ｓｏｉε．

　 　　 　 　 　 　　 　 母・３．ｓｇ．父・３・ｓｇ．

　 　　 　 　 　 ［ＬＥｗｙ　 ｌｇｌ１：２６］

　 　　 　 　 　 「そ こで来 な か った 兵 士 の母 と父 は彼 を 捜 しに行 った 。」

　 　 Ｃｈｅ。　 ｏδｇｒｏｍ　ａｔ’ａ－２０　ａβａ一邑ｇ　ｍａＸ３ｒａ導ｔｌηｇａｌｇｔ［ＲＡＭｓＴＥＤＴ　 ｌ９０２：１９５］

　 　　 　 　 　 　　 　 　 父・３．ｓｇ・母・３．ｓｇ．

　 　　 　 　 　 「娘 の 父 と母 は泣 き は じめ た 。」

　 　 Ｌａｐ．　 ａＲｙ６　 ｍｉε§ｉｅ　ｋ’ｒ葡 ’ａｌε ［ＫＡＲＥＬｓＯＮ　 ｌ９５８：１９刀

　 　　 　 　 　 牡牛 ｐｌ・仔牛・ｐＬ

　 　　 　 　 　 「牡牛 や仔 牛 が モ ウ とな い て い る。」

　 上 の 例 に あ る形 態 素 はそ れ ぞ れ， 文 中で 本来 の 意味 を担 って い る。

　 以 上 の こ とか らい え る こ とは ，等 位 表 現 と して二 名詞 を並 置 す る際 ， そ れ らが文 中

で 同 じ機 能 を果 して い る こ とを 標示 で きれ ば並 置 表 現 と して可 能 で あ る と推 測 で き る。

先 に示 した例 の よ う に， 等 位 関係 に あ る語 が， 文 中 で主 語 （あ るｉい は 目的語 ） 以 外 の

機 能 を担 って い る際 ， す な わ ち何 らか の斜 格 を と る場 合 ， それ らの格 語 尾 が双 方 の 語

に加 わ って い る こ とが 条件 にな る。一 方 ， 主 語 （あ るい は 目的 語 ） で あ るた め， 格 語

尾 を と らな い場 合 は， 後 の 例 で み た よ うに， 人 称 接辞 ，複 数 接 辞 な どが あ れ ば， 等 位

関係 にあ る と見 倣 さ れて いた よ うで あ る。

　 恐 ら く， この よ うな段 階 が 長 く続 い た の ち， 二 語 に何 らかの 共 通要 素 が あ れ ば， 等

位 関係 が あ る とい う言 語 意 識 が 生 ま れ て きた の で あ ろ う。

　 Ｒａｖｉｌａ の説 に よれ ば ，二 語 が同 一 要 素 を もつ場 合 ， 等位 関係 にあ る と見倣 され 始

め た き っか けは ， 名詞 の格 変 化 よ り早 く発 達 した 動 詞 活用 に あ る とす る ［ＲＡＶＩＬＡ

１９４１：４８，１９４３：２５７］。 す なわ ち， 述語 と して動 詞 が 並 置 さ れた 場 合 ， そ れ らが もつ

共 通 の活 用 語 尾 が まず ， 二 語 間 の 等 位性 とい う言 語 意 識 を生 み 出 した と主 張 す る。 し

か し，筆 者 の考 え で は， こ の章 の は じめ で述 べ た と う り， も し， 二 語 の 並 置 が， 二 文

１９）第 ３人称 の所有人称接辞は この場合のように，実際の第 ３人称の所有者を示 すのではな く，

定性 （ｄｅｆｉｎｉｔｅｎｅｓｓ）を標示す る場合 がある。

　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 ４４３
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の並置が縮約することによって生 じたとするなら， Ｒａｖｉｌａの仮定す る前提は，名詞

の同一要素による等位を促進することになったかも知れぬが，必要条件ではなくなる。

なぜならば，二文による表現を縮約 して一文の中に名詞の等位関係を表現 しようとす

る以前 に，単文における各語間の機能を格で標示することは既に始まっており，同一

要素をもつ二語が同一文中に現れる条件はあったと考えるか らである。 したがって，

縮約により並置される語には，それぞれ格語尾が付いていたと考えるのが自然であろ

う。

　 さて，等位関係にある二語に何 らかの同一語が付随する場合には，特に，格語尾，

人称接辞などの形態素がな くても並置が許される場合がある。次の例では，二つの名

詞旬が，それぞれ，名詞＋名詞，又は形容詞＋名詞で成 り立っており，前後いずれか

の語が同じである （ＡＮ　ＢＮ）（ＡｄｊＡ　Ａ（胆 ）。

　　Ｏｓｔ・　　　蟹 Ｓｌ’１！ＥＲ＿Ｅｇｋ　　Ｕ　ｔｉｌ９ξｔｅｔｇ　ｔｅ　ｔ－ｏｔ　ａｔｔｇｓ・［ＳＴＥＩＮＩＴｚ　　ｌ　９７５＝２８７］
　 　 　 　 　 　 貧 しい女 貧 しい男

　 　 　 　 　 　 「貧 しい女 と男 は一 ケ月 分 の食 糧 を運 び 出 した 。」

　 　 　 　 　 　 ｓａｒ－ｊｉｎｋ，　 ｍ ａｇ－ｊｉｎｋ　ｔａｐｔａｉ，　ｊａｎｇａｉ［ＬＥｗｙ　 １９１１：６０］

　 　 　 　 　 　 ビール 飲料　 蜜　飲料

　 　 　 　 　 　 「ビ ール ， 蜜酒 は食 べ られ飲 ま れた 。」

　 　 Ｖｏ９．　 ‘‘蓉ｌｅｊｅｗ，，　ｎａｍｐａ　ｎ５ｊｇｎ－Ｘ５Ｐ　ｔ義ｔｌｔ－ｊａ，　ｓａｋｗ－ｊａ　Ｘｏｓｉｔ　ｊａｌａｓｉ．［ＫＡＬＭＡＮ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｓｏｓｗａ　Ｊｉｌ　Ｓｙｇｗａ　ＪｌＩ

　 　 　 　 　 　 ｌ９７６：５８］

　 　 　 　 　 　 「蒸気 船 ｓｌｅｊｅｗ 号 は Ｓｏｓｗａ 川 と Ｓｙｇｗａ川 を 航 行 した 。」

　 　 　 　 　 　 ｓδ（ｍｌ頓 　βε各ｒ 燥　 ｓ議β ｓｇｍｉａＸ　９（ｒｐ　ｐａｌｔβ６６（ｒη ｐａｌｔ　ｔ５８ｉｎｔａｐｔｉ・　 　 　 　 　 　 緬

赤い 獲物　 　 　 　 《

　 　 　 　 　 　 ［ＫＡＮＮＩｓＴｏ　　ｌ　９５１：２５１］

　 　 　 　 　 　 「黒 や赤 の獲 物 の た め の倉 を 山 の 背 や森 で一 杯 に した 。」

　 　 Ｃｈｅ・　 ｏｌａ　ｋｏｒａｋ，９ｅｍ　ｋｏｒａｋ　ｌｕｍ　ｉｆｍｂａｌｎｅ　ｊｏｒｓａｌａｔ．［ＰＡＡｓｏＮＥＮ　ｌ９３９：１１４】

　 　 　 　 　 　 　 か らす 　 　 　か らす

　 　 　 　 　 　 「か らす と野 が らす が雪 の上 で 行 き来 す る。」

　 こ こで， この節 の は じめ に述 べ た も う一 方 の並 置， つ ま り， 双方 の 名詞 に現 れ る形

態 素 が本 来 の意 味 ・機 能 を担 って いな い と思 わ れ る表 現 が ， 以 上 述 べ て きた同 一 要 素

反 復 によ る等 位 の原 理 を示 して い る と思 わ れ る例 が あ る。 次 の 例 で は， 同一 の 語 尾 が

双 方 の 名詞 に接 続 され て い るが ，本 来 の文 法 機 能 で な く， 等 位 性 を 示 す た めの もの と

思 わ れ る。 次 の よ うに第 ３人 称 の人 称 接辞 を用 いて 名詞 を並 置 させ る表 現 は， フ ィ ン

語 で発 達 した が ， 意 味 的 に は全 く荊 余 的 で あ る。

４４４
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　 　 Ｆｉｎ．　 ｓａａ　ｉｔｓｅ　ｏｌｌａ　ｉｓａｎｔａ－ｎｓａ　ｅｍａｎｔｔｉ．ｎｓａ． ［ＰｕＬＫＫＩＮＥＮ　 ｌ９６６ｂ：１４８］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 主 人 一３．ｓｇ．おかみさん一３・ｓｇ・

　 　 　 　 　 　 「自分 は 主 人 や お かみ さん で い れ ば いい 。」

　 次 の エス トニ ア語 の例 で は， 双方 に部 分 格 が用 い られ て い る が， 本 来部 分 格 は こ の

よ うな他 動 詞 の 主語 の位 置 には 現 れ な い もので あ る。

　 　 Ｅｓｔ・　 Ｍ ａｔｓ－ｉ　Ｔ６ｎｉｓ－ｔ　ｊδｉｄ　ｗＥｌ　６１１ｅ　ａｒａ．［Ｗ ＩＥＤＥＭＡＮＮ　 ｌ　８７５：３２５］

　 　 　 　 　 　 　 －ｐａｒｔ・　　　－ｐａｒｔ・

　 　 　 　 　 　 「マ ッチ と テ ンニ ス は更 に ビ ール を 飲 み乾 した 。」

　 この よ うに， 同 一要 素 を用 いた 例 は， 比 較 的 東 側 の諸 語 に多 い と思 え る。 そ れ に対

し， バ ル ドフ ィ ン系 諸 語 お よ びハ ンガ リー語 で は， さ ほ ど多 くな い２０》。 後 で も触 れ

る よ うに， 後 者 の場 合 は ，周 囲 の印 欧語 の 影響 が強 く， いわ ゆ る純 粋 な等 位 （接続 ）

詞 が発達 して い る こ と も理 由 の一 っ で あ ろ う と考 え られ る。 さ らに バ ル トフ ィ ン諸 語

の場 合 は，個 別 発 達 の段 階 で 名詞 を修 飾 す る形容 詞 が ， 数 ， 格 に お い て一 致 しは じめ

同 じ語 尾 を と るよ うに な った た め， 同 一 要 素反 復 に よ る等 位 の原 則 が乱 され た た め と

い うこ とを 指摘 す る説 もあ る ［ＩＴＫｏＮＥＮ　１９６６：４１４］。

　 しか し， 全体 と してみ た 場 合 ， この等 位 表 現 は ウ ラル諸 語 の中 で 広 く見 られ ， ま た

次 に検 討 す る同 一要 素 を もたぬ 並 置 に比 べ ， 名 詞 の 意 味 的制 約 も な い こ とか ら， ウ ラ

ル 的表 現 と して ， か つ て は プ ロダ クテ ィブ に用 い られ た の で は な いか と考 え られ る。

こ こで， 今 まで 述 べ て きた よ うな 表現 を仮 に， 同 一要 素 反復 に よ る等 位 表現 と呼 ぶ こ

とに す る。

　 今 ま で の例 で は， 同一 要 素 が 一 つ の 場合 が ほ とん どで あ った が， 実際 に は， 二 つ 以

上存 在 す る場 合 が多 い。

　 　 Ｙｕ．　Ｓａ．　ｔｊＵｒ。ｕｍ。ｄａ　 ｊｉｎｊｅ・ｍ・ｄａ　 ｏｂ　ｔｉｄａｈａｎｄａ　ｎｊａｍａｄａ．［ＲＡｖｌＬＡ　 ｌ　９４１：

　 　 　 　 　 　 追い棒一ａｃｃ－３・ｓｇ．革ひ も一ａｃｃ・３．ｓｇ．

　 　 　 　 　 　 ５７］

　 　 　 　 　 　 「彼 は 一 方 の手 に追 い棒 と革 ひ もを つ か ん だ 。」

　 　 Ｏｓｔ・　　 ｏＳ－ｏｌ。ｎａ，　 ｓｅｍ－９１－ｎａ　ｎ６ｎＸ（）ｉｌｉｉ寿ｓ・［〕ＬＥｗｙ　　ｌ　９１１：１９］

　 　 　 　 　 　 頭・３．ｓｇ，－Ｌｏｋ．目一３．ｓｇ．。Ｌｏｋ．

　 　 　 　 　 　 「彼 は 頭 も目 も男 ら しくな った 。」

　 　 Ｖｏ９．　 ｔｏｎ 憲ｏｈｏ－ｔ５－（ｔｌ，　 ｔｏｎ　ｋきｍｏＰ・ｔ蓼・（ｔｌ　　 ｔａ篭ｓ５’　ｎｏｌｉ，　ｔ畿 ｋａｍｐｏｌｉ．

　 　 　 　 　 　 この 裕福 一３．ｓｇ－ｉｎｓｔｒ．この ぜ い た く・３．ｓｇ．のｉｎｓｔｒ．

　 　 　 　 　 　 ［Ｋ ＡＮＮＩｓＴｏ　 １９５１：１９１］

２０）フィン語 における名詞並置による等位表現を分析 した Ｐｕｌｋｋｉｎｅｎによると，そのほとん どが

　決 った語 の対をな してお り，い くつかの格に固定 された，いわば慣用句的性格を帯びている と

　い う　［ＰｕＬＫＫＩＮＥＮ　　ｌ　９６６ｂ：１５０－１５４］。

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 ４４５
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　 　 　 　 　 　「この裕 福 さ と贅 沢 さ で， 彼 はあ ち らで裕 福 に生 き， あ ち らで贅 沢 に生

　 　 　 　 　 　 きた 。」

　 　Ｈｕｎ．　 ａｚ　ａｐｊ－ｕｋ－ａｔ，　ａｎｎｙ－ｕｋ－ａｔ　ｉｓ　ｅｖｉｔｔｅｋ．［ＬＥｗｙ　 １９１１：４］

　 　 　 　 　 　 　 父一３．ｐＬ－ａｃｃ・母一３・ｐｌ・・ａｃｃ・

　 　 　 　 　 　「彼 らは 父 と母 を もつ れ去 った 。」

　 　Ｖｏｔｙ．　 ｓｏ　ｎ１ｌ　ａｓｋａｚ ζミｕｋｎａ　ｌｉｋｔｉｚ　ｍｕｍｉ－ｚ－ｈε ａｉｉ－ｚ－ｈε　 ｋａｍ ａｌ’ｉｉｅｎ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　母・３．ｓｇ．。ａ１１． 父一３．ｓｇ．－ａ１１・

　 　 　 　 　 　ｒＷ ＩｃＨＭＡＮＮ　 ｌ９０１：１３７］

　 　 　 　 　 　「次 の 日， 彼 女 は ｋａｍ ａｌｉ章 をつ けて 父 母 の と ころへ 来 た 。」

　 　Ｍ ｏｒ．　 ｔｏｓａ　ｕｓｋ鋤 茄 倣 ξ走ｉｆ－ｉＵｇ－ｉモ ｔ６０ｒ－ｉＵｇ・ｉし　 ［ＰＡＡｓｏＮＥＮ　 １９４１：２３１］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 娘一ｄｅｍ。－ａｃｃ．少年一ｄｅｍ・・ａｃｃ・

　 　 　 　 　 　「そ こで彼 らは娘 と少 年 を森 へつ れて 行 った 。」

　 と こ ろが ， これ ら と並 ん で ， 次 の よ うな例 も見 られ る。 す な わ ち， 並 置 さ れ た名 詞

の うち前 方 か らは ，語 幹 に近 い 同一 要 素 を一 つ だ け残 し，残 りの要 素 は省 か れ る （Ａ－ｘ

Ｂ－ｘ－ｙ）。言 い かえ れ ば， 後 の 名 詞 の要 素 が す べ て ，前 の 名詞 に も働 い て い る とい うこ

とで あ るが ， この現 象 は， ウラル 学 者 な ど に よ り，　 ＳｕＭｘｌｏｃｋｅｒｈｅｉｔ （語尾 の緩 み）

と呼 ば れ て い る ［ＬＥｗｙ　 ｌ９１１：２１］。 この現 象 は ウラル 諸語 は じめ，い わ ゆ るア ル タ

イ諸 語 に よ く見 られ るが， これ らの 言 語 の格 語 尾 が ， 独 立 した語 か ら後 置 詞 を経 て，

次 第 に独 立 性 を失 い 名詞 に接 続 され るよ うに な っ た と い う仮 定 を支 え る とい う説 が あ

る。 しか し， この よ うな現 象 は ウ ラル 諸語 の 中 で も限 られ た言 語 に現 れ る一 方 ， 印 欧

系 の言 語 で も時折 見 られ る こ とは知 られ て い る２１）。 ＲａＶｉｌａ は， ウ ラル 語 の 格 語 尾 の

基本 的 な もの は， 後 置詞 か ら発 達 した もの で は な い と主 張 し ［ＲＡｖｌＬＡ　 １９４１：３３］，

更 に ， チ ュル ク 系 に お け る同 様 の現 象 も新 しい もの で あ る と い う Ｇｒｏｎｂｅｃｈ ［Ｄｅｒ

ｔＵｒｋｉｓｃｈｅ　ｓｐｒａｃｈｂａｕ　１，　Ｋｏｂｅｎｈａｇｅｎ　１９３６］の説 を 紹介 して い る。　Ｉ　ｔｋｏｎｅｎ は，これ

の 理 由 と して，等 位 関係 に あ る二 語 が， 相 互 に接 近 した 結 果 ま とま った もの と して 見

徹 され るよ うに な った た め で あ る ［ＩＴＫｏＮＥＮ　ｌ　９６６ｂ：３１７］と して い る （Ａ・ｘ　Ｂ・・ｘ－ｙ）。

　 　 Ｏｓｔ．　 ｋｕｒ。ｅｎ　ｕ６－ｅｎ・ａ．．＿ ｋｅｒＯｅｍｔｉｔａｄａ ［ＬＥｗｙ　 １９１１：２１］

　 　 　 　 　 　 足一２．ｓｇ．着物・２・ｓｇ・・ｌａｔ・

　 　 　 　 　 　 「お ま え の足 元 に， おま え の着 物 にひ れ 伏 す 」

　 　 Ｖｏｇ．　 ６ａｈ－ｉｍ 義６－６ｍ。ｎ６ ［ＲＡｖｌＬＡ　 １９４１：２９］

　 　 　 　 　 　 母。１．ｓｇ．父・１．ｓｇ．－ｌａｔ．

　 　 　 　 　 　 「私 の 母 と父 に」

２１） 例 え ば ， ドイ ツ語 の ｄｅｒ　Ｗ ｅｒｔ　ｄｅｉｎｅｓ　Ｇｒｕｎｄ　ｕｎｄ　Ｂｏｄｅｎｓ「あ なた の土 地 ・領域 の価 値 」で ，

　属 格 の 一ｓは Ｇｒｕｎｄか ら落 ちて い る 。

４４６
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　 　 Ｈｕｎ・　 ｈｏｇｙ　ｊｏｇａ－ｉｎｋ－，６ｎａｌｌａｓ－ｕｎｋ－，　ｎｅｍｚｅｔｉ　ｓｚａｂａｄｓａｇ－ｕｎｋ－ｂ６１　ｅｇｙ　ｈａｊ一

　 　 　 　 　 　 　 　 権利 一１・ｐ１・　 主権 一１・ｐ１・　　 国の　　　　独 立　　・１．ｐｌ．－ｅｌａｔ．

　 　 　 　 　 　 ｓｚゑｌｎｙｉｔ　ｉｓ　ｅｎｇｅ（ｉｊ　Ｕ　ｎｋ　［ＬＥｗｙ　　１９１１：７】

　 　 　 　 　 　 「我 々が 自身 の 権 利 ， 主 権 ， 国家 的 独 立 に お い て １歩 た り と も譲 る とい

　 　 　 　 　 　 う こ と」

　 　 Ｃｈｅ．　 ｔｏδｅ　ａβａ－ｍ 　ａ（ｔ蓉ａ－ｍ－ｌｅｔ§ ｋｏｔ忌ｏ　ｎａｓｔａ．［ＰＡＡｓｏＮＥＮ　 ｌ９３９：２２３］

　 　 　 　 　 　 　 　 母・１．ｓｇ．　 父一１．ｓｇ．－ａｂＬ

　 　 　 　 　 　 「これ は私 の母 と父 があ とへ残 した ものだ 。」

ピ この よ うな例 は， 名詞 につ く接 尾辞 と して格 語 尾 が最 後 に来 る言 語 に限 られ て い る

よ うに思 え る２２）。 これ らの言 語 で は，前 の 名詞 か らた とえ格 語 尾 が 省 か れ て も，人 称

接辞 ， 数 な どが 同一 要 素 と して 存 在 して い れ ば等 位 と見 倣 され るか らで あろ う。 オ ス

チ ャー ク語 や ヴ ォ グ ール語 に比 較 的 よ く見 られ るが， オ ス チ ャ ー ク語 に お いて は， 前

述 した よ うな 二 つ 以 上 の 同一 要 素 が 並 ぶ場 合 （Ａ－ｘ－ｙ Ｂ－ｘ－ｙ） よ り， む しろ多 い よ う

で あ る ［ＬＥｗｙ　 １９１１：１３－２２，　ＢｏｕＤＡ　 １９３３：６３－６６］。特 に，後 で述 べ る双 数 接 辞 が

同一 要 素 と して 用 い られ る場 合 ， 格 は ほ とん ど後 の名 詞 にの み現 れ る といえ る。

　 　 Ｏｓｔ・　　 ｉ）ζｅ・ηｅｎ　ｊｅｖｒｅ一ηｅｎ。ａ　ｐａｒｔｅｔ［ＢｏｕＤＡ　　１９３３：６５］

　 　 　 　 　 　 熊一ｄｕ．　 狼 ・ｄｕ．・ｌａｔ．

　 　 　 　 　 　 「彼 は熊 と狼 に命 じた。」

　 ま た ， 同一 要 素 が 人 称接 辞 や 数 接 辞 で は な く， 形 容 詞 な どの修 飾 語 と して それ ぞ れ

の名 詞 に附加 さ れ て いれ ば，前 の 名詞 か らは 格 が省 か れ る場 合 が あ る。

　 　 Ｏｓｔ．　 ｓｅｒ　 ｕｎｔ，　ｍｏｒ　ｕｎｔ－ｎａ　ｎｕｉ－ｉ§ｔａｎｉｈ　Ｘｏ 蓉ｕｇｇｌ．［ＬＥｗｙ　 １９１１：１５］

　 　 　 　 　 　 未開の　森　 孤独 は 森一盈ｏｋ・

　 　 　 　 　 　 「未 開 で 孤 独 な森 を毛 織 の ズ ボ ンの 男 は さ ま よ った 。」

　 　 　 　 　 　 ａｈａ　　 ｍｉｇ，　ａｈａ　　 ｊｉＵ－ｎａ ［ＢｏｕＤＡ　 １９３３：６４］

　 　 　 　 　 　 見知 らぬ 地　　見知 らぬ 水一ｌｏｋ．

　 　 　 　 　 　 「見 知 らぬ 地 で ， 見 知 らぬ 水 辺 で 」

　 　 Ｈ ｕｎ・　 ｍｉｎｔｈａ　６ｎム１１６ ０ｒｓｚゑ９ ６ｎａｌｌ６　 ｈａｔａｌｏｍ－ｍａｌ　ａｌｋｕｎ６ｋ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 独立 した　 国　　 独立 した　　権カ ーｉｎｓｔｒ．

　 　 　 　 　 　 ［ＬＥｗｙ　 Ｉ９１１：７］

　 　 　 　 　 　 「あ た か も独 立 国 や権 力 を商 談 して い るよ うに 」

２２）格語尾が人称語尾のあ とに来 る言語 と しては，オスチャーク語，ヴォグール語，ハ ンガ リー

語があ り，反対に人称語尾が最後に来 るものには，バル トフィ ン諸語， ラップ語の他 ，モル ド

　ヴ ィン語 もほぽ加えることができる。ジ リエー ン語，ヴ ォチャー ク語，チ ェレミシ語 では格 に

　よ り人称語 尾と順序が入れ替 る。

　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 ４４７
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　 ２． 同 一 形 態 素 を も た ぬ 名 詞 の 並 置

　 これ に は ，二 つ の場 合 が 考 え られ る。 ま ず 一 方 に，等 位 関係 に おか れ る名詞 が単 数

主 格 （あ るい は言 語 に よ って は 対 格 の場 合 も あ る 。）で何 ら数 ， 格 を示 す 接辞 を と らず ・

ま た人 称 ， 派 生 接 辞 も もた ぬ場 合 （Ａ Ｂ）。 他 方 は ， 前 節 で，　Ｓｕｆｆｉｘｌｏｃｋｅｒｈｅｉｔに 関 し

て述 べ た よ うに，先 行 す る 名詞 か ら全 て の接 辞 が欠 如 して い るた め， 二 語 が連 続 した

場合 で あ る （ＡＢ・・ｘ）。

　 ま ず， 前 者 の ケ ース の例 を示 す。 （Ａ Ｂ）

　 　 Ｙｕ．　Ｓａ．　ｍａｌｔ　ｔｅａｍ ｄａｗａｅｕ　ｈａｒ，＆ｕｍｂａ ［ＣＡｓＴＲ危Ｎ　 ｌ８５５：３８５］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 小刀　　斧

　 　 　 　 　 　「私 が買 った小 刀 と斧 」

　 　 Ｋａｍ ．　 ｎｕｒ’ｋεｌｉｕｉこｚｉ　ａｍｎ６ｂｉ’ｉ’．［ＤｏＮＮＥＲ　 ｌ９４４：１５８］

　 　 　 　 　 　 老女 　 老人

　 　 　 　 　 　「老 女 と老 人 が い た 。」

　 　 Ｏｓｔ．　 ９ａｊ　ｔｕｔ　ｊｕＸ　ａＬｍａｎ　ｗｕｒ　６０ｒＯｏＬｍａｎ ［ＳＴＥＩＮＩＴｚ　 １９７５：１０５］

　 　 　 　 　 　 茶　火　木

　 　 　 　 　 「茶 と薪 を は こび な が ら， 血 を流 しな が ら」

　 　 Ｚｉｒ．　　 ｓｙｌｙ　ｐａｎｙｄ　ｌｏｖａｓ蓉ａｈｇａ・ｇｒｕｄａ，　ｈａｎ－ｔｕｐ６Ｓ・　 ［ＩＴＫｏＮＥＮ，　Ｅ・　 １９６６ｂ：

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 パ ン 積み重ね 大 きい パ ン

　 　 　 　 　 　 ３１６］

　 　 　 　 　 　 「彼 の方 にパ ンの 山 とパ ンのか た ま りがや って 来 る。」

　 　 Ｍ ｏｒ．　 ｐｏｐ　ｄｉａｋｏｎ　ｓａｓ董［ＩＴＫｏＮＥＮ，　Ｅ 　 １９６６ｂ：３１６］

　 　 　 　 　 　 牧師　 執事

　 　 　 　 　 　 「牧 師 と執 事 が や って来 た 。」

　 　 Ｋ ａｒ．　 ｈａｎｅｌｌｅｈ　ｉｚａ，　ｅｍ ａ　ｋｔｈｚｔｈｔａｈ．［ＫＡＲＥＬｓｏＮ　 １９５８：２０５］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 父　 　母

　 　 　 　 　 　 「彼 に父 と母 が尋 ね る 。」

　 　 Ｌａｐ．　 ａｌｇａｊ　ｎｉｊｄ　ｄｏｒｇｅｎ　ｍ ａａｚａｄ．［ＩＴＫｏＮＥＮ，　Ｅ． １９６６ｂ：３１５］

　 　 　 　 　 　 少年 少女

　 　 　 　 　 　 「少 年 と少 女 は家 へ とん で帰 った 。」

　 この よ うな語尾 を もたぬ 語 の み の 並 置 は少 い。 上 の 例 の よ うに， 二 語 が 分 離 して記

録 され ， そ れ ぞれ独 自の ア ク セ ン トを も ち，語 と して の 自律性 を保 って い る とみ られ

る場 合 で も，二 語 間 には一 定 の意 味 的 関連 性 が あ る よ うで あ る。 実際 に こ れ らは， 後

者 が ア クセ ン トを 失 い前 者 に融 合 し，究 極 的 に は一 つ の概 念 を 表 す等 位 合 成 語 （ｃｏｐｕ・

ｌａｔｉｖｅ　ｃｏｍｐｏｕｎｄ） とほ とん ど区 別 の つ きかね る場 合 が あ る。
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　 Ｒａｖｉｌａ は， ウ ラル諸 語 で は基本 的 に こ の よ うな語 の並 置 に よ る等 位 表現 は制 限 さ

れ て い た と仮 定 して い る ［ＲＡｖｌＬＡ　 ｌ９４１：４１］。 理 由 と して は，　 Ｈで 説 明 した ウ ラル

語 統語 に お け る法 則 で あ る Ｒｅｃｔｕｍ　ｖｏｒ　Ｒｅｇｅｎｓ に反 す るか らで あ る。 これ に よ る

と，修 飾 語 は被修 飾語 に常 に先 行 す る。 つ ま り名 詞 が 並 置 さ れ て い る と， 前者 は 後者

を何 らか の意 味 で限 定 す る こと にな り， 等位 関係 は表 せ な い こ と に な る。 例 え ば，

「父」 と 「息 子 」 とい う語 が並 ぶ と， 「父 と息 子 」 で はな く 「父 の 息子 」 と と られ る

わ け で あ る。

　 しか し， Ｒａｖｉｌａ らは ，印 欧 語 に お け る語 並 置 に対 して た て られ た仮 説 ［ＢＲＵＧＭＡＮＮ

ｌ９２５：１３６］に 習 って，　Ｒｅｃｔｕｍ　ｖｏｒ　Ｒｅｇｅｎｓの 法則 に逆 って並 置 され た語 が等 位 関係

と見 倣 され るに は次 の よ う な 条 件 を 満 た して いれ ば 可能 で あ った と す る ［ＲＡＶＩＬＡ

１９４１：４１；ＬＥｗｙ　 Ｉ９１１：５；ＢＡＴｏＲＩ　 ｌ９６９：１１］。

　 １．　 二 語 が 反 意語 で あ る

　 ２．　 二語 が 同意 語 か， 類 意 語 で あ る

　 ３．　 三 語 以 上 の 並 置

　 ペ ル ミ系 の ジ リエ ー ン語 とヴ ォ チ ャー ク語 で は， この よ うな 名詞 並 置 に よ る合 成語

が 非常 に豊 富 で あ るが ， これ につ いて 論 じた Ｂゑｔｏｒｉは Ｒａｖｉｌａ と同 じ観 点 か ら等位

合 成 語 を位 置 づ け， そ の成 立 過 程 を次 の よ う に説 明 す る ［ＢＡＴｏＲＩ　 ｌ９６９：１２－１３］。

す な わ ち上 の 条 件 を 満 た し， 当初 等 位 関 係 にあ る と して 並 置 され た二 語 は， そ の意 味

的 関連 性 ゆ え対 と して 一 概念 を 形成 しは じめ ， そ れ ぞ れ が独 立 性 を 失 って い っ た と推

定 す る。

　 この よ うに二 語 が対 等 の関 係 で結 び つ い た合 成 語 は ウ ラル系 諸 語 に多 く存 在 す る。

例 えば 「顔 」 「表 情 」 を 意 味 す る合 成 語 を あ げ るこ とが で きる ［ＢＡＴＯＲＩ　 ｌ９６９：１２］。

Ost.  not-sEm 

Vog.  real-sam 

Hun.  orca  <  orr-szaj 

Zir. nir-vom 

Voty.  ini-nir 

Est.  suusilmad

＜「鼻」＋「目」

＜「鼻」＋ 「目」

＜「鼻 」＋「口」

く「鼻 」＋「口」

く「口」＋「鼻」

＜「口」＋「目」

　 そ の 他 ， い くつ か 同 種 の 例 を あ げ る ［ＦｏＫｏｓ－ＦｕｃＨｓ　 Ｉ　９６２： ７１；ＢＡＴｏＲＩ　 １９８０：

１５４］。

Ost. jai-apsi 

Voty.  alcaj-ven

「兄 弟」＜「兄 」＋ 「弟 」

「兄 弟」＜「兄 」＋ 「弟 」
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Che.  iiaj-golaj 

Zir. bat'-man 

 niv-pi 

 Fi. maailma 

Hun.  adas-vetel

「兄弟」　　＜「兄」　＋「弟」

「両親」　　＜「父」　＋「母」

「子供たち」＜「少女」＋「少年」

「世界」　　＜「地」　＋「空」

「商買」　　＜「売り」＋「買い」

　 次 に， 並 置 され て い る二 語 が本 来 は同 じ語 尾 を と るに もかか わ らず ，前 の語 か らは，

語 尾 は全 く欠 如 し， 後 の語 の み が と る場 合 に つ い て みて み よ う。 （Ａ Ｂ・ｘ）

　 　Ｏ ｓｔ．　 ｍａｎ　ｐｏｔ’－ｘｏｓ。ａ　 ｊｕｖｅｍ ．［ＬＥｗＹ　 ｌ９１１：１３］

　 　 　 　 　 　 　 　 糞 汚物一Ｌａｔ．

　 　 　 　 　 「私 は汚 れ て しま った 。」

　 　Ｖｏ９・　 ｓＵｐ　ｎ６１ｍ－ｔａｌ［ＲＡｖｌＬＡ　 １９４１：３１｝

　 　 　 　 　 　 口　 　舌 一ｃａｒ．

　 　 　 　 　 「口 も舌 もな しに」

　 　 Ｈｕ．　 Ｂｅ　ｓｏｋ　ａｊ　－ｂａｊ　－ｊ　ａｌ　 　 ｊａｒ　ｅｚ　ａ　ｍｅｚｅｉ　ｇａｚｄａｌｋｏｄａｓ！［ＬＥｗｙ　ｌ　９１１：６］

　 　 　 　 　 　 　 　 悲 しみ 痛み・ｉｎｓｔｒ．

　 　 　 　 　 、「実 際 ， 大 変 な 悲 しみ と苦 しみ と と も に この農 業 は去 って行 った」

　 　 Ｖｏｔｙ．　 １６ｋ 忌ｉｎ－ｐｅｌ’。１ｅ≦ａ６ｉｄ　ｕｔ’－ｖｏｒｄ宝［ＬＥｗＹ　 １９１１：４１］

　　　　　　　 目 耳 一ａｂｌ．

　　　　　 「おまえは悪い目と耳から自分を守る」

　 この よ う な表 現 は，先 に見 た よ うに ，並置 され た ， 合 成 語 に近 い二 語 の連 合 （Ａ Ｂ）

が ，一 つ の語 尾 を と った と も解 釈 で きる と同 時 に ，一 方 で は， １．で 見 た よ うに本 来 同

一 要 素 を も って等 位 関係 に あ った二 語 （Ａ。ｘ Ｂ・ｘ＞ の前 者 か ら， 同 一 要 素 を 削除 した

もの と も， と る こと がで き る。 しか し， 後 者 の 場 合 は ，少 くと も， 等 位 表現 と して は

一種 の 後 退 で あ り， 不 自然 で あ る とい え よ う。 な ぜ な ら，上 の例 か らもわ か る よ うに，

こ こに並 置 され て い る名詞 の 対 は ， （Ａ Ｂ）の場 合 と同 じよ うに， ほ とん ど合成 語 に近

い もので あ る。 つ ま り， こ こで も二 名詞 は， ま と ま った 一 つ の概 念 を もつ も の と考 え

られ， む しろ原 初 的 な並 置の タ イ プ に近 い と見 倣 す こ とが で き よ う。

　 しか し， 二 語 の 単 な る並 置 と合 成 語 の境 は あ い ま いで あ る。 二 語 の結 合 が弱 い もの

は ，文 脈 に よ って は そ れ ぞ れ独 立 性 を もつ場 合 も考 え られ る。次 の例 は， 同 じ二語 の

対 が （Ａ Ｂ－ｘ）と （Ａ－ｘＢ－ｘ）の 表現 形 態 を と って い る２３）。

２３） ｎ シア 語 に も数 例 が あ る ［ＢＲｕＧｔｓｌＡＮＮ　ａｎｄ　ＤＥＬＢＲＵｃＫ　 Ｖ．１９００：１８８］。　ｐ（）ｊ　ｔｉ　ｊｅｍｕ　ｋｕ　ｏｔｃｕ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ‘ｔＯ’　 父

　 ｍ ａｔｅｒｉ （ｎｏＨＴＨ　ｅＭｙ　Ｋ　ｏＴｕｙ・ＭａＴｅｐＨ）～ 塑 ｏｔｃｕ　ｋｕ　ｍ ａｔｅｒｉ（Ｋ　ｏＴｕｙ　Ｋ　ＭａＴｅｐＨ） 「彼 は 父 と母 の
　　 母　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　 と ころ へ行 か ね ば な らな い。」
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Ｖ ｏｇ．　 ｓｕｐ．ｈｅｌｍ －ｔａｌ～ ｓｕｐ－ｔａｌ　ｈｅｌｍ －ｔａｌ［ＢｏｕＤＡ　 １９３３：６４，６５］

　 　 　 　 　口 　 舌 一ｉｎｓｔｒ．　 ロ ーｉｎｓｔｒ． 舌 一ｉｎｓｔｒ．

　 　 　 　 「口 や 舌 で 」

Ｈ ｕ．　 ｈｅｇｙ－ｖ６１ｇｙ・ｅｔ～ ｈｅｇｙ－ｅｎ　ｖ６１ｇｙ－６ｎ ［ＬＥｗ ｙ　 １９１１：４，６］

　 　 　 　 　 山　 　 谷 一ａｃｃ・　 　 山 一ｓｕｐｒ・　 谷 一ｓｕｐｒ・

　 　 　 　 「山 と 谷 を 」　 「山 や 谷 で 」

Ｖ ｏｔｙ．　 忌ｉｎ－ｐｅ１’－１量～ 忌ｉｎ－ＩＹ－ｐｅｌ’－１宝　［ＬＥｗ Ｙ　　ｌ９１１：４１］

　 　 　 　 目 耳 ・ａｌｌ．　 目・ａＵ．耳 ・ａｌｌ．

　 　 　 　 「目 と 耳 に 」

　上 に述 べ て きた よ うな同 一 要 素 を もたぬ 名 詞 の 並 置 （Ａ Ｂ）， （Ａ Ｂ－ｘ） は， 少 な く

と もプ ロダ クテ ィブ な等 位 表 現 と して は機 能 して いな い よ うに思 え る。上 の よ うに い

くつ か あげ た 例 で も，二 名詞 間 には何 らか の対 を な す 意 味 関係 が存 在 す るよ うで あ る。

ここ で改 め て ，１．の 同一 要 素 を もつ並 置 と比 較 して み る と， 等 位 表 現 と して の生 産性

の違 い は歴 然 とす るよ うに思 え る。 や は り， この 事 実 によ って も， Ｒａｖｉｌａ が 仮 定 し

た と お り， Ｒｅｃｔｕｍ　ｖｏｒ　Ｒｅｇｅｎｓの法 則 が語 の並 置 を制 限 して い たの で あ ろ う。 名 詞

の並 置 に よ る等 位 が可 能 に な り， 比 較 的 自 由 に表 現 され るよ うに な った の は ，ＶＩ。１．

で述 べ た よ うに， 格 を は じめ ， そ の他 接 尾 辞 によ る曲用 や派 生 の パ ラダ イ ム が 発達

し， これ ら形 態 素 が 同一 要 素 と して反 復 され る こ とが， 等 位 の一 つ の標 識 と して 理 解

され てか らの こ とで あ ろ う。 Ｒａｖｉｌａ に よれ ば並 置 に よ る等 位 表現 に さ らに優 利 に働

いた の が， 述 語 動 詞 に お け る数 活 用 の 発 達 で あ る ［ＲＡＶＩＬＡ　 Ｉ９４１：４８］。 つ ま り， 等

位 に あ る 名詞 が主 語 の場 合 ，述 語 動 詞 の 複 数 ・双 数 標 示 が ， 並 置 され て い る二 名 詞 は

互 い に 限定 関係 に あ る の で はな く等 位 関 係 に あ る こ とを示 した と考 え られ る。

　 ３． 数 標 示 素 を 用 い る タ イ フ。

　 １，２，が等 位 表 現 と して ， 何 らか の形 で並 置 を 出発 点 と して い るの に対 し， 数 （複

数 ・双 数 ） を標 示 す る要 素 を利 用 す る表 現 が い くつ か の言 語 でみ られ る。 ウ ラル諸 語

の文 法 的 カテ ゴ リー と して の数 は単数 ・複 数 の他 ， 双 数 が サ モ イ ェ ー ド諸 語 ， オ ビ ウ

ゴル 諸 語 ， お よ び ラ ップ語 に あ らわ れ る。 この う ち等 位 表現 に用 い られ るの は 双数 と

複 数 で あ る。

　 最 初 に双 数 を用 い る表現 を と りあ げ る こと にす る。 ま ず双 数 の本 来 の 用法 を示 す 。

　 　 Ｏｓｔ・　 ｘｕＸ－ｎｇｎ ・１１０－ｎ・ｎ

　 　 　 　 　 　 男 一ｄｕ．生 きる一ｄｕ．

　 　 　 　 　 　 「二 人 の男 が いた 。」

４５１
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　 と ころ が ，次 の等 位 表 現 で は ，二 つ の名 詞 双方 に双 数 の標 示 素 が 用 い られ て い る。

（Ａ－ｄｕ．　Ｂ・ｄｕ．）

　 　Ｙｕ・Ｓａ・ｊ藝ｍｉδ聴 粂孟ｎｇ麹 ’ｐｕ　ｇ《乏６距Ｘ註”陰孟ｈｅββ駕 毒”ａ・［ＬＥＨＴＩｓＡＬｏ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 老 人 　 一ｄｕ．　 　 女 　 一ｄｕ．　 　 　 　 　 ｄｕ．

　 　 　 　 　 　 １９４７：９］

　 　 　 　 　 　 「地 球 が で き た と き， 老 人 と 老 女 が い た 。」

　 　 　 　 　 Ｘａ双ａ－ｘａＫ）－ｌｋａ　Ｈｐｖａ－ｘｖａＫ）一，ｌｌａ　ＴｉＭＨａ　ｘｏＨｂｌｘｂｌ’［ＴＥＲＥｓＨｃＨＥＮＫｏ　１９７３：１９］

　 　 　 　 　 　 老 女 一ｄｕ －３・ｓｇ・娘 一ｄｕ・－３・ｓｇ・　 　 　 　 　 　 ｄｕ・

　 　 　 　 　 　 「老 女 も 娘 も 歌 っ て い る 。」

　 　 Ｏ ｓｔ．　 ｉｍ ｅ－Ｏｏｎ　ｉｋｅ一ηｇｎ　ｇｓηｇｎ． ［ＳＴＥＩＮＩＴｚ　 ｌ９７５：１３８］

　 　 　 　 　 　 女 一・ｄｕ・ 男 一ｄｕ．　 ｄｕ．

　 　 　 　 　 　 「女 と男 が い た 。」

　 　 Ｖ ｏｇ．　 ｍ ６６－ｎｅ・Ｘ，　ｐｏｒ－ｎｅ－８ ６１轄 ［Ｋ ＡＬＭＡＮ　 ｌ９７６：５８］

　 　 　 　 　 　 ｍｏｓ一女 一ｄｕ．　ｐｏｒ一女 一ｄｕ．　 ｄｕ・

　 　 　 　 　 　 「ｍ ｏｓ女 と ｐｏｒ女 が 住 ん で い る 。」

　 こ れ ら の 例 で は ， 並 置 さ れ た 二 名 詞 は と も に 主 語 で あ り ， 双 数 の 接 辞 を と っ て い る 。

注 目 す べ き は ， 名 詞 は 双 数 接 辞 を と っ て は い て も， 一 つ の こ と を 示 して い る 。 次 の 例

で は ， 並 置 さ れ て い る 二 名 詞 は 主 語 以 外 の 位 置 を 占 め ， そ れ ぞ れ 斜 格 ， あ る い は 後 置

詞 を と っ て い る 。 こ こ で も ， 名 詞 は そ れ ぞ れ 一 つ の も の を 示 して い る と 考 え ら れ る。

（Ａ －ｄｕ－ｘ　Ｂ－ｄｕ。ｘ）

　 　 Ｙ ｕ．　Ｓａ．　Ｂａｎｅ” Ｍａｘａ双ａＨ　ＨＨｃＨ－ｘａＫ）－Ｈ，　 Ｈｅ６Ａ－ｘａＫｏ－Ｈ　 Ｈ瓢 ａ６ａ　ｎＨ思ｒｙ八Ｍ’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 父 一ｄｕ．ａｃｃ．－１．ｓｇ．母 一ｄｕ．ａｃｃ．－１・ｓｇ．

　 　 　 　 　 　 ［ＴＥＲＥｓＨＣＨＥＮＫＯ　 ｌ９７３：１９］

　 　 　 　 　 　 「私 が 大 き く な れ ば ， 父 と 母 を 助 け る だ ろ う 。」

　 　 Ｖｏ９・　　 ｋａｈｋ－ａｇ一乞 ｐａｌｔ吾ｈＳ。ａと一ａ　 Ｐ互ｌｔ　ｊ註１｛…ｓ

　 　 　 　 　 　 兄 一ｄｕ．－３．ｓｇ． ‘ｔｏ， 姉 一ｄｕ．－３．ｓｇ． ‘ｔｏ’一

　 　 　 　 　 　 「兄 と 姉 の 方 へ 行 っ た 。」

　 こ れ と 非 常 に よ く 似 た 等 位 表 現 が 印 欧 語 に も 見 ら れ る こ と は ， Ｇａｕｔｈｉｏｔ ［Ｄｕ

ｎｏｍ ｂｒｅ　ｄｕｅｌ．　Ｆｅｓｔｓｃｈｒｉｆｔ　Ｖｉｌｈｅｌｍ　Ｔ ｈｏｍ ｓｅｎ・Ｌｅｉｐｚｉｇ　 １９１２： １２７－－１３２］ に よ っ て

指 摘 さ れ ， 同 じ性 格 を も つ も の で あ る と さ れ た ２４》。 た と え ば イ ン ド 古 典 語 の ヴ ェ ー

ダ 語 に は ， 次 の よ う な 双 数 に よ る等 位 表 数 が あ る 。

　 　 ｍ ｉｔｒ益 ｖゑｒｕｎａ ［ＢＲｕＧＭＡＮＮ　ａｎｄ　ＤＥＬＢＲｔｉｃＫ　 ＩＩ・・２ １９１１：４５９］

　 　 「ミ ト ラ と ヴ ァル ナ 」 （双 方 と も 双 数 形 ）

２４） ウ ラル 系 ，特 に オ ビウ ゴル諸 語 の 双 数 につ い て の諸 説 は ［ＲＡｖｌＬＡ　 １９４１］，［ＢｏｕＤＡ　 １９３３】に

　 紹介 され て い る。

４５２



庄司　　ウラル語族における等位表現の類型

　 Ｂｎｕｇｍ ａｎｎ は この よ うな双 数 の 用法 を省 略 の 双 数 （ｄｅｒ　ｅｌｌｉｐｔｉｓｃｈｅ　Ｄｕａｌ）と呼 び２５｝，

本 来 ， 双 数 形で 示 され た 名詞 はそ れ だ け で， 父 ・母 ， 日・夜 ， 父 ・息 子 ，天 ・地 ， 母 ・

娘 な どの よ うに親 密 な 関係 に あ る もの （ｓｃｈｗｅｓｔｌｉｃｈｅｓ　Ｖｅｒｈａｌｔｎｉｓ）の一 方 を も含 意 す

る もの で あ った とす る ［ＢＲｕＧＭＡＮＮ　ａｎｄ　ＤＥＬＢＲｔｉｃＫ　 Ｉ　Ｉ－２ １９１１：４５４］。 した が って ，

ｍ ｉｔｒ益一語 で ， 「ｍｉｔｒａ とそ れ と同属 の もの， す な わ ち ｖａｒｕｎａ」 と解 釈 され た こ と に

な る。 そ して， 次 の 例 の よ うに， そ の一 方 は， 説 明 し，補 填 す る意味 で 単 数 形 で 置 か

れ る こ と もあ った とす る ［ＢＲｕＧＭＡＮＮ　ａｎｄ　ＤＥＬＢＲｔｔｃＫ　 ＩＩ－２ １９１１：４５９］ｍｉｔｒａ・… ・・

ｖａｒｕｎａｈ ま た， 最 初 の 例 の よ うに 両方 が双 数 形 で 現 れ た の は，単 数 形 が双 数 形 に一 致

した か らで あ る とさ れ る。

　 この よ うな 印 欧語 の 双 数 並 置 に対 して た て られ て い る説 を オ チ ス ヤー ク語 ， ヴ ォ グ

ー ル語 の そ れ に適 用 しよ うとす る考 え に対 し， Ｒａｖｉｌａ は 異 な うた 立場 を と った 。 彼

に よれ ば ウ ラル系 言 語 に お け る双 数 は本 来 ， 印 欧語 の それ とは 性 格 を異 にす る も ので ，

天 一地 ， 日一夜 ， 父 一母 な ど同属 を なす 対 を一 方 の 双 数 形 で 表 す こ とは なか っ た とす

る２６）［ＲＡｖｌＬＡ　 １９４１：２２－２３］。

　 以 上 の こ とか ら， 等 位 表 現 に用 い られ る双 数 の要 素 は， 同 じ ものが 二 つ あ る こ と

（２数） で も， 対 を な す と見 徹 さ れ る 同属 の もの二 つ （両 数 ） を さす わ け で もな い こ

と にな り， 二 次 的 ・迂 言 的 な 用法 と い う こ とに な る。 そ して ， Ｒａｖｉｌａは ， こ こ に現

れ る双 数 も， １， ２， で 見 て きた よ うな 同一 要 素反 復 に よ る等 位 表 現 の た め の， 純 粋 な

手 段 に しか す ぎぬ とす る ［ＲＡＶＩＬＡ　１９４１：２７］。

　 事 実 ， 彼 が言 うよ うに， 次 の 例 に現 れ る双 数 は， 数 要 素 を と る はず の な い副 詞 に用

い られ て お り， こ こで は， 等 位性 を 強調 す るた め に 附加 され て い る と考 え られ よ う。

　 　 Ｏｓｔ．　 ｔｏ苫０６・ｎｏｎ　ｔＳｉｓ一ηｏｎ　冥ａｎｄ撫ｄｇｎｎａ　ｍ ｏｌａ　ＤｎｄｄＳ．［ＲＡｖｌＬＡ　 １９４１：２７］

　 　 　 　 　 　 こっち一ｄｕ・ あ っち・ｄｕ・

　 　 　 　 　 　 「おま え が こ っちや あ っ ちへ現 れ て何 の役 に立 つ か」

　 それ で は なぜ ， この 手 段 に双 数 が 用 い られ るよ う にな った か に つ いて ， Ｒａｖｉｌａ は

こ う説 明 す る。 名詞 の双 数 曲 用 よ り以 前 に存 在 して い た述 語 動 詞 の 双数 活用 に ， まず

主 語 で あ る名 詞 が 呼応 し始 めた 。 そ して ， そ の後等 位 関係 に あ る名 詞 が 並 置 さ れ る と

双 方 に双 数 が 用 い られ，等 位 の ため の 同 一 要 素 と して機 能 しは じめ た ［ＲＡＶＩＬＡ　 １９４１：

５４，５６］。 この Ｒａｖｉｌａ の説 につ い て は， 後 に触 れ る こと にす る。

　 と もあ れ オ ス チ ャ ー ク語 ， ヴ ォ グー ル語 で は双 数 の接 辞 は， 人 称 接 辞 な ど と並 ん で，

２５）印欧語では双数 には，自然双数，省略双数，照応双数などと呼ばれる用法があ る ［ＢＲＵＧｍｍｇＮ

　 ａｎｄ　ＤＥＬＢＲｔｉｃＫ　 １９１１＝４５４－４６１］。

２６）Ｒａｖｉｌａの考えでは，これが可能なケースは，双数が ａｎａｐｈｏｒｉｃａ１に用いられる場合で，文脈

　 により既 に一方 が明 らかにされている場合 に限 る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４５３
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等 位 表 現 の 同一＝要 素 と レて は 非常 に頻 繁 に用 い られ て お り， 名詞 が何 らか の斜 格 を と

る場合 に は， 並 置 され る前 の 名詞 か らは省 か れ る。 ま た 名 詞 が 後 置詞 を と る場 合 も同

様 に・１後 の方 にだ けつ くの が 普通 で あ る。 （Ａ－ｄｕ・Ｂ－ｄｕ・。ｘ）

Ｏｓｔ’ ｔ器 ３謬 ≡ｌｌ響 ｊｏざｔ９＆ ［ＳＴＥＩＮＩＴｚ　１９７５：２８’］

　 　 　 　 　 　 「彼 は 倉 庫 と 家 に 到 着 した 。」

　 　 　 　 　 　 ｉＸｅ－ｎｅｎ　ｊｅｖｒｅ－ｎｅｎ・ａ　ｐａｒｔｅｔ・［ＢｏｕＤＡ　　Ｉ　９３３：６５］

　 　 　 　 　 　 熊 一ｄｕ．　 狼 ・ｄｕ．－ｌａｔ．

　 　 　 　 　 　 「彼 は 熊 と 狼 に 命 じ た 。」

　 　 Ｖ ｏｇ．　 ｊａぢ一ａぢ一ａ　 ａｆｉｋｗ －ａ各一ａ　ｐａｌｔ　ｊｏＸｔ曾ｓ． ［ＢｏｕＤＡ　 ｌ９３３：２２】

　 　 　 　 　 　 父 一ｄｕ．－３．ｓｇ． 母 一ｄｕ．－３．ｓｇ． ‘ｔｏ’

　 　 　 　 　 　 「彼 は 彼 の 父 と 母 の と こ ろ へ や っ て 来 た 。」

　 　 　 　 　 　 ｔａ　ｅｋｗａ一宝，　ｉ麺ｋａ３，－ｎｅｌ　ｔｅｌｅｍ　ａｂ’ｉｔ　ｐ９ざ６ｔ．［ＢｏｕＤＡ　 １９３３：１４］

　 　 　 　 　 　 　 　 女 ・ｄｕ・ 男・ｄｕ．・ｓｅｐ．

　 　 　 　 　 　 「そ の女 と男 か ら系統 を ひ く息 子 た ちや 娘 た ち」

　 オ ス チ ャー ク説 で は この タ イプ は先 の Ａ－ｄｕ．－ｘ　Ｂ－ｄｕ．－ｘ に比 べ よ り一 般 的 で あ る。

　 次 に複 数 標 示 素 を 用 いた等 位 表 現 を み る こと にす る。まず 例 を あ げ る。（Ａ－ｐｌ．　Ｂ－ｐｌ．）

　 　 Ｍ ｏｒ．　 ａｆｉ｛ａ§ｔｉｆ　ａ董ａ－ｔ　 ｂａｂａ－ｔ．［ＰＡＡｓｏＮＥＮ　 １９４１：２３０】

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 老人・ｐｌ． 老女一・ｐｌ．

　 　 　 　 　 　 「あ る と き １人 の老 人 と老 女 が い た 。」

　 　 Ｌａｐ．　　 ａ６こｉｅ－ｈ　６ｉききｉｅ－ｈ ［ＢＥＲＧｓＬＡＮＤ　　Ｉ　９４６：２６７］

　 　 　 　 　 　 父 一Ｐ１． 母 ・Ｐ１．

　 　 　 　 　 　 「父 と母 」

　 　 Ｆｉｎ．　 ｏｎｋｏ＿ ＿ ｐａｐａ－ｔ　ｍ ａｍｍａ－ｔ　ｅｌｏｓｓａ？ ［Ｋ ＡＲＥＬｓｏＮ　 ｌ９５８：１９７］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 父 一Ｐ１． 　 母 一ｐｌ．

　 　 　 　 　 　 「お と う さん とお か あ さん は生 きて い ます か 。」

　 　 Ｋａｒ．　 ｉｓａ－ｔ　ａｉｔｊｉ－ｔ　ｋｕｏｌｄｉｈ ［ＰｕＬＫＫＩＮＥＮ　 １９６６ｂ：ｌｌ６］

　 　 　 　 　 　 父・ｐｌ・ 母一ｐＬ

　 　 　 　 　 　 「父 も母 も亡 くな った 。」

　 　 Ｅｓｔ．　　 ｓｉｓ　ｔｕｌａＤ　ｉｓ　２ｔ－Ｄ，　ｅｍａ－Ｄ　ｎｉｎｇ　ｔｅｉｎ壱 ｐｅｒ６ ［ＰｕＬＫＫＩＮＥＮ　 １９６６ｂ：１１６］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　父・ｐｌ． 母 。Ｐ１．

　 　 　 　 　 　 「そ して， 父 と母 と他 の家 族 もや って来 た 。」

　 こ こで も， Ａｒｄｕ．　Ｂ－ｄｕ・の場 合 と同 様 に， そ れ ぞ れ の 名 詞 は 単数 を意 味 して い る と

見 るの が正 しいで あ ろ う。 Ｒａｖｉｌａ は この よ うな 複 数 標 示 素 の現 れ る こと につ い て，

モ ル ドヴ ィ ン語 ， ラ ップ 語 の場 合 に お いて ，上 の Ａ－ｄｕ．　Ｂｄ ｕ。の タ イ プ と同 じ性 格 の

もの で あ るとす る。 つ ま り， オ ス チ ャー ク語 や ヴ ォ グ ール 語 の 双 数標 示 素 と同様 に純
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粋 に等位 表現 の ため の 同 一 要 素 と して発 達 した ものだ とす る ［ＲＡ．Ｖｌ［ＬＡ　 ｌ９４１：１０５】。

一 方 他 のバ ル トフ ィ ン系 言 語 に お い て は， 誇 張 の表 現 と して ， つ ま り， 等 位 関 係 に お

か れ た二 名詞 の他 に， それ らと関 係 の あ る もの す べ て を含 意 す る意 味 で 複数 が用 い ら

れ る と い う， 複 雑 な解 釈 を して い る ［ＲＡｖｌＬＡ　 １９４１：１０６－１０７］。 す な わ ち，

　 　 Ｋａｒ．　 蓉ｉｉｄａ　ｉｚａｎｎａ－ｔ　ｅｍ 乞ｎｎａ－ｔ　ｎｏｓｔａｈ　ｈｕｏｎｄｅｋ§ｅｌ［ＲＡｖｌＬＡ　 １９４１：１０７］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 夫 一ｐｌ．　 妻 ’・Ｐ１．

　 　 　 　 　 　 「そ こで， 夫 と妻 らは朝 ， 起 き た 。」

で ，ｉｚａｎｎ乞ｔ　ｅｍ ａｎｎ乞ｔは 「夫 と妻 」 で は な く， 「夫 や 妻 や そ の他 の人 々」 を 指 して い

る と す る。 さ らに次 の ヴ ォ チ ャ ー ク語 の例 で は ，複 数 の 一ｊ　ｏｓ一 が入 って い るが ， 文 脈

か ら同 じよ うに解 せ る とい う。

　 　 Ｖｏｔｙ．　 ｏｋ　ｔａ或ε，　ｍｕｍｉ－ｊ　ｏｓ－Ｔ　ａｉ－ｊｏｓ－↑　 ｔａ真εｖａｎｄｉ’ｚ↑ｕｇ ［ＬＥｗＹ　 ｌ９１１：５０］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　母一Ｐ１．－Ｌｓｇ，父一Ｐ１・－１・ｓｇ・

　 　 　 　 　 　 「あ あ， 私 の父 と母 らは そ れ を何 と刺 し殺 して しま った 。」

そ の 他 ， ジ リエ ー ン語 に は，

　 　 ｍａ呵 ａｓｋＧｄ　 （ｍａｍ （‘母 ’）－ｊ　ａｓ（ｐＬ）－ｋｇｄ （ｉｎｓｔｒ．））

の よ うに， 「多 くの母 と」 で はな く 「母 た ち と」 〉 「母 と父 と」 「両 親 と」 を指 す よ う

な 複 数 の用 法 が あ った と して い る。

　 これ に対 し， Ｐｕｌｋｋｉｎｅｎは， 上 に あ げた よ うな 例 は す べ て根 本 的 に同 じ性 格 を もつ

もの で あ る と考 え る ［ＰｕＬＫＫＩＮＥＮ　ｌ　９６６ｂ：１１６，１７１］。 つ ま り， 同一 要 素 と して 複 数

が 双 方 に用 い られ て い る とす る。 そ して ， な ぜ 複 数 が 用 い られ て い るか につ い て は ，

意 味 され る もの が複 数 （父 と母 ） で あ り， ま た ， そ の そ れ ぞ れ を強 調 す るた め で あ る

と推 測 す る。

　 今 ま で の すべ てを 考 慮 に 入 れ て み る と， 並 置 され る名 詞双 方 に， 双 数 や 複 数 要 素 が

用 い られ て い る こ と は， や は り， 同一 要 素 反 復 によ る等位 表 現 と考 え て 極 め て 自 然 な

こ とで あ ろ う。 しか し， なぜ ， これ らの数 の 要 素 が 用 い られ始 め た か につ い て ，完 全

に納 得 で き る説 明 は与 え られ て い な い よ うに思 え る。 興 味 深 い の は， 複 数 を 用 い るの

は名 詞 変化 に双 数 を もた な い言 語 で あ る とい う こ とで あ る。 した が って ， 双 数 や複 数

は， 同 じ理 由 か ら等 位 表 現 に用 い られて い る と は考 え られ な いで あ ろ うか 。 これ に 対

して 示 唆 的 な例 が あ る。

　 　 Ｏｓ．　Ｓａ．　ａｒａ　ｐａｊａ－ｌａ　ｍ ｉ　ｓｕｎ　ｎｊ６ｄゑｄｅｔ．［ＲＡｖｌＬＡ　 １９４１：５８］

　 　 　 　 　 　 老人 老人一ｐｌ．

　 　 　 　 　 　 「老 人 た ちが我 々 に伴 な った 」

　 　 ０ ・ｔ・ ａｉ　ｍ ・ｎｄｕ　ｔｇｕｓ－ｎ・ｎ ・ｉｄｉ　ｍ ａｎｄ－・ｎ さ罫・１ｔ　１δｎ‘ｄ・ゆ ｋｍ ・・ｍ ・１・
　 　 　 　 　 　 　 マ ン ドウ ツ ングス ・ｄｕ．

４５５
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　 　　 　 　 　 ［ＢＯＵＤＡ　　ｌ　９３３：２９ユ

　 　　 　 　 　 「小 さ い マ ン ドウ と ッ ン グ ース は行 きつ つ 雁 を と った 。」

　 　Ｍ ｏｒ．　 ａ ｔｏｓｏ　ｐｏｐ　ｄ’ｉａｋｏｎ－ｔ　ｎｈｅｇｆ｛ｅｊｆｉｅｇｆ．［ＰＡＡｓｏＮＥＮ　 １９４１：３０９］

　 　　 　 　 　 　 　　 牧師　 執事一ｐｌ．

　 　　 　 　 　 「牧 師 と執事 の馬 車 に座 った 」

　 上 の 例 で は， 双 数 や 複 数 の 接 辞 は 後 の 名詞 につ いて い る。 ここ で は， ｓｕＭｘｌｏｃｋｅｒ－

１１ｅｉｔの現 象 と異 な り， 前 の 名 詞 か ら接 辞 が省 略 され た と考 え るよ りむ しろ， これ が原

型 に近 い もの で ， この形 式 か ら双 数 ， 複 数 の接 辞 が同 一 要 素 と して， 前 の 名 詞 へ も移

った と考 え る こ とはで きな いで あ ろ うか 。

　 一 般 に考 え られ て い る よ うに， 双 数 や 複 数 は， そ れ らが接続 す る 名詞 と同 種 の もの

の ２数 ， 複 数性 を示 す と見 倣 す こと もで きよ うが， む しろ元来 は， そ れ ら名 詞 で 示 さ

れ た もの と同 属 の もの を含 意す る とみ る こ と も可 能 で あ る と思 う。 つ ま り， 前 出 の

Ｒａｖｉｌａが ヴ ォ チ ャ ー ク語 の ｍａｍｊａｓｋｇｄ を 「母 と母 の 同属 の人 び と」〉 「母 と父 と」 と

解 した例 ， 更 にヴ ェ ーダ 語 の ｍｉｔｒ５ （ｄｕ．〉の を 「ミ トラ と同属 の もの 」 〉 「ミ トラと

ヴ ァル ナ」 の場合 と類 似 して い る。 しか し， 後者 の 印 欧語 で 省 略 の 双数 と名づ け られ

て い る場 合 の よ うに ， い わ ば二 元 論 に近 い 観 点 に よ り固定 化 され た一 対， 一 組 と して

で な く， 状 況 や 文 脈 に お い て 決 って くる対 ， 集 団 の緩 い概 念 とみ るべ きで あ ろ う２７》。

ウ ラル 系 の言 語 に お いて ， この よ うな緩 い対 ， 集 団 の概 念 を表 現 す る習慣 の あ る こ と

は， 次 の ラ ップ語 の例 に も現 れ て い ると思 う。

　 ラ ップ語 に お い て， 双 数 は文 法範 疇 と して は動 詞 ， 人称 代 名詞 ， 人 称 接辞 に の み存

在 し， 名 詞 の 曲用 にま で 発 達 して い な い。 しか し， そ れ に代 るよ うな 表現 法 が存 在 す

る。

　 　 Ｌａｐ．　 Ａｓｌａｋ・ｇｕｏｖｔ６ｓ　Ｍ ｉｋｋａｌｉｉｎ　ｂｏａｔｔ６ｂａ．［ＳＡＭＭＡＬＬＡＨＴＩ　 ｌ　９７２：１６５］

　 　　 　 　 　 　 Ａ． 一二人組　 　Ｍ．・ｃｏｍ．

　 　　 　 　 　 「Ａｓｌａｋ と Ｍ ｉｋｋａｌがや って くる」

　 ｇｕｏｖｔ６ｓは ｇｕｏｋｔｅ 「２」 か ら派生 した 名詞 で 「２人 組 」 を 意味 し，　Ａｓｌａｋ－ｇｕｏｖｔ６ｓ

は 「アス ラ クた ち二 人 」 の こ とで あ る。 そ して そ の 相 手 は 従 格 で 表 され る。 この場

２７） 日本語の ｔた ち’ｔら’はむ しろ印欧語の複数 より， こちらに近 いと思われる。 例えば，昔語

　 「桃太郎」 で，

　 　 猿た ちは桃太郎に従 った。

　 　 とい う場合，猿たちは複数の猿 のことではな く， 「猿 と仲間」すなうち 「猿と犬 と矯子」 の

　 ことである。

　 　 しか し，必ず しも現在の ウラル諸語の双数や複数がすべて， このよ うな性格を もってい ると

　 は言えない。特に近代印欧語 との均密な接触関係 にあ った言語では，数 の概念 も一般印欧語 的

　 文法範疇に編成 されて いるといえよう。
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合 の相 手 は文 脈 に よ って 決 る もの で， 印 欧 語 の省 略 の双 数 の よ うに 自 明 の対 を成 して

い るも ので はな い 。 これ と類 した 表現 に人 称 代 名 詞 の双 数 形 を 用 い る もの が あ る。

　 　 ｍａｉ　Ｂｉｅｒａｉｎ　 （ｍａｉは ｍｏｎ‘私 ’の 双数 形 ，　Ｂｉｅｒａｉｎ は Ｂｉｅｒａの 従 格形 ）

こ こで は， 「私 と も う一 人 ， つ ま り Ｂｉｅｒａ」 とい う こ とに な る。 こ れ と類 似 した表 現

は印 欧語 ２８）で も知 られて い る。 双数 形 を もた ぬ ウ ラル系 言 語 で は， 複 数 の人 称代 名

詞 が 用 い られ る。 （Ａ－ｄｕ．（ｐｌ．）Ｂ・ｃｏｍ ．）

　 　 Ｈｕｎ．　 ａ ｎ６１ｋＵｌ　ｉｓ血ｇｙ　ｅｌａｓｌｚ・ｕｎｋ　ｍｉ　 ６ｄｅｓ　ａｎｙａｍ－ｍ ａｌ　ｅｇｙＵｔｔ． ［ＬＥｗＹ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　私たち　　 　 　私の母・ｃｏｍ・

　 　 　 　 　 　 １９１１：５２］

　 　 　 　 　 　 「そ れ な しに も私 は愛 す る母 と一 緒 に 眠 った 。」

　 　 Ｆｉｎ．　 Ｍ ｅ　 　 　 ｍ ｅｎｔｉｉｎ　ｋａｕｐＰａａｎ　Ｐｅｋａｎ　ｋａｎｓｓａ、

　 　 　 　 　 　 私たち （ｄｕ．）　 　　　 　　　　 　　　　 　　 ‘ｗｉｔｈ’

　 　 　 　 　 　 「私 と Ｐｅｋｋａ は店 へ行 った 。」

　 しか し， この よ うな Ａ。ｄｕ．（ｐｌ．） Ｂ－ｃｏｍ ．の前 の部 分 Ａ－ｄｕ．（Ｐ１．） は， 必 ず し も，

この表 現 に先 立 って独 立 して 用 い られて いた とは 断言 で き な い。 とい うの は， こ の表

現 は次 項 で 述 べ る従格 を用 い る表現 の基 本 型 （Ａ－ｓｇ，　Ｂ。ｃｏｍ ．） と類 似 して お り， 場 合

に よ って は， 後 者 の タ イ プ の Ａ・ｓｇ・が述 語 の双 数 性 ， あ るい は複 数 性 に呼 応 した と も

考 え られ るか らで あ る。

　 いず れ にせ よ， 対 ， 集 団 の概 念 を そ れ を代 表 す る名 詞 の 複数 や 双 数 形 に よ り表現 し

よ うとす る傾 向 は， ウ ラル系 諸 語 に はあ った よ うで あ る。 た とえ ば次 の オ スチ ャ ー ク

語 や ヴ ォ グ ール語 の接 辞 で Ｂｏｕｄａ ［１９３３：６０］，　Ｌｉｉｍｏｌａ ［１９６３：１９９］ の造 格 辞 と見

倣 す もの に も見 られ る と思 う。基 本 の形 は ヴ ォグ ール 語 で は 一（Ｖ ）ｆｉζ一で ，更 に複 数 標

識 一ｔを と る場 合 が あ る。 Ｂｏｕｄａは 前者 を相 互 的双 数 ， 後 者 を 複 数 と呼ぶ 。 オス チ ャ

ー クで は
，基 本 的 に は 一ｓａ一で 双数 語 尾 を と る と 一ｓａｎｇｎ， 複 数 の場 合 に は 一ｓａｔ にな る。

仮 に これ らを 「集 合 接辞 （ｃｏｌＬ）」 と呼 ぶ こ とに しよ う。

　 　 Ｖｏｇ．　 ｊｉｆｐ“－ｈ６ｉｔ　ｊ訟 ｗｉ－ｈ忌ｉｔ§１§ｎｔ６ｔ［ＢｏｕＤＡ　 １９３３：６１】

　 　 　 　 　 　 兄 一ｃｏｌＬ（ｐｉ．）妹一ｃｏｌｌ・（ｐｌ・）　 　 （ｐＬ）

　 　 　 　 　 　 「兄 と妹 が 住 ん で い る 。」

　 　 　 　 　 　 ｋａ認一ｉｈζｉｅ５ｐｉぢ一９ｈζ β６ｒｎａ　ｍ ｉｈｅｓａ苫 ［ＬＩＩＭｏＬＡ　 ｌ９６３：１９９】

　 　 　 　 　 　 　 弟 一ｃｏｌｌ． 兄 一ｃｏｌＬ 　 　 　 （ｄｕ・）

　 　 　 　 　 　 「弟 と 兄 が 森 へ （狩 猟 に ） 行 っ た 。」

２８）例 えば 次 の よ うな ロ シア語 の 例 があ る ［ＢＲｕＧＭＡＮＮ　ａｎｄ　ＤＥＬＢＲＯｃＫ　ＩＩＩ　１９００：２５６］ｊｅｄｉｎａ

　 型 ｍａｔｕｓｋａ＿些Ｌ幽 ｒｏｄｉｌａ （ｅ２１ｕＨａ　Ｈａｃ　ＭａＴｙｍＫａ　ｃ　Ｔｏ６０ｎ　ｐｏｚＺＨｎａ） 「母 は・私 とお ま え
　 我 　々　　　　‘ｗｉｔｈ’おまえ

　 を生んだ。」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４５７
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　 　 Ｏ ｓｔ．　 ｌｏｔｌゑｐｋ４ｓａｔ蜘 ｐａＸ－ｓ義ｔ 裏ｇｗｇｔ ［ＢｏｕＤＡ　 ｌ９３３：６３］

　 　 　 　 　 　 妹一ｃｏ１Ｌ（ＰＬ）兄一ｃｏ１Ｌ（ＰＬ）　 （ＰＬ）

　 　 　 　 　 　「妹 と兄 が 来 た 」　 「妹 た ち と兄 た ちが来 た 。」

　 　 　 　 ， ｉｅｇＰａＸ－・ａり呵 ・胸 ｋ４・義η・ｎ 裏・ｗＸ・ｎ ［Ｂ・ｕ・Ａ　 １９３３・６３］
　 　 　 　 　 　 　兄一ｃｏｌｌ．〈ｄｕ．〉　 妹一ｃｏｌｌ．（ｄｕ．）　 （ｄｕ．）

　 　 　 　 　 　「兄 と妹 が来 た 。」

　 こ こで もや は り， １，２， で見 た よ う に， 双方 は共 通 の 接 辞 を も って い る た め同 一 要

素 によ る等 位 表 現 と酷 似 して い る。 実 際 こ こで も同一 要 素 と して ， 集合 接 辞 が働 いて

い る こ とは否 定 で きな いで あ ろ う。 と ころで Ｂｏｕｄａ な どの 言 う とお り， 次 の よ うに

二 名 詞 の う ち一 方 のみ に， この接 辞 が現 れ る場 合 ，集 合 接 辞 の つ い た方 が従 格 的 （～

と一緒 に） 意 味 で用 い られ て い る と解 釈 され る こ とが あ る。

　 　Ｏ ｓｔ．　　 ａｐｓ噂ｉｓａ－ｎｏｎ　ｋ註ｔ　Ｘ（ｔｉ　ｏｌｌ９一ηｏｎ ［ＢｏｕＤＡ　 ｌ９３３：６２］

　 　 　 　 　 　 弟 一ｃｏ１Ｌ－ｄｕ． ２人 男 　 　 （ｄｕ・）

　 　 　 　 　 　「弟 と ２人 の男 が い る」＝ 「弟 と兄 」

　 　 　 　 　 　ＸＵｔｓｍ 知 ｋ－ｉｓ義一ｔ ［ＢｏｕＤＡ　 ｌ９３３：６２］

　 　 　 　 　 　 ３人 　母一ｃｏｌ１．・ｐｌ．

　 　 　 　 　 　 「母 と ３人 」一「母 と ２人 の子 供」

　 　 Ｖｏｇ．　 壬６　ｋｗａｌｔ６　ｊａｎｉ　ｊ６ｋｗａ　ｐｕｗ－ｉｈ６６１ｉｊｉ［ＢｏｕＤＡ　 ｌ９３３：６１］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 老いた 女 息子一ｃｏ１Ｌ （ｓｇ・）

　 　 　 　 　 　 「この 家 には老 い た女 が息 子 と住 ん で い る」ニ「老 い た女 と息 子 が」

　 　 　 　 　 　誌 ｐｉ８－ｌｈｇ　 ｍｉｈａｓ躯 ［ＬＩＩＭｏＬＡ　 １９６３：１９９］

　 　 　 　 　 　 父 息子。ｃｏｌｌ・　 ．（ｄｕ・）

　 　 　 　 　 　 「父 は息 子 と出発 した」＝「父 と息 子 は」

　 しか し， 集 合 辞 の つ い た名 詞 を 従 格 的副 詞 「～ と一緒 に」 と解 釈 で き る場 合 は ， た

ま た ま それ を述 語 の 限定 語 と も見 倣 せ るだ け の こ とで あ って， 本 来 はや は り， 集 合辞

と して 考 え た方 が 良 いの で は な いか 。 た とえ ば， オ スチ ャー クの例 の

　 ａｐｓ－ｉｓｉ●ｐｅｎ　ｋｈｔ　ｘｏ美

　 弟 一ｃｏｌｌ．－ｄｕ・ ２人 男

は 「弟 と ２人 の男 」 と解 す よ り， 「弟 ら， ２人 の 男 」一 「弟 と兄 」 と見 る こ と も十 分 可

能 で あ る。

　 次 の例 で は， 集 合 ， 対 の概 念 が 一 層 明 確 に 出 て い る と思 う。

　 　 Ｏｓｔ．　　 互ηｋ－ｉｓ互ｎｇｎ裏ｏｗ苫ｏｎ ［ＢｏｕＤＡ　 １９３３：６２］

　 　 　 　 　 　 母 ｃｏＨ．（ｄｕ．）

　 　 　 　 　 　 「母 た ち （二 人 ） が来 た」＝「母 と娘 ～ 息子 」

　 　 Ｖｏｇ．　 εｍ　ｔε・ｎ 愛 ｐ導一ｈ《６ζｔ－（ｎ盈１遁 ｔｓｇｍ ［ＬＩＩＭｏＬＡ　 １９６３：２００］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 兄一ｃｏｌｌ・（ＰＬ）－ｓｅｐ．

４５８
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　　 　　 　 　 「私 は この兄 弟 た ちか ら買 った 。」

　　 　　 　 　 ｍａｎ §参ｋ　ｋ６§－ｉｈ§ｔ　 ［ＬＩＩＭｏＬＡ　 ｌ９６３：２００］

　　 　　 　 　　 　 　　 弟一ｃｏｌｌ．（ｐＬ）

　　 　　 　 　 「私 た ちは 兄弟 だ 。」

　 この ヴ ォ グ ール語 とオ ス チ ャー ク語 の要 素 は， フ ィ ン ウゴル 祖 語 の指 小 辞 ＊６ｅに遡

る とさ れ， 現 在 も広 く見 られ る ［ＢｏｕＤＡ　 １９３３：６２；ＲＡｖＩＬＡ　１９４１：５１］ が ，次 の

例 の よ うに， や は り親 族 名 な ど と と もに用 い られ て ，集 合 や対 の概 念 を 形成 して い る

の は注 目すべ きで あ る。

　　 Ｌａｐ．　　 ａこ乙塾

　　 　　 　 　 「息子 と父 ，娘 と父 」

　　 Ｆ三・　 ｖｅ萄ｅ塑

　　 　　 　 　 「兄 弟 」

　　 Ｅｓｔ・　　 ｐｑｌａ塑

　　 　　 　 　 「息 子 た ち」

　 この要 素 の他 に も集 合 ，対 の概 念 は ウ ラル系 諸 語 で 散 見 で きる。

　　 Ｍ ｏｒ．　 ｐｅ乏ａ－ｔｈｅＺｅ－ｎ　ｖａｋｓ ［ＲＡｖｌＬＡ　 １９４１：１０４］

　　 　　 　 　　 　 　‘何’。ｇｅｎ． ‘ｔｏ’

　　 　　 　 　 「Ｐｅｔｊａ と彼 と同属 の人 々へ 」

　　 Ｃｈｅ．　 ａ（働 一ｍ ｏｔ　ｔδ●１５ｔ　ｍ ６ηｇ５ ［ＲＡｖＩＬＡ　 Ｉ９４１：１０４］

　　 　　 　 　　 父一‘家族’

　　 　　 　 　 「父 は家 族 とやっ て来 た 。」

　 ま た 既 に上 で述 べ た ヴ ォチ ャー クの 複 数接 辞 一ｊｏｓ・は Ｃｏｌｌｉｎｄｅｒに よ る と 「人 々」

を 意 味 す る語 か ら来 て 「～ の 家 族 の人 々」 「～ に 同 席 す る 人 々」 を 指 し た と い う

［ＣｏＬＬＩＮＤＥＲ　 ｌ９６９：２７８〕。 た とえ ば ａｎａｊ　－ｊ　ｏｓは 「父 と一 緒 の 人 」， 「父 と母 」 を 意味

す る。 つ ま り，語 源的 に も同 属 集 団 を示 す複 数 で あ った とい え る。

　 ４． 従 格 （具 格 ） を 用 い る タ イ プ

　 こ こで検 討 す る等 位 表 現 は， 本 来 同伴 者 ， 手 段 な どを示 す従 格 （具 格） 的 要 素 （接

辞 ・後 置詞 ） を 用 い る２９）。 ま ず， 一 方 の 名 詞 の み従 格 で現 れ る例 を み る。

２９）従格 「～ と一緒に」や具格 「～ によ って」 は意味的に交錯す ることが多 く，言語によ って呼

　 称のみの違いで内容 はほぼ同じである場合が多い。従 って，両者 は特に区別 して扱わなか った。

　 曜また，オスチ ャーク語の場合では場格 が用い られているが，事実，場格が具格的意味をもつ場

　 合がある。

　　 ｊｏＸｔａｔ　９Ｅｍｐｒ　ｋｅｗ－ｎａ　ｊｏｆｉｔｔｏｔ・［ＳＴＥＩＮＩＴｚ　ｌ９７５：２３３】「その人 々は石 で弦いた。」
　　 　　 　 　　 　 石　蔽

　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　４５９
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　　 Ｙ ｕ・Ｓａ・ｍ ｇｈ　ｈｅＥ「５ｎ　ｈ５”　ｊｉ１’ｅｆｉβＰ．’”ａ ［ＣＡｓＴＲＥＮ　ａｎｄ　ＬＥＨＴＩｓＡＬｏ　 ｌ９６０：３４８］

　　　　　　　　　私 母 ｃｏｍ． 　 （ｐｌ．）

　　　　　　　　 「母 と私 は一 緒 に住 む」

　　 Ｏｓ．　Ｓａ．　ｏｎきｉ　ｋｕａこｏｇａｎｄｉ　ｋｕａｎｎａＸｅ，　ｍｉｔｔｉ　ｓｅｒｌｅ　ｎａｌ　ｄｅｂｉ－ｓ－ｋｉ ［ＳＥＢＥｓ’ｒｙＥＮ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 妻 夫。ｉｎｓｔｒ．・ｅｍｐｌ．　　　　　　　　 １９５８
：１６］

　　　　　　　　 「家 へ 向 いつ つ ， 夫 と妻 は 自分 た ちで 町へ 着 い た」

　　 Ｏｓｔ．　　 ｌｏｌｍａＸ　ｏＸｓａｒ　ｐｉｌｎａ　ｍＤｈｂ一η９ｎ ［ＢｏｕＤＡ　　１９３３：５８］

　　　　　　　　　クズ リ 狐 ‘ｗｉｔｈ’ 　 （ｄｕ．）

　　　　　　　　 「狐 と クズ リが行 く。」

　　　　　　　　 蟹 ＿＿ ｊｉ●ぢ一Ｅｗｅｔ－ｎａ　ｇｔｔａ℃９ｎ　［ＳＴＥＩＮＩＴｚ　 １９７５：２３３】
　　　　　　　　 一 人 の 男 妹　 　 　 一ｌｏｋ．　 　 （ｄｕ．）

　　　　　　　　 「妹 と 一 人 の 男 が 住 ん で い る 」

　　 Ｖ ｏ９・　 蒼ｔｅｒ－ａＸｉ　ｍ ｅｔ－ｎｅ－ｔａ－ｔｅｌ　ｊｏＸｔｓ一量’ ［ＢｏｕＤＡ　 ｌ９３３：５８］

　　　　　　　　 君主の娘 下女一３．ｓｇ．－ｃｏｍ．　 （ｄｕ．）

　　　　　　　　 「下 女 と君主 の娘 が や って 来 た 。」

　　　　　　　　ｊｕｋ益●ｎ《…ｔ　ｓｎ６ｕＸ 唇ｌｓｔ［ＬＩＩＭｏＬＡ　　ｌ　９６３：ｌＩ９］

　　　　　　　　　 女 ・ｃｏｍ・ 老人 　 （ｐ１・）

　　　　　　　　 「女 と老 人 が住 ん で い た 。」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 へ

　　　　　　　　 ｉｍ ｐ－ｎａｔ　ｍａ蓉ａＸ ウ《ｋ草ｉ●ｎ　５‘ａＡム：ｎｔ妻ｔ ［ＬＩＩＭｏＬＡ　 ｌ９６３：１２０］

　　　　　　　　　 犬 ・ｃｏｍ・　 猫　 　　 　 　　 　　 　 （ｐｌ．）

　　　　　　　　 「犬 と猫 は一 緒 に住 ま な い 。」

　　 Ｖｏｔｙ．　 ｖｕｍｕｒｔ　ｇｏｎｄ写ｒ。ｅｎ §ａｒ偉 ｋｉ２ｉｌ’１’ａｍ ［ＬＥｗｙ　 ｌ９１１：２６］

　　　　　　　　　　水男　　　 熊・ｉｎｓｔｒ・　　　　 （ｐｌ．）

　　　　　　　　 「熊 と水 男 は人 参 の種 を 蒔 い た 。」

　　 Ｚｉｒ．　　 ｓａｒ－ｐｉ　　 ｎＳｖ－ｋｇｄ　ｐ均 ａｓｎ豊［Ｕ ｏＴＩＬＡ　 １９３８：４８］

　　　　　　　　 皇帝の息子　娘一ｃｏｍ・　　 （ｐｌ・）

　　　　　　　　 「娘 と皇帝 の息 子 は逃 げ た 。」

　　　Ｃｈｅ．　 ｐｅｒβｉ　ｉ’　 ｍａｒａ一δｏｎａ βａｔｇ　ｏｌｎｅｔ　ａｌａｎ ［ＲＡＭｓＴＥＤＴ　 １９０２：１８４］

　　　　　　　　　　　　　１人 　 　男一‘ｗｉｔｈ’ 女 　 　（ｐｌ・、

　　　　　　　　 「む か し， あ る と き， １人 の男 と女 が住 ん で いた 。」

　　　Ｍ ｏｒ．　 ｋｅｒｈｋＳｋａ　ｍａｒｔｈａ　ｇａｊδｒｈａ　ｖｉｄ６ｓｆ　ｓｕｒａ ［ＩＴＫｏＮＥＮ，　Ｅ． １９６６ｂ：３１５］

　　　　　　　　　 すずめ　　 ‘ｗｉｔｈ’　 ねずみ　　（ＰＬ）

　　　　　　　　 「す ず め とね ず み が き びを 蒔 い た 。」

　　　Ｌａｐ． ’ｋｏ　ｔｏｈ　Ｖｕｏｌｌｉ－ｉｎ　ｏｈｔａｎ　ｍｏｏｎａａｉｎ ［ＢＡＲＴＥＮｓ　 ｌ９７２：６９］　　 　 ｔ

　　　　　　　　　　　 彼 一ｃｏｍ・ 　 （ｄｕ．）

　　　　　　　　 「Ｖｕｏｌｌｉと彼 が一 緒 に行 った 時」

４６０
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　 　Ｌｉｖ．　 ｋａ巡 ｉｒ５－ｋｓ　 　　 ａｔ　 ｊｅ’ｌｌｇｎｄｊ ’ｔｓｋｕｐｓ［ＫＡＲＥＬｓｏＮ　 ｌ９５８：２０９］

　 　 　 　 　 　 猫　ねずみ一ｔｒａｎｓ．（ｐ１．）

　 　 　 　 　 　「ね ず み と猫 が一 緒 に住 ん で い た」

　 　Ｆｉｎ．　　 Ｔｙｙｔｙｖａｉｓｉｉｎ　ｋｕｕｌｕｖａｔ　ｍｙ６ｓ　Ｏ ｓｋａｒｉ　Ｔｏｋｏｉ　ｐｕｏｌｉｓｏ・ｉｎｅ－ｅｎ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （Ｐ１．）　　　 　　　　 　　　 　　 夫人・ｃｏｍ・－３．ｓｇ．

　 　 　 　 　 　［ＰｕＬＫＫＩＮＥＮ　　ｌ　９６６ｂ：１５】

　 　 　 　 　 　「ま た， Ｏｓｋａｒｉ　Ｔｏｋｏｉも夫 人 と とも に満足 した人 々 に入 って いた 。」

　 　 Ｅｓｔ，　　 Ｉｓａ　ｐ（）ｊａ－ｇａ　ｌａｋｓｉｄ　　　ｌｉｎｎａ．［ＫＡ，ＲＥＬｓＯＮ　 １９５８：２０９］

　 　 　 　 　 　 父 息子一ｃｏｍ・行 った （ｐＬ）

　 　 　 　 　 　「父 と息子 は 町へ 行 った 。」

　 以 上 の よ うに ，本 来 は述 語 に対 して従 属 的 な副 詞 句 を 形成 す るは ず の従 格 その他 斜

格 要 素 が こ こで は， 述 語 動 詞 の 双 数， あ る い は複 数性 か ら も うか が え る よ うに ，主 語

で あ る名詞 と等 位 関係 を保 っ て い る。　 （但 し， バ ル トフ ィ ン語 で の例 はむ しろ例外 的

に複 数 を と って い る。） こ こで の 従 格 は ， ウ ラル 祖 語 時 代 ， 等位 詞 の ま だ発 達 しな い

段 階 に等位 表現 のた め に 迂 曲 的 に用 い られ た もの と見 る こ とが で きな い で あ ろ うか 。

　 従 格 が等位 表現 に用 い られ るに は次 の よ うな 過程 を経 て い る と考 え られ る。 まず ，

第 １章 で 述 べ た等 位 表 現 の もつ二 義 性 ， つ ま り， 等 位 関係 に おか れ て 表 現 される 二 名

詞 に は， 句 等位 と文 等 位 と い う二 つ の深 層 構 造 が あ る とい う こ とと関 係 して くる。 そ

して， 従 格 を 用 る本 来 の 副 詞 的 表 現 が上 の一 方 で あ る句等 位 と意 味 的 な接 点 を も って

い た た め， 等 位 関係 を迂 曲的 に表 す よ うに な った と考 え る。

　 上 の例 で等 位 表 現 に用 い られ た従 格 （具 格 ） の本 来 の 副 詞 的用 法 は次 の よ うな もの

で あ る。

　 　 Ｏｓｔ，　 逼丞）ｍ－ｎ乙 ｍｏｎｏｓ［ＫＡＲＪＡＬＡＩＮＥＮ　 １９６４：１５４］

　 　 　 　 　 　 　 斧 一ｃｏｍ・

　 　 　 　 　 　 「斧 を 携 え て 行 っ た 。」

　 　 Ｖ ｏｔｙ．　 ｂｕｒ－１醜 ｚ　 　 ≦ｉｈｍ －ｉｎ－１ｚ　 ａｄ’ｄ’２ε ［Ｗ ｌｃＨＭＡＮＮ　 ｌ９５４：１３９】

　 　 　 　 　 　 良 い 一ｉｎｓｔｒ．－３。ｓｇ．目一ｉｎｓｔｒ．－３・ｓｇ・

　 　 　 　 　 　 「良 い 目 で 見 た 。」

　 　 Ｃｈｅ．　 ｉｋ　ｆＵｋｕｒ　ｄｏｎｏ　ａｇａｌ　ｅｄｅｍ ｉｌ’ｅｎ　ｋｅｒｄｅｓｈ ［Ｗ ！ＥＤＥＭＡＮＮ　 ｌ８４７：１７０］

　　　　　　　　パン　‘ｗｉｔｈ，

　　　　　　 「人はパンのみでは生きられない。」

まず，このような文型に，句等位表現が投影されたと推測される。つまり，次の例に

示すように，等位表現の第一段階として，一方の名詞が主語 として現れ，述語動詞は

単数形をとる文型が存在 したと考え られるが，これは，上と表面的には全 く一致 して

いる。いうまでもなく意味論的には本来の従格 表現 に おける主語 と従格名詞の関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ４６１
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　 　 　 は ， 句等 位 に お け る二 名 詞 の 関係 と は異 な る もの で あ る。 従 格 表現 に お いて は， 従 格

　 　 　 にお か れ た 名詞 は主 語 で あ る名詞 に対 して ， 付 随 的， 受 身 的 で あ る。 これ に比 して ，

　 　 　 等 位 関係 に あ る二 名 詞 は， 同 等 に能 動 的 ， 自主 的 で あ る。 しか し， これ ら二 つ の場 合

　 　 　 に共 通 して い る点 と して は， 行為 は た だ一 つ の み で あ り， それ ぞ れ の 二 つ の 名詞 は互

　 　 　 酬 的 で ，他 方 の存 在 を 前提 と して い る と いえ る （文 等 位 で は， これ は 言 え な い）。この

　 　 　 両 義 にま た が る性 格 を， 一一般 に従 格 は有 して い る ら しい こ とは， 多 くの 言 語 で， そ れ

　 　 　 が 副 詞 的 に 用 い られ る場 合 と同 伴 や行 為 の相 手 を示 す場 合 が あ る こ とか ら も理 解 で き

　 　 　 る。 ウ ラル 系諸 語 に もこの よ うに ，述 語 は単 数 形 に と どま りな が ら も， 従 格 （具 格 ）

　 　 　 に おか れ た 名 詞 と主 語 の関 係 はほ ぼ 対等 で， む しろ句 等位 と して 理 解 で き る と見 徹 さ

　 　 　 れ る場 合 が 多 い 。

　 　 　 　 　 Ｖ ｏ９．　 ｍ ａ　Ｕｔｎ　ｐｉｌ・・Ｘｕｊｅｍ　ｐｉｌｎ　ｊａＸｌｏｍ ［ＲＥＤＥＩ　 １９６５：７５］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 私　　　 友人　　 　 ‘ｗｉｔｈ’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 「私 は友 人 と森 を歩 い た 。」

　 　 　 　 　 Ｚｉｒ．　 ｋｏｌｙｓ　６ｔｉｋ　ｍ ａｍ ａ－６ｎ ［Ｗ ＩＥＤＥＭＡＮＮ　 ｌ８８４：１２７〕

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 母一ｉｎｓｔｒ●

　 　 　 　 　 　 　 　 　 「（彼 は ） 母 と一 緒 に死 ん だ 。」

　 　 　 　 　 Ｖｏｔｙ．　 ａｎａｉ４ｅｎ　ａｔａｉ　ｍ ａｒ　ｋａｄ’ｐｏｔεｖａ翼？ ［Ｗ ｌｃＨＭＡＮＮ　 ｌ８９３：８５］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　母 ｃｏｍ・ 父

・　 　 　 　 　 　 　 　 「ど う して 父 は母 と今 や って きた の か 。」

　 　 　 　 　 Ｍ ｏｒ．　 ｓｏｎ　ｊ　ａｒｔｓｙ　ｅｓ　ｊ　ａｌｇａｎｚｏ　ｍ ａｒｔｏ ［Ｗ ＩＥＤＥＭＡＮＮ　 Ｉ８６５：９３］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 友人。３．ｓｇ． ‘ｗｉｔｈ’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 「彼 は友 人 と食 べ た 。」

　 　 　 　 　 Ｆｉｎ．　 ｋｉｒｋｋｏｈｅｒｒａ　ｒｏｕｖ－ｉｎｅ－ｅｎ　ａｓｔｕｉ　ｓｕｏｒａｓｔａａｎ　ｐｉｈａｌｕｍｅｅｎ．［ＰｕＬＫＫＩＮＥＮ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 牧 師　　 夫人一ｃｏｍ・。３・ｓ９・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 １９６６ｂ：１５］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 「牧 師 は夫 人 と庭 の雪 に， 降 り立 った 。」

　 　 　 　 この よ うな段 階 を 経 て ，本 来 ， 述 語 に対 して 限定 的 機 能 を も って い た従 格 が ， 文 法

　 　 　 的 に は次 第 に名 詞 付 随 的 （ａｄｎｏｍｉｎａｌ） な性 格 を帯 び て い った と考 え られ る。 その 結

　 　 　 果 ， 多 くの ウ ラル 語 で は ，次 の例 の よ うに従 格 が 名詞 と文法 的 に ま とま りの あ る名 詞

　 　 　 句 を 形成 して い る と考 え られ る場 合 が少 な い 。

　 　 　 　 　 Ｙｕ．　Ｓａ。　ｌｏｉＬａ 箆 ｐｉｎｔａ－ｈａＯ　 ［ＳＡＭＭＡＬＬへＨＴＩ　 ！９７４：９５］
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　狐 熊一９ｒ３．ｓｇ．‘ｆｏｒ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 「熊 と狐 」

　 　 　 　 　 Ｏｓ．　Ｓａ．　ｉｒａ　ｉｍａｎ－ｏｐｔｉ［１．ＥｗＹ　 ｌ９４１：５刀

　 　 　 　 　 　 　 　 　 老人　 老女一ｃｏｍ・

　 　 　 ４６２
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　 　 　 　 　 「老 人 と老女 」

　 Ｖｏｇ．　 ｋｈａｔ６１－ｎｅｔ　ｊｉ［ＬＩＩＭｏＬＡ　 １９６３：１１９］

　 　 　 　 　 　 　 昼 一ｃｏｍ．夜

　 　 　 　 　 「昼 と夜 」

　 Ｈｕ．　　 ｆｅｒｊ　ｆｅｌｅｓ６９６・ｖｅｌ［ＢＡＴｏＲｉ　 ｌ９６９：１３】

　 　 　 　 　 夫 妻一３．ｓｇ．・ｉｎｓｔｒ．

　 　 　 　 　 「妻 と夫 」

　 　Ｚｉｒ．　　 ｊｅｎ　ｏｍｅｌ’－ｋｕｄ ［ＢＡＴｏＲＩ　 ｌ９６９：１４］

　 　 　 　 　 　 　 　 悪魔一ｃｏｍ．

　 　 　 　 　 「悪 魔 と Ｊｅｎ」

　 Ｖｏｔｙ． 鋤 一ｅｎ　ｔｌ１［Ｗ ｌｃＨＭＡＮＮ　 ｌ９５４：１３９］

　 　 　 　 　 煙一ｉｎｓｔｒ．火

　 　 　 　 　 「煙 と火 」

　 Ｃｈｅ．　 ｋａｚａ　ｄｅｎ　ｍ ａｓｋａ ［ＩＴＫｅＮＥＮ，　Ｅ． １９６６ｂ二３１５］

　 　 　 　 　 　山羊一ｃｏｍ．　 熊

　 　 　 　 　 「山羊 と熊 」

　 Ｍ ｏｒ．　 ｏｆｔａ　ｍａｒｔｈａ　ｒｉｖｉＳ ［ＩＴＫｏＮＥＮ，　Ｅ． １９６６ｂ：３１５］

　 　 　 　 　 　熊 　 ‘ｗｉｔｈ’　 狐

　 　 　 　 　 「熊 と狐 」

　 Ｆｉｎ．　　　ｉｓａ　ｐｏｉｋ－ｉｎｅ－ｅｎ

　 　 　 　 　 父　 息子一ｃｏｍ－３．ｓｇ．

　 　 　 　 　 「息 子 と父 」

　 Ｋａｒ．　 １６ｔｔ６　 こｉｉｌｉＯ－ｋｅ

　 　 　 　 　 かえ る はりねず み一ｃｏｍ・

　 　 　 　 　 「は りね ず み とか え る」

　 Ｌｉｖ・　　　１ｕｄｇｔｔａｂａｔ　ｓＵｔ－ｋｇｋｓ［ＯＩＮＡｓ　　ｌ　９６１：１５ユ

　 　 　 　 　 　 　 狐 狼・ｃｏｍ．

　 　 　 　 　 「狼 と狐 」

　 そ して ， この 名詞 句 が ， 文 法 的 に も等 位 関係 に あ る二 名詞 を 内 包 す る と見 徹 さ れ る

よ うにな る と， す な わ ち， 名詞 付 随 的 （ａｄｎｏｍｉｎａｌ） 副 詞句 が それ によ り修 飾 さ れ る

名 詞 と同 じ文 法 的機 能 を もつ もの と理 解 され る よ う にな る と， 最 初 の 例 で み た と お り，

そ の 名詞 句 が 主語 の場 合 ， 述 語 は 双 数， 複 数 形 を と るわ け で あ る。 この段 階 で， は じ

め て意 味 諭 的 に， そ して文 法 的 に 等位 表 現 と して 完成 した もの と見 徹 す こと が で き よ

う。 ただ し， 述語 が双 数 や 複 数 を と るに至 る過 程 は， 単独 に進 ん だ とい うよ り， お そ

らく同 じ く等 位 表 現 と して並 存 して い た １．Ａ－ｘ Ｂ－ｘ， ２．Ａ Ｂ， ３．Ａ－ｄｕ．Ｂ－ｄｕ， な

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４６３
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どの等位表現では，述語が元来双数，複数であったことに影響されたための混清とみ

た方が良いかも知れない３０》。

　そして，次の例のように，従格の等位表現としての用法は，主語のみに止まらず，

文中の他の要素にも現れ うる。（Ａ－ｃｏｍ．　Ｂ－ｘ）

　　 Ｖｏｇ．　 ｌｌｇ９うｔ　ｌｌｇｌ’ｔｓφＸ識ｒ－ｎ就 ｍｉ蓉ｋεｒＸ－ｎε１ ［ＬＩＩＭｏＬＡ　 １９６３：１２０］　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　怖 　　

若者　・ａｂｌ．

　　 　 　 　 　 「（彼 は） 狐 と少 年 か ら遠 くに残 った 。」

　　 Ｖｏｔｙ．　 ａｒａｋ－ｅｎ　ｓｕｒ－ｅｚ　　 ｊｕｙｕｍ ［Ｗ ＩＥＤＥＭＡＮＮ　 １８８４：２３０】

　　 　 　 　 　 酒・ｉｎｓｔｒ．ビールーａＣＣ．

　　 　 　 　 　 「私 た ち は酒 と ビ ール を 飲 ん だ 。」

　　 　 　 　 　 ａｊｉ一鱒６羊・ｅｎ　ｍ ｕｍこ一ｔ導６別 ｅ６　ｕｊａｍｚεｇｉｎεａｄ’ｄ’ｉｉｍ 　 　 　 　［Ｗ ｌｃＨＭＡＮＮ

　　 　 　 　 　 雄ガモーｉｎｓｔｒ．　 雌 　 ガモーａｂｌ．

　　 　 　 　 　 １９５４：１３９］

　　 　 　 　 　 「雄 ガ モ と雌 ガ モ の泳 ぎだ け見 え た」

　　 Ｖｅｐ．　 ｓ６ｍａｄ ゑｎｉ　ａｉ　ｒｅｂａ２ｅ－Ａｅ　ｈａｎｄｉｋｋａ。ｍｕ　ｔｅｇｈｅ　　 ［Ｋ ＥＴＴｕＥＮ　 １９４３：

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 狐 一ａｌｌ． 　 狼 一ｃｏｍ．

　　 　 　 　 　 ２７４］

　　 　 　 　 　 「た い へ ん た くさん の食 物 が 狼 と狐 に で きた」

　 以 上 の 例 で は ，従 格 （具 格 ） に おか れ た 名詞 は， 意 味 上 は完 全 に一 方 の 斜 格 を と る

名詞 と等 位 に 扱 か わ れ て い る こ と がわ か る。

　 また ， ペ ル ミ系 の ジ リエ ー ン語 ， ヴ ォチ ャー ク語 に は ，次 の よ うに，等 位 関係 にあ

る双 方 の名 詞 が ，従 格 （具 格 ） を と る例 が多 い。 これ は ， 最 初 に述 べ た一 方 だ け が従

格 に お かれ た 表現 よ り一 層 ， 等 位 性 を 強調 す るた め， 従 格 接 辞 が 同一 要 素 と して 反 復

され た もの と見 倣 す こ とが で き る で あ ろ う。

　　 Ｚｉｒ．　　 Ｂｂｌｉｌ－６Ｈ　－ＨｓＨｂ－６Ｈ　 ｃ６員Ｈ－Ｋ）Ｈ．［ＫＡＲＥＬｓｏＮ　 １９５８：２０８］

　　 　 　 　 　 バタ・ｍｓｔｒ．パ ンーｍＳｔｒ．

　　 　 　 　 　 「私 はバ タ ーや パ ンを 飲 み食 い した 。」

　　 Ｖｏｔｙ．　 ｔａ－ｂｅｒεｖｕｍｕｒｔ・ｅｎ　ｇｏｎｄ曾ｒ－ｅｎ　ｌ’ｕｋｏ　ＳａｒｆＳ？ｚｅｓ．［ＬＥｗｙ　 ｌ９１１：２５］

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　水男一・ｉｎｓｔｒ．　 熊一ｉｎｓｔｒ．

　　 　 　 　 　 「水 男 と熊 は今 ， 彼 らの 人参 を分 け合 う 。」

　 この タ イ プの 等 位 表現 は， 文 等 位 で はな く句等 位 か ら派 生 して きた もの ら しい こ と

は， す で に述 べ た 。 この こ とは ， この タ イプ の 表現 が， しば しば 同 時性 ， 共 同性 を 強

３０） これと同様に，従格表現 と等位詞を用 いた等位表現 との混濡 によ り，従格表現 において ，単

　 数の主語が複数述語をとる例 は，印欧語 において も知 られて いる ［ＢＲＵＧＭＡＮＮ　ａｎｄ　ＤＥＬＢＲｉｊＣＫ

　 ＩＩ　 １９０６：４６２，　Ｖ　 １９００：２５５］。

４６４
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調 す るた め ・ｔｏｇｅｔｈｅｒ　ｑ一 緒 に ’に 当 る副 詞 を 任 意 的 に加 え る こ とか らも支 持 され る

と思 う。 す な わ ち・ 第 Ｈ章 に おい て， 英 語 の例 を と って示 した よ うに， 句 等 位 か ら派

生 した 等 位 文 は・ 任 意 的 に ｔｏｇｅｔｈｅｒ を と って パ ラ フ レー ズ を造 り得 た。 これ と同様

に， ｔｏｇｅｔｈｅｒ に 当 る副 詞 を加 え得 る 等 位 表 現 は 句 等 位 を 深層 構 造 に 持 つ とい え るの

で はな い か 。

　 　 Ｖｏｇ．　 ａｍｐ．ｎａｔ　ｍｇ§ａＸ　ｇ（ｋ導ｉ’ｎ　ａ●ａＡａ＝ｎｔ参ｔ［ＬＩＩＭｏＬＡ　 １９６３：１２０］

　 　 　 　 　 　 犬 ・ｃｏｍ・　 猫　　　一緒 に

　 　 　 　 　 　 「犬 と猫 は一一緒 に住 まな い。」

　 　 Ｖｏｔｙ．　 Ｄａｒｊ　ａ－ｅｎ　Ｍ ａｒｊａ－ｅｎ　ｖａｔ蓉ｅ　Ｓｉｎ　ｕξｋｏｚｙ．【Ｗ ＩＥＤＥＭＡＮＮ　 １８８４：２３０］

　 　 　 　 　 　 　 　－ｉｎｓｔｒ．　　 －ｉｎｓｔｒ・相互に

　 　 　 　 　 　 「Ｄａｌｊａ　Ｍ ａｌｊａ は相 互 に見 合 っ た。」

　 　 Ｃｈｅ．　 ｍ５延　ｔｕｔ．ｔｅ’ｎ　ｐｏｒｌ’契’ｋａｉｎム●．［Ｗ ｌｃＨＭＡＮＮ　 ｌ９７８：２３５］

　 　 　 　 　 　 私 　 彼一ｃｏｍ・一 緒に

　 　 　 　 　 　 「私 と彼 は一 緒 に行 った 。」

　 　 １．ａｐ．　 ｋｏ　ｔｏｈ　Ｖｕｏｌｌｉ・ｉｎ　ｏｈｔａｎ　ｍｏｏｎａａｉｎ．［ＢＡＲＴＥＮｓ　 １９７２：６９］

　 　 　 　 　 　 　 　彼　　　 ・ｃｏｍ・一緒 に

　 　 　 　 　 　 「彼 が Ｖｕｏｌｌｉと一 緒 に行 った 時 。」

　 ま た， 前 の 節 で述 べ た よ うに一 方 の 名 詞 に従 格 を用 いた 等位 表現 の場 合 ， 主 格 と し

て現 れ る 一 方 が 人 称 代 名 詞 の 時 は ， 双 数 ， 複 数 を とる こ とが あ った 。 （Ａ。ｄｕ．　Ｂ－

ｃｏｍ．）　 しか し， 次 の例 で は主 語 は 普通 名詞 で あ る に もか か わ らず双 数 形 を と って い

る。

　 　 Ｙｅ．　Ｓａ．　ＯｎａｃＨｇ－ｘＨ’ｏＨａｔｉ　Ｈｇ’Ｈｏ’６Ｈｐε６ＨｘＭ’［ＴＥＲＥｓＨｃＨＥＮＫｏ　 ｌ９７３：１９】

　 　 　 　 　 　 　 魔女　 ｄｕ・　 女　　一ｃｏｍ．　　　 （ｄｕ．）

　 　 　 　 　 　「魔 女 と女 が住 ん で い た 。」

　 こ こで 「魔女 」 とい う名 詞 は双 数 で現 れ て い るが ， 述 語 が 双数 で あ る ことか ら も，

「一 人 の 魔 女 と一 人 の女 」 で あ る と考 え られ る。 これ は，等 位 表 現 と して ， 前 節 第 ＩＶ

章 ３． で 述 べ た 数要 素 を用 い るタ イプ と， この節 で検 討 した従 格 を用 い るタ イ プ の両

者 の特性 を もつ もの であ る。

　 最 後 に， こ こまで 見 て きた よ うな従 格 の機 能 を もつ 要 素 は， しば しば， そ れ ぞ れ の

言 語 で他 の要 素 と共 通 点 を もつ こ とに触 れ て お きた い 。一 般 に， 従 格 に用 い られ る要

素 は非 常 に種 類 が多 く， そ の う ちの い くつ か は歴 史 的 に も浅 い もの で あ るが ， 一般 的

に言 って ， それ らは同 起 源 の 副 詞 と強 い繋 りを も って い る と言 え る。 エ ス トニ ア語 の

璽 は ・副 詞 逗 「～ も」 と 同 起 源 で あ るが ， 元 来 は ｋａｎｓａ 「人 々」 か ら派生 した

「一緒 に」 の意 味 を もつ 副 詞 で あ った ら しい。 同様 に， ヴ ェプ シ ャの 一ｍｕ は 同形
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の副 詞 「一 緒 に」， カ レ リア語 の 一ｋｅ も副 詞 ｋｅｒａ 「一 緒 に」 と起 源 を 同 じ くして い

る。 また ， オス チ ャー クの従 格 的 後 置 詞 ｐｉ１－ｎａ は，　ｐｉ１‘仲 間 ’十 ｐ （所 格）〉 「仲 間 と

な って」〉 「一 緒 に 」 を経 て後 置 詞 にな った もの と考 え られ る。 更 に ラ ップ語 の 複 数 の

従 格 群 一ｇｕｉｍ は ，　 ｇｕｏｉ’ｂｍｅ 「仲 間」 に， ユ ラ ックサ モ ィ エ ー ド語 の従 格 辞 塾 も

同 形 の 名詞 ｈａ 「仲 間」 に起 源 を もち， 上 と同様 に， 「仲 間 と して」〉 「一 緒 に」 を経

た もの と推 測 で きよ う。 した が って ， この こ とか らも， 従 格 を 用 い る等 位 表 現 は， 二

名 詞 間 の 同時 性 ， 同伴 性 を 内包 す る もの で あ った といえ るの で は な い か。

　 ５． 具 備 形 容 詞 派 生 接 辞 を 用 い る タ イ プ

　 こ こで検 討 しよ う とす る具 備 形 容 詞 （Ｎｏｍｅｎ　ｐｏｓｓｅｓｓｏｒｉｓ）接 辞 を 用 い る等 位 表 現 は・

文 法 的 従属 関係 を転 用 す る とい う点 で， 第 ４節 の 従 格 を用 い る場 合 と共 通 して い る。

４．で は ，従 格 を もつ 名 詞 は述語 に対 して従 属 す る副 詞 句 を形 成 した が ， この具 備 形容

詞 は， 一般 に名詞 に従 属 す る形容 詞 句 を形 成 す る。 この 派生 接 辞 は本 来 ，　 「～ で 装備

され た 」 「～ を も った」 「～ つ きの」 とい う意 味 の 形容 詞 を造 る。 ま ず 派生 接辞 と し

て の 本 来 の 用 法 を あ げ る。

　 　 Ｃｈｅ．　　 ｌａｔｋｏｋ　ｒｏ乏ａ－ｎ　ｔ（）ｊ　－ｋｕｒａｊ　－ｅｔ　 ［ＰＡＡｓｏＮＥＮ　 １９３９：ｌｌ３］

　 　 　 　 　　 　 １２　 穴一ｐｏｓ．真鍮の箱 ２．ｓｇ・

　 　 　 　 　　 「お まえ に は１２穴 の つ い た真 鍮 の箱 が あ る。」

　 　 Ｏｓｔ．　　　ｔａｎｔ－ｏＯ　　ａｓ　ｊｇＸｏｔ　ｊｉＫ）’ｋ　［ＳＴＥＩＮＩＴＺ　　Ｉ　９７５：３７４］
　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　ヘ ロ　　　　く

　　　　　　 穀物・ｐｏｓ・オビ

　　　　　　 「恵多きオビ川の水辺」

　 つまり， この接辞のついた名詞 Ａ が，あとに来 る名詞 Ｂに対して，形容詞として

修飾するわけで，被修飾語 となる名詞は，文法的には，先行する形容詞句を支配する。

　 このような文法的従属一支配関係を等位表現に用いようとする例は，いくつかのウ

ラル系諸語に見 られ，記録されているが，前節の従格を用いる場合に比べ非常に少い

といえる。むしろ，ペル ミ系を除き，他の言語では一時的，偶発的なものか，二二名詞

間に特別な意味関係がある場合に限 られているように思える。いわば萌芽的段階の域

を越えることができなかったとすべきかも知れない。過去の研究で，等位表現 として

扱かわれているものを次に示す。（Ａ－ｐｏｓ．　Ｂ）

　 　 Ｙｕ・Ｓａ・§ｒβ写６ββ・ｊ義ｈ ℃，　ｐｉ襲 ｕβ養ｇｉ　ｊ迦 ℃ ｔ鱒 ｈｅ　ｊｆｆ９’Ｓｉδａ　 ［ＬＥＨＴＩｓＡＬｏ　 ｌ９４７：
　　　　　　　　　　　　　　夜一ｐｏｓ・　　 日

　　　　　　 ２０３］

　　　　　　 「更に７日夜と昼彼はそこで横になった。」

４６６
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　 Ｏ ｓ．　Ｓａ．　ｅｎｄａ－１　ｔｅｓｓｅ　ｏｒａ　１きａ１きｉｄ ［ＳＥＢＥｓＴＹＥＮ　　１９５８：２０］

　 　 　 　 　 　 弓・ｐｏｓ・　 矢

　 　 　 　 　 「（彼 女 は ） 弓 と矢 を 与 え た 。」

　 　 Ｏ ｓｔ．　 ｍ ｅｇ－ｅｎ　ｊｉｎｋｅｔ　ｉｇａ ［ＦｏＫｏｓ－ＦｕｃＨｓ　 ｌ９６２：１０４］

　 　 　 　 　 　 陸 ｐｏｓ・　 水

　 　 　 　 　 「陸 と水 の 君 主 」

　 Ｖ ｏ９．　　 ｓａｔ　ｅｔ－ｉη　 κヨｔｇｌ　ｌａｐ　ｔａｒｔａＸｔａｓｔ ［ＦｏＫｏｓ－ＦｕｃＨｓ　 １９６２］

　 　 　 　 　 　 ７ 夜一ｐｏｓ・　 日

　 　 　 　 　 「７昼 夜彼 は隠 れ た 。」

　 　Ｚｉｒ．　　 ｆｉｅｊ－ａ　ｖｕｄｉ　［ＢＡＴｏＲＩ　 ｌ９６９：１４］

　 　 　 　 　 矢一ｐｏｓ・　 弓

　 　 　 　 　 　「矢 と弓 」

　 　 　 　 　 ｌｕｎ－ａ　ｖ（）１ ［ＢＡＴｏＲＩ　 １９６９：１４］

　 　 　 　 　 　日一ｐｏｓ． 夜

　 　 　 　 　 　「日 と夜 」

　 　Ｖｏｔｙ・　　ｈｕｎ－ｏ　ｖｉｎ　［ＢＡＴｏＲＩ　 １９６９：１４］

　 　 　 　 　 　兄一ｐｏｓ・ 弟

　 　 　 　 　 　「兄 と弟 」

　以 上 の よ うに ， この 表現 に現 れ る名 詞 に は， 土 一 水 ， 昼 一 夜， 弓一 矢 ， 兄 一 弟 の よ

うに相 互 に隣 接 関係 にあ る もの の組 み 合 せ が 多 い の は興 味 深 い。

　 と ころ で ， こ こで 考 え られ る こと は， 具 備形 容 詞接 辞 を 用 いた等 位 表現 が可 能 な の

は， （少 な くと も， そ の初 期 の発 達段 階 に お いて は）深 層 構 造 にお い て ， 句等 位 を成 し

て いた た め で は な いか とい う こ とで あ る。 つ ま り，句 等 位 に お か れ る二 名詞 は ，述 語 動

詞 の 示 す行 為 に対 して ， 互 い に 同 時的 ， 同 伴 的 関係 を 内包 して い る と考 え られ る 。 は

じめ に 具 備 形容 詞 と して の 本 来 の 用法 を 示 した と お り， これ が名 詞 の修 飾語 と して用

い られ る場 合 ，文 法 的 には も ち ろん ，意 味 的 側 面 か ら も， こ の派 生 接 辞 の つ い た 名詞

は被 修 飾 語 で あ る名詞 に対 して ，付 随的 ， 受 身 的 存 在 で あ った 。 しか し，一 方 で は，

同時 的 ， 同 伴 的要 素 を も って い る こ とも事 実 で あ る。筆 者 は， 従 格 が 等 位 表現 に用 い

られた の と同 じよ うに， 具 備 形 容 詞接 辞 の場 合 も， この 同時 性 ・同 伴 性 とい う意味 上

の共 通 性 を接 点 と して， 句 等 位 表 現 に転 用 され た と推 測す る。 等 位 関係 を表 す 有 効 な

手 段 を持 た なか った段 階 に お いて は， この よ うに本 来 は別 の機 能 を もつ 要 素 を他 に転

用 す る こ とは充 分 あ り得 た と思 わ れ る。 そ の際 両 者 間 の差異 は大 して問 題 に な らな か

った と想 像 で き る３１）。

３１） このような具備形容詞派生接辞を用いた等位表現に関 して，双数であ ったことの残存 によ る

　 ものであ るという説，強意の小詞であるとす る説などがある ［ＰＥｂｒＴＴＩＬＡ　１９２４：１９１・－１９５］。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４６７
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　 さて ， この よ うな 方 法 を生 産性 の あ る等 位 表 現 に発 展 させ た の は ジ リエー ン語 で あ

る。 こ こで 特記 すべ き こ と は， ほ とん ど の表 現 に お いて ， 派生 接 辞 は両方 の 名詞 に現

れ る こ とで あ る。 こ の理 由 と して は ， 同一 要 素 と して 反 復 す るこ と に よ り等 位 性 を 強

調 しよ う と した た め か， あ る いは ，紛 れ や す い， 単 な る修 飾 語 と して の 用 法 と区別 す

るた め か ， い ず れ か で あ ろ う。 （Ａ－ｐｏｓ．　Ｂ－ｐｏｓ．）

　 　 Ｚｉｒ．　 　 ｅ｛ｄ’２ｇｓ　ｍ ｇｄａｒａｓ董６（）ｊ－ａ　ｖｏｋ－ａ　ｋｕｔａｓ　Ｓｅｒａｖｎｉ．［ＰＥＮＴＴＩｄｉ　 １９２４：１９１】

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　妹一ｐｏｓ・兄一ｐｏｓ．

　 　 　 　　 　 「戸 の う しろで 妹 と兄 が笑 い は じめた 。」

　 　 　 　　 　 ｛Ｓ§「ｓ－ａ　　ｔｕＰｉｌ’－ａ■§ｓ　　　 垣１工§ｔｉ・［ＰＥＮＴＴＩＬ２　　１９２４：１９２］

　 　 　 　　 　 糸車一ｐｏｓ・糸だま・ｐｏｓ・－ａｃｃ・

　 　 　 　　 　 「私 は糸 車 と糸 だ ま を た た い た 。」

　 　 　 　　 　 ｋｕｊｉｍ　ｌｕｎ－ａ－ｖ（）ｊ－ａ　 ｋｕｉｌｉ［ＦｏＫｏｓ－ＦｕｃＨｓ　 ｌ９６２：１０４］

　 　 　 　　 　 　 　 　 日。ｐｏｓ．夜一ｐｏｓ．

　 　 　 　　 　 「私 は ３日 ３晩 ， 横 にな った 。」

　 以 上見 て きた よ う に， 具備 形 容 詞 は 名詞 の 従格 （具 格 ） と共 通 す る性 格 を有 して い

る こ とが わ か る。 さ らに次 の事 実 も， これ を支 持 して い る と考 え られ る。 ウ ラル系 諸

語 で は， 品 詞 間 の転 用 が しば しば起 るが ，具 備 形 容 詞 が 副詞 化 し。 従 格 （具 格） 的 に

用 い られ る こ とが多 い。 Ｒａｖｉ】ａ は， 具 備形 容 詞 が 本 来 の被 修 飾 語 で あ る名 詞 の あ と

に移動 す る こ とに よ り・ 副 詞 化 が始 ま る と言 う ［ＲＡＶＩＬＡ　 １９４１：４４］。

　 　 Ｚｉｒ．　　 ｓｉｌｌ　ｐａｎ感ｄ　Ｉｏｉ　ｋｕｐｅ｛６　ｔＣｖａｒ－ｄｏｄ’ｄ’－ａ ［ＲＡｖｌＬＡ　 ｌ９４１：嘱 ］

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 商人　　荷 機　　　一ｐｏｓ．

　 　 　 　　 　 「彼 に 向 って商 人 が荷 櫨 と と も にや って来 た 。」

　 さて ，以 上第 ＩＶ章 ４．と ５．で検 討 した等 位 表 現 は， 基 本 的 に は句 等 位 を 表 す もの で

あ っ た と推 測 で き るの に対 し， 次 に扱 う二 つ の タ イ プ は ど ち らか と言 え ば， 文 等 位 に

傾 斜 して い る と考 え られ る。

　 ６． 附 加 ・強 意 の 後 接 辞 を 用 い る タ イ プ

　 ゥ ラル 諸 語 に は， 語 を 強調 した り， 追 加 的 （ａｕｇｕｍ ｅｎｔａｔｉｖｅ）意 味 （「～ も」） を与

え る際 に は， 後 接辞 （ｅｎｃｌｉｔｉｃ　ｐａｒｔｉｃｌｅ）を 用 い る表現 が多 い こ とは ，先 に第 皿章 で 述

べ た 。 い くつ かの言 語 で は， この後 接 辞 を 用 い て等 位 表 現 を行 な う こ とが あ る。 まず ，

語 に 強意 や 追 加 的 を加 え る本 来 の用 法 を 例示 す る。

　 　 Ｏｓｔ．　　 ｋａｔ－ｐｏ　ｗｏｔ’ｋｏｌｉぢｏｎ ［ＧｕＬＹＡ　 Ｉ９６６：９５］

　 　 　 　　 　 家一ａｕｇ．

　 　 　 　　 　 「家 も焼 け落 ちて しま った 。」

４６８
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　　　　　　　 Ｖｏｇ．　 ｔｉ蓉誉ｔ６１　ｉｈ－ｐｅｌ§１参ｎｔδｔ．［ＬＩＩＭｏＬＡ　 １９６３：１０３］

　　　　　　　　　　　　　　　　　今・ａｕｇ・

　　　　　　　　　　　　 「彼 らは この富 で 今 も暮 して い る 。」

　　　　　　　 Ｈｕｎ．　 Ｍ ａｒｉａ　 ｉｓ　 ｔａｎｕ１６．

　　　　　　　　　　　　　　　　 露

　　　　　　　　　　　　 「マ リア も学 生 だ 。」

　　　　　　　 Ｃｈｅ．　 ｋｏｔ首ｉｓｕｍ－ａｔ　ｓｔεｌ　ｙｍ ｐａｋ §ｉｎｔｅｎａｍ ．［ＬＥｗｙ　 １９２２：７３］

　　　　　　　　　　　　　　食事　ａｕｇ．

　　　　　　　　　　　　 「食 物 もテ ー ブル の 上 に 用 意 した 。」

　　　　　　　 Ｍ ｏｒ．　 ｉｄｕｍ ａξ壬ｐｏｐ　ｄｌ　ｄ’ｉｊ　ａｋｏｎ－ｇａｋ　ｍｏｌ’ｌｈｅ．［ＰＡＡｓｏＮＥＮ　 １９４１：３０８］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　執事 　 一ａｕｇ．

　　　　　　　　　　　　 「そ して， 牧 師 と執 事 も行 こ うと思 っ．た 。」

　　　　　　　 Ｆｉｎ．　 Ｍ ｉｎａ－ｋｉｎ　ｔｕｌｅｎ．

　　　　　　　　　　　　　 私　 ａｕｇ．

　　　　　　　　　　　　 「私 も行 く。」

　　　　　　 上 の例 で 明 らか な よ うに ， この後 接 辞 は ， 先 行 す る同様 の表 現 ， あ る いは 文 脈 を前

　　　　　 提 に し， そ れへ の追 加 を 示 す もの と して 用 い られ て い る。

　　　　　　 さて ，実 際 に この後 接 辞 を用 い た等 位 表 現 で は ，次 の よ うに等 位 に おか れ る二 名 詞

　　　　　 双 方 に後接 され る こと が多 い 。

　　　　　　　 Ｏｓｔ，　　 ｔ丘 ｔＵｎｅｔ，　ｔ丘 Ｘｕｔｅｄａｔ　ｉｎ－ｐａ　 Ｕｔｔｅｔ，　ｔａηａ－ｐａ　 Ｕｔｔｅｔ．　　　　　［ＬＩＩＭｏＬＡ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今 ａｕｇ・　　　　　　　 後　　ａｕｇ．

　　　　　　　　　　　　 １９６３：１０３］

　　　　　　　　　　　　 「この 富 と この幸 で 今 も後 も暮 す 。」

　　　　　　　 Ｖｏｇ．　 Ｓｈ§ｕｈ－ｐｅｌ　ｈｏＳｒｅｎ，　ｅｅｋｗｅ－ｐｅｌ　ｈｏａｒｅｎ ［ＣｏＬＬＩＮＤＥＲ　 ｌ９６９：３３８］

　　　　　　　　　　　　　 老人一ａｕｇ・　　　　　　 老女一ａｕｇ・

　　　　　　　　　　　　 「老人 も裸 に な った。 老 女 も裸 に な った。」

　　　　　　　 Ｈ ｕｎ．　 Ａｚ　ａｔｌ６ｔａｋ　ｉｓ，　ａ　ｌａｂｄａｒ６９６ｋ　ｉｓ　 ｓｚｅｒｅｐｅｌｎｅｋ　ｍ ａ．［ＢＡＮＨＩＤＩ－ＪｏＫＡｙ・

　　　　　　　　　　　　　陸上選手　ａｕｇ・フ ットボール選手ａｕｇ・

　　　　　　　　　　　　 ＳｚＡＢ６　　１９６４：３５５］

　　　　　　　　　　　　 「今 日は 陸 上選 手 もフ ッ トボ ー ル選 手 も見 る こ とが で き る。」

　　　　　　　 Ｃｈｅ．　 ｐｏｇｅｎｅｔ　ｔｓｙ１’ａｗ１’ａｍ，　ｍ ａｚａｒ　ｍｏｎｅｔ，　ｃｈｕｄａｗ１’ａｍ－ａｔ　ｐｕｒａｗｌ’ａｍ －ａｔ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 悪い もの　 ａｕｇ． 良 いもの　ａｕｇ．

　　　　　　　　　　　　 ［Ｗ ＩＥＤＥＭＡＮＮ　 ｌＳ４７：５２】

　　　　　　　　　　　　 「彼 らは悪 い もの も良 い もの も で き るだ け多 くあ つ め た 。」

　　　　　　　 Ｍ ｏｒ・　 ｍ ｏｎ－ｇａｋ　ｔｏｎ－ｇａｋ

，　　　　 　　　 　　　　 　 私一ａｕｇ．あなた・ａｕｇ．

　　　　　　　　　　　　 「私 もあ な た も」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ４６９
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　　 Ｆｉｎ・　　 ｔａｌａｖｅｌｌａ－ｋ　ｋｅｓｉｌｌａ－ｋ　ｋｕｎ　ｓｉｔａ　ｋｕｌｅｔｔｉｉｎ・［ＰｕＬＫＫＩＮＥＮ　　ｌ　９６６ａ：６６］

　　 　　 　　　 冬 に一ａｕｇ・ 夏 に一ａｕｇ．

　　 　　 　　 「冬 に も夏 に もそ こを通 った ものだ が」

　 これ らは， す べ て 二 つ の独 立 した文 に言 い替 え る ことが で き る。 た とえ ば， ハ ンガ

リー語 の例 文 は， 次 のよ うに な る。

　　 Ｈ ｕｎ．　 Ａｚ　ａｔ１６ｔゑｋ　ｓｚｅｒｅｐｅｌｎｅｋ　ｍａ．　 Ａ　ｌｕｂｄａｒｄｇ６ｋ　 　ｓｚｃｒｅｐｅｌｎｅｋ　ｍ ａ。

　　 　　 　　　 　 陸上選手　 　　 　　 　　 　　　 　 フッ トボール選手

　 した が って， この よ うな 強意 ・追 加 の後 接 辞 を用 い る等 位 は，二 文 の追 加 的 接 続 の

形 式 に文 等 位 が投 影 され た もの と見 る こ とは で きな い で あ ろ うか 。 つ ま り， 一 つ の名

詞 の み が異 な り， 相 互 に等 位 関係 に あ る二 文 を ， 一 つ の ま と ま りの あ る表現 に縮 約 す

るた め に， 本 来 ， 追 加 の 意 味 を もつ後 接 辞 が 用 い られ た と見 徹 せ よ う。 と ころ が， 等

位 表 現 と して， こ の後 接 辞 が用 い られ る場 合 ， 例 で見 た と お り， ほ とん どの場 合 ， 双

方 の 名 詞 に現 れ る の が普通 で， 「～ も～ も」 とい う様 に， 単 な る等 位 以 上 に等 位 性 が

強 調 され て い る よ うで あ る３２）。

　 一方 ，次 の例 の よ うに ， 後 の文 の 当該 名 詞 に の み， 後 接 辞 が用 い られ る場 合 は， 二

文 の並 置 に比 べ， 二 つ の 命 題 は 緊密 に結 ばれ て い る とは い え， 純 粋 な 等位 関係 に あ る

の か ， 後者 は単 な る追 加 か は 断定 しに くい。

　　 Ｏｓｔ・　 ｊｏｇｅｔ　ｅｎ　ｔａｉｄａｍ，　ｎｏｔ－ｐａ　ｅｎ　ｔａｉｄａｍ．［ＰＡＴＫＡＮｏｖ　 １９１１：１６９］

　　 　　 　　　 弓　　 　　　 　　　矢一ａｕｇ・

　　 　　 　　 「私 は弓 を持 た な い。 ま た矢 さ え持 たな い。」

　　 Ｖｏｇ．　 ｔｏｎ　ｍ（）ｊｉＯ　ａｈ忌ｕｈ　ｗｏｎｌｉ　ｐｅｌ　ｌｏａｔｔｉ．３３）［ＣｏＬＬＩＮＤＥＲ　 ｌ９６９：３３６］

　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 座 った ａｕｇ．言 った

　　 　　 　　 「老 いた客 は座 って言 った 。」

　　 Ｈｕｎ．　 ｅｌｔｅｌｔ　ａｚ　ｅｌｓ６　ｎａｐ，　ｅｌｔｅｌｔ　ａ　ｍ ａｓｏｄｉｋ　ｉｓ．［ＳｚｌＮＮＹＥＩ　 １９５０：９５］

　　 　　 　　　 　　 　　 第 １日 　 　 　 　 　　第 ２　 　 ａｕｇ．

　　 　　 　　 「第 １日が過 ぎた ， そ して ２日 目 も過 ぎた 。」

　 次 の フ ィ ン語 の例 で は， 後 接 辞 は後 者 の名 詞 にの み現 れ て い る。

３２）Ｐｕｌｋｋｉｎｅｎ ［１９６６ａ］は，フィン語の後接詞 一ｋｉｎを反復 させ る等位表現が， 東部 を中心 に独

　 自の発達 を遂 げ，慣用句 として品詞を問わず残 っていることを指摘 して いる。 しか し同時に，

　 この現象は他の ウラル系諸語で も大な り小 なり見 られるウラル的等位表現 と見ている。

３３）ヴ ォグール 語の 鯉 は動詞につ くと， 日本語 の接続助詞 「と」 と非常に似た性格を 示す。

　 「と １は動 詞連体形について， 文を続 ける働 きがあるが， 単なる等位 接続の他，条件，時間的

　 配列な ど，い くつかの関係を含意す る。

　　 朝起 きると，顔を洗 う。

　　 寒い とす ぐ風邪をひ く。

４７０
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　 　 Ｆｉｎ．　 Ｍ ｉｅｈｅｎ　ｊａ　ｈｅｖｏｓｅｎ　ｙｓｔａｖｙｙｓ　ｏｎ　ｍｕｉｓｔｅｔｔａｖａ　ｋｏｔｏｓａｌｌａ，　ｍａａｎｔｉｅｌｌａ，

　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 家で 　　　 路上で

　 　 　 　 　　 ｍ ｅｔｓａｓｓａ．ｋｉｎ．［ＰｕＬＫＫＩＮＥＮ　 １９６６ｂ；１６９］

　 　 　 　 　　 　 森で　 ａｕｇ・

　 　 　 　 　　 「人 と馬 の友 情 は家 や 路 上 や森 の 中 で も思 い 出す べ きだ 。」

　 　 　 　 　　 ｓｕｏｍｅｎｓｉ　ｊ　ａ　ｍｕｋａｉｌｉ　ｌｙｒｉｉｋｋａａ，　ｎａｙｔｅｌｍａａ。ｋｉｎ．　 　 　 ［ＰｕＬＫＫＩＮＥＮ

　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 叙情詩　　　　戯 曲　　 一ａｕｇ．

　 　 　 　 　　 １９６６ｂ：１６９］

　 　 　 　 　　 「叙 情 詩 や そ して ま た戯 曲を フ ィ ン訳 し脚 色 した 。」

　 これ らの例 で は， や は り純 粋 な 等 位 とい うよ り， 強 意 や 追 加 の要 素 が濃 い とい え よ

う。

　 そ れ に対 し次 の例 に見 られ るチ ェ レ ミシ語 の場 合 は， 一 緒 ’に を意 味 す る ｐｉｒｌａ と

共 に ，句 等 位 と して用 い られて い る。

　 　 Ｃｈｅ．　 ｔｕδ一ａｔ　ｍｉ丘一ａｔ　ｐｉｒｌ粂’ｋａｉｎ義．［Ｗ ｌｃＨＭＡＮＮ　 ｌ９７８：２３４］

　 　 　 　 　　 彼一ａｕｇ． 私一ａｕｇ・一緒に

　 　 　 　 　　 「彼 と私 は一 緒 に行 く。」

　 しか し， も し， こ の追 加 の後 接 辞 が基 本 的 に文等 位 に近 い関 係 を 表 現 す る とい う仮

設 が 正 しけ れ ば， この例 と は 矛 盾 す る こ とに な る。 つ ま り， 第 Ｈ章 で 見 た と う り，

‘一緒 に ’ とい う副 詞 は句 等 位 に は加 わ り得 て も
，文 等 位 とは相 入 れ な い 。 他 言 語 の

これ に 対応 す る後 接 辞 の 場合 か らみ て も， 上 の 例 に あ るよ うな表 現 は極 め て例 外 的 と

い え るで あ ろ う。

　 ７． 独 立 小 辞 的 等 位 詞 を 用 い る タ イ プ

　 ６．で 扱 った タ イ プ が ど ち らか とい う と， 常 に語 に 後 置 さ れ る小 辞 で あ った の に 対 し，

こ こで 検 討 す る要 素 は， 語 と して 自律 性 を もつ もの で あ る。 た だ し， 外 国 語 か らの借

用 語 は ， 次 の 節 で検 討 す る。 ま ず， 等 位 表 現 と して の 例 を あ げ てみ る。（Ａ ｃｏＢ）

　 　 Ｙｕ．　Ｓａ．　ＭＨＩＩＩａ　ＨＡ６Ｈ　ＢａＨＡ　ＴｏｘｏＡａＨＢａＨ３ｂ　ｘａｆｉｘａ’．［ＴＥＲＥｓＨｃＨＥＮＫｏ　 ｌ９７３：１６］

　 　 　 　 　　 　 　 　 可

　 　 　 　 　　 「ミー シャ と ウ ァー ニ ャは学 び に行 った 。」

　 　 Ｔａ・Ｓａ・ＣｙＨＪｔａｉｑｙＡｆｌ　ＡｎｇＹＰ” ＨＨＨｉ碁ｙＨＹＨＴｇｒｇＴｙＭｙ” 慰ｙ３ａｔｉ　ＵｏＨ３ ６ａｘＨ３舶

　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 草の実　 ｃｏ．　 きの こ

　 　 　 　 　　 ［ＴＥＲＥｓＨｃＨＥＮＫｏ　 ｌ９７３：１８］

　 　 　 　 　　 「秋 に は， ツ ン ドラで草 の実 や きの こを集 め ます 。」

　 　 Ｏｓ．　Ｓａ．　ａｓａｍ　ａｉ　ａｍａｎ　ｋｕｅｓｓ．［ＣＡｓＴＲＥＮ　ａｎｄ　ＬＥＨＴＩｓＡＬＯ　 ｌ９６０：２４３］

　 　 　 　 　　 父　　ｃｏ．　 母

　 　 　 　 　　 「父 と母 は行 った 。」

　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 ４７１
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　 　 Ｏ ｓｔ・　 ｊｅｍ ｏＯ　ｈｏｌ　ｐａ　ｗｏ§ 鱒 Ｘ　Ｘ（）ｊｅ　６ａｈａ　ｊ６Ｘ息 灸ｔ　ｇｊｏｔｌａｊｔｇ？３４）　 ［ＳＴＥＩＮＩＴｚ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 へ 　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　く

　　　　　　 聖なる岬 　　ｃｏ・

　　　　　　 １９７５：５３】

　　　　　　 「Ｓａｆｉａ の住 人 で 聖 な る岬 と ｗｏｓｌＵＸ を 知 らぬ もの は い よ うか 。」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 へ

　　Ｖｏ９．　 ｉａｔｇｒ よδ ｔ６ｋＸ　ｔｏ　ｓａβｔ費ａ・［ＫＡＮＮＩｓＴｏ　 ｌ９５１：３０］

　　　　　　 雌鶏 ｃｏ．雄鶏

　　　　　　 「雌鶏 と雄 鶏 が 今 ， 芽 を つ い ばん で い る 。」

　　　　　　 ＫＨＴ　Ｂａｃ　ｏｃ　ａＫＢ　　 ｃｅｆｉｂｌｐ　ａｎａｃｙＢ．［ＲｏＭＢＡＮＤＥＪＥｖＡ　 ｌ９５４：ｕ】

　　　　　　　　　か も ｃｏ．かま しぎ

　　　　　　 「カモ とか ま しぎ ２匹 だ け行 った 。」

　　Ｈ ｕｎ．　 Ａｚ　ａｐａ　６ｓ　ａｚ　ａｎｙａ　ｍａｒ　ｋｏｎｙｈゑｂａｎ　ｖａｎ．

　　　　　　　　父　 　ｃｏ。　 母

　　　　　　 「父 と母 は台 所 に い る。」

　　　　　　 ｖｏｌｔ　ｅｇｙｓｚｅｒ　ｅｇｙ　６ｒｅｇ　ｅｍ ｂｅｒ　ｍ ｅｇ　ｅｇｙ　６ｒｅｇ　ａｓｓｚｏｎｙ・　 ［ＳｚＩＮＮＹＥＩ

　　　　　　　　　　　　　　　 老いた　 人 　　　ｃｏ．　 　 老いた　　女

　　　　　　 １９５０：９５］

　　　　　　 「あ る と き老 人 と老 婆 が いた 。」

　　 Ｆｉｎ．　　 ｈａｎｋｋｉａ　ｒａａｋａ－ｊａ　ｋａｙｔｔ６ａｉｎｅｉｔａ　ｓｅｋａ　ｔｙ６ｖａｌｉｎｅｉｔａ ［ＮＳＳ：ｓｅｋａ］

　　　　　　　　　　　　原料　　　　 　消耗材　　　ｃｏ・　　 道具

　　　　　　 「原 料 ， 消 耗 材 お よ び道 具 の調 達 」

　　　　　　 ｓｉｉｔａ　ｏｎ　ｈｙ６ｔｙａ　ｅｔｔａ　ｈｕｖｉａ　 ［ＮＳＳ：ｅｔｔ司

　　　　　　　　　　　　 益 ｃｏ・ たのしみ

　　　　　　 「そ れ に は実 益 とた の しみ があ る。」

　　　　　　 ｍｉｎ乞 ｈ乞ｖｉｔａｎ　ｈｅｉｄａｔ　ｙｎｎａ　ｍａａｎ．［ＮＳＳ：ｙｒｉｎａ］

　　　　　　　　　　　　　　　 彼 ら　　ｃｏ・　 地

　　　　　　 「私 は彼 らと地 を 滅 亡 させ る。」

　　 Ｅｓｔ．　　 Ｔａｅｖａｓ　ｎ重ｎｇ　ｍ ａａ　ｋａｏｖａｄ　ｋｏｒｄ．［ＫＥＴＴｕＮＥＮ　 ｌ９７１：７２］

　　　　　　　　天 　　 ｃｏ．　 地

　　　　　　 「天 と地 は一 度 滅 亡 す る。」

　 こ う して み る と， 固 有 の 要 素 か ら造 った独 立小 辞 と して の等 位 詞 ， あ る い はそ れ に

近 い もの を発 達 させ て い るの は ， サ モ ィ ェ ー ド諸 語 ， ウゴル 系 ， お よ びバ ル トフ ィ ン

系 諸 語 で あ る と言 え る。 と こ ろが ， これ ら諸 言 語 で ，上 に用 い られ て い る小 辞 は，純

粋 な 等 位 詞 の機 能 だ けで はな ぐ， む しろ副 詞 的性 格 を大 な り小 な り備 え て い る。 特 に，

３４） この 理 は，第 ６節の後接辞 ：ｙＰｓａと同 じ要素であると思われ るが， この場合は語 か ら分離

　 して記録 されている。その他， この語 は，次に考察す るロ シァ語 か らの等位詞 ｉと，同 じ環境

　 に現れるため， ここで 自律語 と して扱 うことにする。

４７２
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サ モ イ ェー ド諸 語 ， ウ ゴル系 で は顕 著 で あ るよ うに思 え る。’まず ， これ ら諸 語 にお け

る副 詞 的 用 法 を 見 る こ とにす る。

　 　 Ｙｕ・Ｓａ・ｈｅ呑「ｅδ９ ⑫ 血ｉ” ｔｕｍ ”ｊｉ＄ｉδ９・３５》［ＣＡｓＴＲＥＮ－ＬＥＨＴＩｓＡＬｏ　ｌ　９６０：４０３］

　 　　 　　 　　 　　 　　 再び

　 　　 　　 　 「彼 の母 は再 び 火 を つ け た 。」

　 　 Ｏｓ．　Ｓａ．　ａｕｎｉｄｅ　ａｉ＿ ｇｅｐａｊｅｋ ［ＣＡｓＴＲＥＮ　 １８５５：１６９］

　 　　 　　 　　 　　 　 もっと　小 さい

　 　　 　　 　 「他 は も っと小 さ い。」

　 　　 　　 　 ｔａｎｉｔ　ａｊ　 ｎｉ　ｔｕｌｉｍｉｎ ［ＥＲＤＥＬｙｌ　 １９７０：ａｊ］

　 　　 　　 　　 　　 証

　 　　 　　 　 「夏 に は ま た ， こ こへ来 ま す 。」

　 　 Ｖｏｇ．　 喚４激 ｉβｓｇＢ　ｋａ・・ｓａｉｌ帝 　ｔａ　ｔｇｇｔＡｏｓｔε．［ＫＡＮＮＩｓＴＯ　 １９５１：２４４】

　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 再び

　 　　 　　 　 「彼 女 は今 ，再 び刀 を 松 の 幹 に打 ち込 ん だ 。」

　 　　 　　 　 ｉａ　 Ｘ轟ｔ　６１ｉ　ｓ塗ｒ．［ＫＡＮＮＩｓＴｏ　 ｌ９５１：１４５］　 　　 　　 　
さあ《

　 　　 　　 　 「さ あ， 彼 は ど こに い るん だ 。」

　 　’Ｈ ｕｎ．　 Ｔａｖａｌｙ　ｉｔｔ　ｖｏｌｔ，　ｓ　ａｚ　ｉｄ６ｎ　ｉｓ　ｅＵ６ｎ．［ＢＥＮＫ６－ＩＭＲＥ　 １９７２：１３６］　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　石

　 　　 　　 　 「去 年 ， 彼 は こ こに いた 。 そ して今 も来 るだ ろ う。」

　 　　 　　 　 Ｅｎ　ｏｒｖｏｓ　ｖａｇｙｏｋ，６ ｍｅｇ　ｍ６ｒｎ６ｋ． ［ＢＡＮＨＩＤＩ－Ｊ６ＫＡＩ－ＳｚＡＢ６

　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　 また

　 　　 　　 　 １９６４：７４］

　 　　 　　 　 「私 は医 者 で， 一 方 か れ は技 師 です 。」

　 これ らの 副詞 に ほ ぼ共 通 して い え る こ と は 驚さ らに ’， 驚ふ た た び ’， 電ま た ’， の よ う

に追 加 的 意 味 を 文 に与 え て い る こ とで あ る。 そ して ， 内容 的 に関 連 の あ る文 ， あ るい

は文 脈 が 先 行 して い るこ と を前提 と して い る よ うに 思 え る。 次 に， この よ うな 副 詞 的

小 辞 が 文 ， あ るい は動 詞 句 の は じめ に来 て い る例 を あ げ る。 ここで は， これ ら副 詞 的

小 辞 が ， 追 加 的 副 詞 の延 長 と して ， 明 らか に先 行 す る文 や 文 脈 に さ らに新 しい文 な ど

を 接続 して い る。

　 　 Ｙｕ・Ｓ・・β妻ｆ・”ｅｎ　ｈａ”ｍ ａβ，　ａｈｉ’Ｘきｆｉ導萌 ６δお ，？ｈｉ’ 麹 ・妻昏ｔ・βδ記 ３５）・　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 へ ヘ　ヅ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 まず 　 　 　 　 　 　 　それか ら

　 　　 　　 　 ［ＣＡｓＴＲ直Ｎ　ａｎｄ　ＬＥＨＴＩｓＡＬｏ　　ｌ　９６０：３６５］

　 　　 　　 　 「や っ とつ か ま えて ， ま ず お ど か して ， そ れ か ら走 らせ た 。」

３５）Ｙｕ・Ｓａ・ｇｂｈｉ”，　ａｆｉｉ’は Ｔａ・Ｓａ・の ４０Ｈｏに当る。

　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　４７３
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　 Ｏｓ．　Ｓａ．　ｎｙｙｎｙ　ａｊ　ｔＳ　Ｐεｌａｌ’ｋｕｐａｋｔｙｓａ　ｑ翫ｔｙηｙｔ－ａｊ　　ｔｙｙ　ｏｒｑｙｌｎｙｔｙ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 証

　 　 　 　 　 ［ＣｏＬＬＩＮＤＥＲ　　ｌ　９６９：４７６］

　 　 　 　 　 「彼 は再 び こぶ しで な ぐ った。 す る とそ れ は ま た こぶ しを つ か ん だ 。」

　 Ｖｏｇ．　 ｋβ邑◎ｌａＢｓ，５’ｓ　 ｔａ　ｍｉ’ｎ穿ｓ［ＫＡＮＮＩｓＴｏ　 ｌ９５１：１４２］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 証

　 　 　 　 　 「彼 は 立 ち上 り， また 行 って しま った 。」

　 　 　 　 　 美査　　 ｔａ三ｉｔどＤ 塾ｈ　ｔａ 騨 ｎｉ．［ＫＡＮＮＩｓＴｏ　 １９５１：１４１］

　 　 　 　 　 そ して

　 　 　 　 　 「そ して ， 今 も裕 福 に 暮 して い る 。」

　 　 Ｈ ｕｎ．　 Ｅｓ　 ｈｉｒｔｅｌｅｎ　ｓｚ６１ｖｉｈａｒ　ｃｓａｐｏｔｔ　ｌｅ　ａ　ｔ６ｒａ．［ＣｏＬＬＩＮＤＥＲ　 １９６９：４０７］

　　　　　　そして

　　　　　　「そして突然湖に風が吹いてきた。」

　これらの例では，単に文が接続されているだけで，先行する文 との論理的関係 （単

なる時間軸に従う叙述，因果性，結果など）は文脈に委ね られるものである。ところ

が次の例では，二つの文は，ほとんど等位の関係にあると考えられる。

　 　 Ｏ ｓ．　Ｓａ．　ａｓａｍ 　ｋｕｅｓ　ａｉ　ａｍ ａ　ｋｕｅｓ．［ＣＡｓＴＲＥＮ　ａｎｄ　ＬＥＨＴｉｓＡＬｏ　 ｌ９６０：２４３ゴ

　 　 　 　 　 　 父　 　　 　ｃｏ・ 母

　 　 　 　 　 　「父 は行 った 。 そ して母 は行 った 。」

　 恐 ら く， この よ うな 等 位 関 係 に あ る二 文 を接 続 す る際 用 い られ た副 詞 が ，次 第 に追

加 性 や 二 文 間 の主 従 性 を排 除 しな が ら等 位 詞 と して発 達 した もの と考 え られ る。

　 この副 詞 か ら等 位 詞 へ の発 達 の 段 階 を示 す例 と して ， オ スチ ャー ク語 の ｕｓを あ げ

る こ とが で き る。 これ は， 上 で等 位 詞 と して見 た ヴ ォ グ ール 語 の ｏｓ と起 源 を 同 じ く

す る語 で あ る が， ヴ ォ グー ル語 に比 ベ オ ス チ ャー ク語 で は完 全 に等 位 詞 と して は発 達

しき って い な い よ うに思 え る。 次 の例 で は ，璽また ’， 更再 び ’， 璽さ らに ’とい う意 味 の

追加 性 が 強 く， 等 位 詞 の域 に は入 らな い。

　 　 Ｏ ｓｔ．　 ｋｉｍｅｔａ　ｕｓ　 ｎａｖｅｒｍ６ｔ．［ＰＡＴＫＡＮｏｖ　 ｌ９１１：１２８］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 前

　 　 　 　 　 　「２回 目，彼 は再 び 跳 ん だ 。」

　 　 　 　 　 　ｋａｔ　ｅｖａ　ｔａｉｄａｍ，　ｕｓ　 ｅｎ　ｔａｉｄａｍ ．［ＰＡＴＫＡＮｏｖ　 ｌ９１１：１２８］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　亜

　 　 　 　 　 　 「娘 を ２人 も って い る （が）， そ れ 以 上 もた ぬ 。」

　 オ ス チ ャー ク語 で は， これ を補 うよ うに， 前 節 で み た後 接 辞 一ｐａ と同 じ要 素 が ， 自

律 語 と して独 立 し，副 詞 と して の他 ，等 位 詞 と して 機 能 して い る３４｝。

４７４
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　 　副 詞 と して ：ｐａ　 Ｓｉ　ｊｅｌｌｉ　ｍａｎｔｉ　ｐｉｔｓｏｔ［ＳＴＥＩＮＩＴｚ　 １９７５：１５３１

　 　 　 　 　　 　 　 もっと

　 　 　 　 　　 　 　「彼 は再 び もっ と遠 くへ 行 き は じめ た 。」

　 　動 詞 の接 続 ：１ｉｌ　Ｐき　 Ｘ軌 １［ＳＴＥＩＮＩＴｚ　 １９８０：ｐａ］

　 　 　 　 　　 　 　 　 そ して

　 　 　 　 　　 　 　 「（彼 女 は） 食 べ て， 寝 た 。」

　 　 名詞 の等 位 ：ａｊ　ｐｌｆｌｉｐ　ｐ６Ｘ　ｐａ　ｔ’ｏｔ’ｉ　ｐｏＸ ［ＳＴＥＩＮＩＴｚ　 １９８０：ｐａ］
　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 薇

　 　 　 　 　　 　 　 「小 フ ィ リ ップ の息 子 と ｔ’っｔ’ｉの息 子 」

　 と こ ろで ， ここで 自律語 と して 副 詞 や 等位 詞 と して 用 い られ て い る ｐａ と， 前 節 第

ＩＶ章 ６．で 検 討 した 後接 辞 一ｐａ との 関係 につ い て考 え てみ た い。 一 つ の可 能 性 と して ，

後 接 辞 と して の 一ｐａ が語 幹 か ら分 離 独 立 した もの で あ る とい う こ と も考 え ら れ よ う

が， 筆 者 は 必 ず し も， そ うだ とは思 わ な い。一 般 に， 自律 語 が 意 味 的， 音 韻 的 に独 立

性 を失 い他 の語 の 接辞 に転 落 す る こ とは よ くあ るが ．逆 は起 りに くい 。 ま た， 一 方 で，

オ ス チ ャー ク語 に は ， 聖他 の ’， 望別 の ’とい う意味 の同 起 源 の形 態 素 があ り，代 名 詞 あ

るい は接 頭 辞 的 に用 い られ て い る。

　 　 ｐａｋｏ　ｍ鰯 　 「外 国 」，

　 　 ｐａ＿ ，　ｐａ＿ 　「あ る もの は～ ， あ る もの は～ 」　［ＳＴＥＩＮＩＴｚ　１９８０：ｐａ］

　 　 ｐムーｍｏｎ　 「外 国」　 ［ＬＥｗｙ　 ｌ９１１：１２］

　 筆 者 は， お そ ら くこの よ うな品 詞 的 に未 分 化 の形 態 素 が ，一 方 は後 接 辞 にな り， 一

方 は副 詞 と して独 立 し， さ らに等 位 詞 に発達 した と推 測 す る。 サ モ イ ェ ー ド諸 語 の等

位 詞 ｌｌＯＨＳ，　Ｈｆｉ６ｎ な ど も同 様 に ， 璽他 の ’ｔ別 の ’を 意味 す る不 定 代 名 詞 ＊Ｓｎ３ に遡 る

と いわ れ る ［ＪＡＮＨｕＮＥＮ　 ｌ　９７７：１８］。

　 これ と同様 の こ と は， ハ ンガ リー語 の等 位 詞 ６ｓ が， 具 備 形 容 詞 派生 接 辞 一ｅｓか ら

自律 語 化 した もの で あ る と い う説 ［ＲＡｖｌＬＡ　 １９４１：４３； ＢＥＮＫ６　ａｎｄ　ＩＭＲＥ　 ｌ９７２：

１３５ な ど］ に関 して も言 え るで あ ろ う。 こ の説 によ る と， 現 在 で も生 産 的 に用 い られ

る具備 形 容 詞 派生 接辞 が， 第 ５節 で 見 た よ うに， まず一 方 の名 詞 の 従 属性 を示 す段 階

か ら等 位 性 を示 す段 階 に発 展 す る。 そ の後 ， 派 生 接辞 は語 幹 か ら独 立 して ，純 粋 な等

位 詞 とな った と い う。 す な わ ち， 次 の よ うな発 達 を した こ とに な る。

　 　 ｆ６ｒｊ－６Ｓ　ｆｅｌｅｓ６９　「夫 を もつ 妻 」〉「夫 と妻 」＞ｆＥｒｊ　６Ｓ　ｆｅｌｅｓ６９　「夫 と妻 」

　 　 夫一ｐｏｓ・　 妻　　　　　　　　　　　　　　　　夫一ｃｏ・　　 妻

　 この仮 定 の 過 程 は い か に も説 得 力 が あ るよ うに思 え るが ， 自律 性 のな い 派生 接 辞 が

強 勢 が移 った に しろ， 自律 語 と して 独 立 す る に は少 し無 理 が あ るよ うに思 え る。 何 よ

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 ４７５
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り も，６ｓが 独 立 す るまで に経 過 した はず の階 程 を示 す，　ｆ６ｒｊ－ｅｓ　ｆｅｌｅｓ６ｇ が 「夫 と妻 」

を表 す と い う こ とは な い よ うに思 う。

　 や は り， こ の場 合 も， ｐａ と同 様 に派生 接 辞 ， 等 位 詞 な ど と分 離 す る前 の語 あ るい

は 形態 素 に遡 る こ とが で きるの で はな い だ ろ う か。 ６ｓの副 詞 的 用 法 と して ，前節 で考

察 した後 置 的 副 詞 ｉｓ「～ も」 の 例 を挙 げ たが ， この ｉｓも上 の ６Ｓや 一ｅｓと同 じ起 源 を

もつ とい う考 え か らで あ る。

　 これ と近 い説 は，Ｌａｋ６［１９７１：３２６，３２７］に よ って も と られ， もと は ＊堅 で ｔ自分 ’

を 意味 し， 強 意 の語 と して用 い られ た と推 則 さ れて い る。

　 バ ル トフ ィ ン諸 語 の 中で ， 自律 的 等位 詞 と して用 い られ て い るの は， フ ィン 語 の

ｅｔｔａ，　ｙｎｎａ，　ｓｅｋａ，エス トニ ア語 の ｎｉｎｇ， およ び ，他 言 語 で これ ら と同起 源 の語 で あ

る。 や は り， これ らも， 大 な り小 な り， 追 加 の 副詞 と して の起 源 を もつ よ うで あ り，

基 本 的 に は サ モ イ エ ー ドや ウ ゴル 諸語 と同 様 に 文 等 位 を表 現 す る もの で あ ろ う。

　 ｅｔｔａ は等 位 詞 と して ， 単 独 で用 い られ る こ とは まれ で あ るが ，　ｓｅｋａ と と もに， 相

関 接 続 詞 と して用 い られ る。

　 　 ｓｅｋａ　ｍ ｉｅｓ　ｅｔｔａ　ｈａｎｅｎ　ｈｅｖｏｓｅｎｓａ　ｈｕｋｋｕｉｖａｔ．

　 　 ｃｏ・　 男　 　ｃｏ・　 彼の　 　　 馬

　 　 「男 も彼 の 馬 も溺 れ た 。」

　 Ｈａｋｕｌｉｎｅｎ は ｅｔｔａ の等 位 詞 と して の機 能 は， 元 来 ， 代 名 詞 ｅ一を 語 幹 とす る副 詞

か ら派生 して きた もの で， ｔそ の よ うに ’，　ｔ同 様 に ’と意 味 した とす る ［ＨＡＫＵＬＩＮＥＮ

ｌ９６８：６４］。 した が って， 追 加 的 に，語 を接 続 させ る副 詞 で あ った と考 え られ よ う。

　 ｓｅｋａ は， 次 節 で 考 察 す る外 来 の接 続 詞 ｊａ に よ る等 位 が くり返 され る際 ，最 後 の語

の接 続 に用 い られ るこ と が多 い。

　 　 ｋｕｕｓｅｎ・ｏｈｅｌｌａ・ｋａｓｖａａ，　ｋｏｉｖｕａ，　ｈａａｐａａ　ｊａ　ｌｅｐＰａａ　 　　 ｓｅｋａ　ｍ ｕｉｔａ　ｌｅｈｔｉｐｕｉｔａ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 白樺　 やまな らし　 かわ らはんの き　ｃｏ・　 　 他 の広葉樹

　 　 【Ｗ ＥＩＮＧＡＲＤ－ＴＥＲ，？１，ｖＡＩＮＥＮ　 ｌ９８１：４８４］

　 　 「と うひ の他 に， 白樺 ， や ま な ら し， か わ らはん の き， その 他 広 葉樹 が育 つ 。」

　 この 語 は ｓｅ十 ｋａ か ら成 って い る ［ＨＡＫｕＬＩＮＥＮ　 ｌ　９６８：６５］。　ｓｅ は指 示 代 名 詞 で，

－ｋａ は 強 意 の後 接 辞 で あ る。

　 ｓｅｋａ と似 た用 法 を もつ の が， エ ス トニ ア語 の ｎｉｎｇ で ，　ｊａ に よ る等 位 に更 に語 を

加 え る際 用 い られ る こ とが多 い ［ＫＥＴＴｕＮＥＮ　ｌ　９７１：７２］。

　 　 ｋｏｈａｔｉ　ｊ６ｇｅｄｅ　ｏｒｇｕｄｅｓ　ｌｅｉｄｕｖａｄ　ｓａｌｕｋｕｕｓｉｋｕｄ　ｊａ　ｌａｍｍｉｍｅｔｓａｄ　ｎｉｎｇ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 白樺林　　　ＣＯ・　　　 湿林　　　　ＣＯ・

　 　 ｐａｅｐｅａｌｓｅｄ　ｌｏｏｋｕｕｓｉｋｕｄ ［ＫｏＤｕＭＡＡ　２６．１．１９８３］

　 　 スレー ト色の　 低い白樺林

４７６
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　 　「と ころ ど こ ろ川岸 に は 白樺 林 や湿 林 や ス レー ト色 の 低 い 白 樺林 が あ る。」

　 この ｎｉｎｇ は ｎｉｎ　ｋｕｉｎ （ｓｏ　ａｓ に ほぼ 相 当 ） か らき た もの と され るが，　ｎｉｎ は ｔそ

れ ’ とい う指 示 代 名 詞 の具 格 形 副 詞 で あ る。 これ もや は り 璽同 じよ うに ’ とい う意 味

で 追 加 的 に語 を接 続 させ て い た の で はな いだ ろ うか。

　 フ ィ ン語 の ｙｎｎａ も， 上 の二 つ と同 様 に ，二 つ 以 上 の語 の 等 位 に おい て ， 最後 の語

を接 続 す る際 に多 く用 い られ る。

　 　 ｋｏｒｋｅａｓａａｒｅｓｓａ　ｎ註ｈｔｉｉｎ　 ｋａｒｈｕｊａ，　ｌｅｉｊ　ｏｎｉａ，　ａｐｉｎｏｉｔａ　ｙｎｎ註 ｍｏｎｉａ　ｍｕｉｔａ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 熊 ライオ ン 猿 ｃｏ． 他 の多 くの

　 　 ｏｕｔｏｊａ　ｅｌａｉｍｉａ ［ＮＳＳ：ｙｎｎａ］

　 　 　 珍 しい動物

　 　 「コル ケ アサ ー リで熊 や ラ イ オ ンや 猿 や その 他 多 くの珍 しい動 物 を 見 た 。」

　 副 詞 と して は， 璽一緒 に ’聖また ’喝加 え て ’の意 味 で 用 い られ る。

　 　 Ｌａｉｎ　ｊａ　ｖｉｉｓａｕｄｅｎ　ｔｙ６ｔ　ｏｖａｔ　ｙｎｎａ　ｔａｒｐｅｅｌｌｉｓｉａ．［ＮＳＳ：ｙｕｎａ］
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 τ

　 　 「法 と知 の仕 事 もま た 必要 で あ る。」

　 この 語 は ，＊Ｕｋｔｎａ　ｔ一 つ に な って ’に起 源 を もち， 元 来 一 緒 に ’ とい う意 味 の副

詞 で あ った と され て い る ［ＨＡＫｕＬＩＮＥＮ　 ｌ９６８：６５，３１０］。

　 　 Ｎｉｉｎ　Ｐｉｅｔａｒ　ｊａ　Ｊｏｈａｎｎｅｓ　ｍｅｎｉｖａｔ　ｙｎｎａ　ｙｌ６ｓ・〔Ｎｓｓ：ｙｎｎａ］
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＣＯ．

　 　 「そ う して ピエ タル と ヨハ ネス は一 緒 に登 った 。」

　 起 源 か ら も推 測 され るよ うに ， ｙｎｎａ は， 他 の追 加 的 副 詞 か ら発 達 した と考 え られ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

る ｓｅｋａ，　ｅｔｔａ，　ｎｉｎｇ な ど と異 な り， 等 位 関係 に おか れ る名 詞 は 同類 　 あ るい は同 伴

関 係 にあ る もの を前 提 とす る とい うこ と が指 摘 され て い る。

　 全 体 の傾 向 と して， バ ル トフ ィ ン語 の等 位 詞 は二 語 の等 位 表現 に は， あ ま り用 い ら

れ な い よ う に見 え る。 ま た， 文 や 旬 の等 位 に も用 法 に制 限 が あ るよ うで ， サ モ イ ェー

ド諸 語 ， ウゴル 諸 語 の等 位 詞 に比 べ ， 等位 詞 と して の生 産性 は低 い といえ る。

　 この節 で は， 独 立 した 自律 語 と して ，純 粋 な等 位 詞 に近 い機能 を もつ もの につ い て

考 え た 。 これ らの多 くは前 節 の 後接 詞 と同 様 に追加 の副 詞 に起 源 を もつ よ うに思 わ れ

るが ， 異 な る点 は ，前 置的 性 格 が 強 い とい う こ とで あ る。つ ま り， 等 位 関係 に おか れ

る二 語 Ａ，Ｂ が あ った場 合 は ，後 接 辞 によ る表 現 で は Ａ Ｂ－ａｕｇ．ま た は Ａ－ａｕｇ・Ｂ で

あ ったの に 対 し， 等位 詞 の場 合 は Ａ ｃｏ．）Ｂ に近 い と思 わ れ る。 これ は ，等 位 詞 が 相

関等 位 と して 用 い られ る際 に顕 著 であ る。ｃｏ．＿Ａ　ｃｏ．）Ｂ

　 ま た， この よ うな追 加 の副 詞 を形成 す る要 素 は， 諸 語 を通 じて共 通 して い る よ う に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　４７７
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思 え る。 これ に 関 して ，Ａｈｌｍａｎ は興 味深 い指 摘 を して い る。 つ ま り，等 位 接 続 詞 は

副 詞 か ら発 達 す る こ とが多 いが ， これ らは しば しば ａｎａｐｈｏｒｉｃ な 要 素 を含 ん で い る

とい う ［ＡＨＬＭＡＮ　 ｌ９３８：３６］。 この 説 は ，事 実 ， 上 で 考 察 した ｅｔｔａ，　ｓｅｋａ，　ｎｉｎｇ が

璽そ れ ’に 当 る指 示 代 名 詞 を語 根 と して い る こ と と合 致 して い る３６》
。 ま た ， サ モ イ エ

ー ド諸 語 や ウ ゴル 諸 語 の よ うに ‘別 の ’ とい う不 定代 名詞 を用 い る場合 の多 い こ と も

注 目す べ きであ ろ う。各 言 語 に は これ らの他 ， 単 に文 を 接続 す る だ け の機 能 を もつ副

詞 は い くつ か存 在 す る。 文 を接 続 す る機 能 を もつ副 詞 は一般 に等 位 （接 続 ） 詞 と区別

して ，結 合 子 （ｌｉｎｋｉｎｇ　ｗｏｒｄ，　ｃｏｎｊｕｎｃｔ，　ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｅ）な ど と呼 ば れ て い る。 しか し・

上 で 見 て きた よ うに， 等 位 詞 との厳 密 な区 別 は 困難 で あ る。 な ぜ な ら， この両 者 の違

い は， 単 に追 加 的 に語 を接 続 させ て い る段 階 と，追 加 性 や 二 語 間 の 主 従性 を排 除 しき

った 段 階 との 間 の程 度 の差 に しか す ぎ な い か らで あ る。

　 さて ， 以 上 は す べ て， ウラル 系 諸 語 が， 等 位 詞 を もた な い段 階 で ， 等位 関係 を， 既

存 の要 素 を用 い て 迂 曲 的 に表 現 して きた もの で あ る。 しか し， 明 らか にな った よ うに，

そ れ ぞ れ の表 現 法 は，何 らか の意 味 で ，二 つ あ る等 位 関係 の一 方 に傾 斜 して いた り，

二 名 詞 間 の意 味 的 関 連 性 を前 提 とす る場合 が あ り， 純 粋 な等 位 詞 と して の機 能 を 持 つ

もの は 非常 に少 な か った とい え よ う。

　 ８． 借 用 語 に 起 源 を も つ 等 位 詞 を 用 い る タ イ プ

　 現 在 ， ウ ラル諸 語 に は， 周 囲 の 印 欧系 言 語 か ら実 に 多 くの接 続 詞 が と り入 れ られて

い る。 Ｓｃｈｌａｃｈｔｅｒに よ る と， こ こで対 象 と して い る連 結 等 位 接 続 詞 の 他 ，逆 接 等位 ・

選 択等 位 な ど 自律 語 と して の等 位 接 続 詞 と呼 ば れて い る もの の うち， ジ リエ ー ン語 が

１８中 １６－ １７， ヴ ォ チ ャ ー ク語 が１５中 １１， モ ル ドヴ ィ ン語 とチ ェ レ ミ シ語 で はす べ て が

ロ シア語 か らの借 用 によ って 占 め られ て い る とい う ［ＳｃＨＬＡｃＨＴＥＲ　ｌ　９７３：２１２］。 ロ

シ ア語 の借 用 語 （ｄａ，　ｉ，　ｎｏ な ど） は， これ らの他 に も， サ モ ィ ェー ド諸 語 ， オ ビウ

ゴル 諸 語 や バ ル トフ ィ ン系 の 中 で も特 に ロ シ ア と関係 の深 か った カ レ リア ， ヴ ェプ シ

ァ， ヴ ォ ー ト， リュ ー ド語 や ラ ップ 語 東 部 方 言 な ど に多 く見 られ る。 ま た ， バ ル ト

フ ィ ン諸 語 や ラ ップ語 で は ， 最 も基 本 的 な等 位 詞 （フ ィ ン語 ， エス トニ ァ 語 な どの

ｊａ＜’ｊａｈ） はゲ ル マ ン語 か らの 借 用 語 で あ る３？）。 この他 ， リー ヴ語 は ラ トビア 語 の影

３６）印欧語の接続詞の多 くも同様 の起源をもつ ことが指摘 されてい る。 ラテ ン語， 塾 ゴー ト語

　 ｉレ‘ｄａｚｕ’［ＢＲｕＧＭＡＮＮ　ａｎｄ　ＤＥＬＢＲｔｉｃＫ　ＩＶ　１８９７：５１６］。

３７）但 し， この ｊａｈは現在ゲルマ ン諸語では等位詞と して用い られていない。興味深いことに，

　 Ｊｌａｈ は Ｈｉｒｔ［１９３４：１９２］によると，＊並 ‘ｄｅｒ’十＊壁 ‘ｕｎｄ　ｄａ’に起源を もつ とされてい るが・

　 －ｋＷｅは第 ７節で扱 った後接辞 と同 じく， 強意を示す古い印欧語の要素であ る。 したが って，

　 全体 として は，第 ８節で考察 した フィン語の等位詞 ｓｅ－ｋａ と全 く同 じ構成になる。

４７８
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響 が 強 く，等 位 詞 ｕｎ を 借 用 して い る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

　 ここで は，連 結 等 位 詞 の み に限 って 例 を あ げ る。

　　 Ｙｕ．　Ｓａ．　ＢｇｃａＫｏ　Ｔａ　ｎｙｘｙｌｌｆｉ　６ｐＭａＨ３ｂ　ｎ瓢 Ｈ’［ｒＥＲＥｓＨｃＨＥＮＫｏ　 １９７３：１７］

　　　　　　　　 老人　 ｃｏ・　 老婆

　　　　　　　　「老 人 と老 婆 が魚 を穫 り に出 か け た 。」

　　 ０ ・ｔ・ ｊＥｍ ・ｎ　ｆｉ・Ｉ　Ｌ 趣 ｋａ§・η ｔ・ｗ　Ｓ４ｈ・ ｊｐＫ　ｐ５・ｉｌｉｔｉ　ｊｉ・麗 ｔｉ＠ ’ｌｉｂ ｔ３８）・

　　　　　　　　 聖な る岬　 ｃｏ・

　　　　　　　　［ＳＴＥＩＮＩＴｚ　　１９７５：５３］

　　　　　　　　ｒ聖 な る岬 と ｗｏｓｌＵＸ に毎 春 ｓａｎａ の住 人 は供 物 と犠 牲 を 捧 げ に や って来

　　　　　　　　る。」

　　 Ｖｏｇ．　 ＸＳｒｍ－ｊ義 ｉ　 ｊａＸｊ義 ｍ ＆ｎｏｗ　ｔｉｔｔｉｊｓｔｇｎ．［ＫＡＬＭＡＮ　 １９６５：９２］
　　　　　　　　　　　　　 菰

　　　　　　　 「ｘＳｒｍ 川 と ｊａｘ川 は我 々を養 って くれ る。」

　　 Ｚｉｒ．　　 ｋｏｒ－ｋｇ　ｋｅｊｉｎ　ｄａ　ｏ§ｅｔｌａａ６ａｓｎｉ．［ＵｏＴＩＬＡ　 ｌ９３８：ｌｌユ

　　　　　　　　　　　　　 狼　 ｃｏ．熊

　　　　　　　　「狼 と熊 は 呼 び あ って出 会 った 。」

　　 Ｖｏｔｙ．　 Ｉｉｋｔｅｍ　ｍｕｍ ｉｚｈεｎｏ　ａｉｉｚｈε ［Ｗ ｌｃＨＭＡＮＮ　 ｌ９５４：１３６］

　　　　　　　　　　　　　父の方へ　ｃｏ・母 の方へ

　　　　　　　　「（彼女 は） 父 と母 の方 へ や って 来 た。」

　　　Ｃｈｅ．　 ｔｈδｏ δａ　ｍｉｈ β６１５　ｉｌｎ粂．［Ｗ ＩｃＨＭＡＮＮ　 １９７８：２３５］

　　　　　　　　あなた ｃｏ・ 私 ．

　　　　　　　　「あ な た と私 だ け が いた 。」

　　 Ｍ ｏｒ．　 ａ ｂｕｋａ　ｖｅｎｔｉｎｄ６　ｐｉ１’ｋ　ｉ　 ｐｆａ．［Ｃｏ肌 ＩＮＤＥＲ　 １９６９：２３９］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 足　 ｃｏ． 頭

　　　　　　　　「しか し， 雄 牛 は 自分 の足 と頭 を 伸 した 。」

　　　Ｌａｐ．　 ｇｏ　１εｅｋ　ｒｉｉｄｏｋ　ｄａｌｕｌａききａｉ　ｊａ　ｓａｍｉｉ　 ｇａｓｋ含ｓｔ ［ＣｏＬＬＩＮＤＥＲ　 １９６９：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 農民　　 ｃｏ．ラ ップ人

　　　　　　　　２１６ユ

　　　　　　　　「農 民 とラ ップ人 の 間 に争 いが お こ る と。」

　　　Ｆｉｎ．　 ｍ ｉｎａ　ｊａ　Ｓｉｎ益　 Ｏｌｅｍｍｅ　ｙＳｔａＶｉａ・

　　　　　　　　　私　 ｃｏ．あなた

　　　　　　　　「私 とあな た は 友 人 だ 。」

　　　Ｋａｒ．　 蓉ｅ　ｏｌｉ　ｏｌｌｕｖ　ｖｉｅｌａ　ｍｅ６６ａｎ註 Ｌａｕｒｏｓｅｎ　ｔａ　ｍａｅｖ　ｖａｌｉ・ ［ＶＩＲＴＡＲＡＮＴＡ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｃｏ．　 丘

　　　　　　　　 １９６７：１２］

　　　　　　　　「まだ ，Ｌａｕｒｏｎｅｎ と丘 の間 は森 だ った 。」

３８）第 ７節では，同 じ句に，オスチ ｌｅ・一一ク語固有の等位詞 ｐａ が用い られていた （４７２頁）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４７９
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　 　 Ｖ ｅｐ．　　 ｕｋｏＡｇ　ｋａｇｒ　　 ｉ　 ｋｏｈｄ’ｉ　ｊ乞Ｌ　［Ｖ ＩＲＴＡＲＡＮＴＡ　　ｌ　９６７：１１３］

　　 　　 　　 　　 　 カ ラス麦 ｃｏ．　 熊 　．

　　 　　 　　 「お や じに は カ ラス 麦 と熊 が残 った 。」

　 これ ら借 用 に よ る等 位 詞 は 上 の例 に あ るよ うな 名詞 だ けの等 位 に と どま らず ， 文 ，

節 ， 句 な どの接 続 に も用 い られ て い る３９》。

　 次 の 例 で は， 相 関 接 続 詞 と して用 い られ て い るが ， ロ シ ア語 の場 合 と同 様 に， 等位

関係 に あ る二 要 素 それ ぞ れ の 前 に 置 か れて い る。

　　 Ｚｉｒ．　　 Ｈ　 ＴＯ　　　　　Ｈ　 Ｍｇ

　　 　　 　　 ｃｏ．あなたたち ｃｏ．私 たち

　　 　　 　　 「あな た た ち も私 た ち も」

　　 Ｖｅｐ．　 ｏＡｕｄ　ｈ畿ｋｔｕｂ　ｉ　 ｂｏｔ蓉ｋｈａ　ｉ　 ａｔａりｔＳｈａ、　 ［ＫＥＴＴｕＮＥＮ　 ｌ９４３：５５２］

　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 ｃｏ． 樽一肌 　 ｃｏ．木の コップ・肌

　　 　　 　　 「ビ ール が 樽 や木 の コ ップ に しみつ く。」

　 とこ ろ が一 方 で は， これ ら外来 の要 素 も， ウ ラル諸 語 固 有 の 等位 表現 と非 常 に類 似

した性 格 を 呈 す る こ とが あ る。

　 た と え ば， 二語 の等 位 に用 い られ た場 合 ， この 節 の 最初 の例 で見 た と う り， Ａ ｃｏ．

Ｂ と して現 われ て お り，一 見 した と ころ， 元 の与 えた 例 の言 語 と変 りは な い 。 しか し，

しば しば， これ ら外 来 の等 位 詞 も， 前 の 名詞 に付 く後接 辞 の よ うな 現 れ方 をす る。 ま

ず， 音韻 的 に，先 行 す る名 詞 の ア クセ ン ト圏 に属 して続 けて 発 音 され， ポ ー ズ はむ し

ろ後 続 の語 の前 にお か れ る場 合 が あ る。 （Ａ）ｃｏ，　Ｂ）

　　 Ｖｏｔｙ．　 Ｍ ａｒｊａｎ－ｎｏ　Ｄａｒｉｊａｎ　ｖａ６ａ　９ｉｎ　ｕこｋｌｓａ　ｕｌｏ．［ＦｏＫｏｓ－ＦｕｃＨｓ　 ｌ　９６１：２８５］
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＣＯ．

　　 　　 　　 「Ｍ ａｒｉｊａ と Ｄａｒｉｊａ は互 い に似 て い る。」

　　 Ｋａｒ．　 ｔａ　９ｉｅｌｔ　ｏｌ　９ｉｌｔｏａ　ｍｔｔ６ｔ’ｉ　ｔｕｌｌｕｎ §ｏａｒｅｌｔａ　１註ｋｓＵｔｅｌ１Ｕｎ＞ｔａ　ｓａｒａｊａη　ｋＵｌｅｌｌａ

　　 　　 　　 　そ して 　 　 　 　 　 　 　島から　走 りなが ら　 や って きた ｃｏ・　 乾草小倉の

　　 　　 　　 ｍｏａｎｎｕｎ　Ｕ６ｔａ４０）［ＶＩＲＴＡＲＡＮＴＡ　 ｌ９６７：１２］

　　 　　 　　 そばで一晩ねた

　　 　　 　　 「そ して 島 か ら橋 を渡 って ゆ っ く り走 りな が らや って きて ， 乾 草 小倉 の

　　 　　 　　 そ ばで一 晩 ね た。」

３９）モル ドヴ ィンのように，名詞の等位に複数要素 の反復する表現 （Ａ－ｐｌ・Ｂ－ｐ１・）などが広 く用

　 い られる場合 には，借用語の ｉは，む しろ動詞句や文の接続 に用い られ るという具合に，相補

　 的に分担 し合 っている言語 もある。

４０） ここでは，本来 璽 の 塾 は後母音 ３であるが，ここでは，塾 は先行す る動詞と同 じく，前

　 母音とな っている。 ｔａが動詞の後接辞と見倣 されたため， 母音調和の原則に 従 ったものと考

　 え られる。
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　 　Ｖｏｔｅ．　 ｓｉｌｍｉｖａｒｎｉｋｇｄ　ｉ ’　ｔｓａ・ｓｉｖａｒｎｉｋｇｄ ［ＦｏＫｏｓ－ＦｕｃＨｓ　 ｌ９６１こ２７９】

　 　 　 　 　 　 　 　目の布　　 ｃｏ．　　 手の布

　 　 　 　 　 　「目の布 と手 の布 」

　 　 Ｖ ｇｐ．　 ｅｌ’ｉｂａｄ　ｆＬｇ）＝ｄ；ａ　ｍ ｕ奄ｋ． ［Ｖ ＩＲ、ＴＡＲ、ＡＮＴＡ　 ｌ９６７：１１４］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 女 ｃｏ・　 男

　 　 　 　 　 　 「女 と男 が住 ん で いた 。」

　 さ らに次 の よ うに相 関接 続 詞 と して用 い られ る場 合 で も， 二 語 そ れ ぞれ の 後 に 置 か

れ る こ とが あ る が， 完 全 に ウ ラル 的相 関 等 位 の 形 式 を と って い る とい え る。 （Ａ）ｃｏ．

Ｂ＿ｃｏ．）

　 　 Ｚｉｒ．　　 ｏｌεｎｉ　ｄ濱 ｖｉｌεｎｉ　ｄａ　ｔａｌｕｎ ［ＦｏＫ．ｏｓ－ＦｕｃＨｓ　 １９５１：ｄａ］

　 　 　 　 　 　生 きる ＣＯ． 居る ＣＯ．

　 　 　 　 　 　 「今 日 も生 きて お り住 ん で い る。」

　 　 Ｖｏｔｙ．　 ｓｏ　ｐ信ｒａξｅｚ　ｎｏ　ｓｔａｒｉｋｅｓ　ｎｏ 誓ミφ鰻 ｖｕｍ ｕｒｔ［ＬＥｗｙ　 ｌ９１１：２５］

　 　 　 　 　 　 　 　 女 ＣＯ・ 夫 ＣＯ・

　 　 　 　 　 　 「女 と夫 は水 男 の と ころへ 行 った 。」

　 次 の例 で は ｎｏ は後 続 の語 に後接 して い る。

　 　 Ｖｏｔｙ．　　ａｎａｉｅｚｌｅｎ　ａｔａｉｅｚｌｅｎ　ｎｏ　［ＬＥｗｙ　　ｌ　９１１：２５］

　 　 　 　 　 　 彼の母へ　 彼の父へ　ｃｏ・

　 　 　 　 　 　 「彼 の母 と父 へ 」

　 ま た ，次 の例 の よ う に， 単独 り語 に後 置 され ， 強 意， 追 加 の 副 詞 と して さ え用 い ら

れ る こ とが あ る。

　 　 Ｖｏｔｙ．　 ａｌ’ｉ－ｎｏ　ｔａｄｋｏ　ｎａ．［Ｍ ｕＮＫＡｃｓＩ　 ｌ　９８６：ｎｏ］

　 　 　 　 　 　 今 も

　 　 　 　 　 　 「今 も私 は知 って い る。」

　 　 Ｖｅｐ．　　 ｔｅｒｖｈｕ６　ｋａｄ６，　ｋａ　ｋｏｌ’　 ｉ．　　　 ［ＫＥＴＴｕＮＥＮ　　Ｉ　９４３：５３７］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 死んだ ｅｍｐｈ．

　 　 　 　 　 　 「健 康 を 害 し， そ う して 死 ん で しま った 。」

　 以 上 の 点 で は， 外 来 語 の等 位 詞 も， 第 ６節 で 述 べ た 後 接 詞 と統 辞 的 ・意 味 的 に完 全

に一 致 して し、る とい え る。

　 その 他 に も， これ らが ， 追 加 の副 詞 と して 用 い られ る場 合 が あ る。

　 　 Ｆｉｎ・ Ｍ ｕｔｔａ　ｒ・１・ｎ　ｉ・ａｎｎゑｌｌゑ ・ｌｉ　ｊ・ ・ｙ・ａ・・［Ｒ Ａｕ・ＭＡＡ　 ｌ９７２・２７６】
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も

　 　 　 　 　 　 「しか し， 家 の 主人 に もヘル ニ アが あ った 。」

　 　 Ｖｅｐ．　 ｍ ｉｎａ　ｒｏｈ’Ｃｉｎ．ｍａｎｄａ，　ｍ ｉｎａ美ｉ　 ａｚｅｇ　ｏｍ ．［］Ｋ　ＥＴＴｕＮＥＮ　 ｌ９４３：５３７］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 さえ

　　　　　　「行 くのは恐 しくないさ。私には武器 もあるんだから。」

　最後のような用法は，ロシア語やゲルマ ン語においてもあるため，必ず しも借用さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ４８１
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れて後の現象とも断定できないが，少な くとも固有の等位詞の影響はあったであろう。

　以上のことから，借用語の等位詞は，一方では，二語間の純粋な等位関係を表す小

辞としての性格をもっていると同時に，他方では，その現れ方 （後接辞化，相関接続

の際の後置）や意味 ・機能 （強意や追加の副詞的用法）において， ウラル語的体系に

組み込まれているとも言えよう。

　 Ｖ ． 結 論

　 ここまで， ウラル諸語における種々の等位表現について考察 してきたが，一応全体

として明らかになったことをまとめてみたい。

　 まず等位表現 とは言 っても，言語のあらゆる事象と深くかかわっているということ

が明らかになった。語の等位関係の表現のために，自律語 としての等位詞を欠いてい

たウラル諸語では，それ故に音韻的，形態的，また統辞的手法を用いてきた。 したが

って，等位表現の手段を持たなかったということにはならない。上に見てきた等位表

現の多様性は，等位関係におかれる語の品詞，文法的機能，および語間の意味的関係

により，使い分けられてきたものであろう。

　等位関係には大きく二種類あることを最初に述べたが，種々の表現のタイプを検討

してみ ると，基本的には，どちらかに傾斜 していることがわかった。

　通時論的に見ると言語の発達の初期の段階においては，まず単文内の各語の統辞的

機能関係を明らかにすることが要請される。そのような段階では，二文等位 （すなわ

ち，相似 した二文中のそれぞれ一要素を等位関係に置き，一文に縮約すること）が句

等位に優先されたとは，まず考えられない。おそらく Ｒａｖｉｌａの主張するように，二

文はそのままの形で並置されたのであろう。

　ところが句等位の場合は，もとから一文中に同 じ機能を有する複数の語が存在 し，

それらは一つの求心的構造を形成 している。これを二文で言い替えることはできない。

二要素が等位関係にあることは，論理的には単純な構造であるといえるが，この二要

素を，言語のもつ避けることができぬ，時間軸に従 う配列，つまり，線的構造 におき

かえねばならぬことが，現象を複雑にする原因であったと考えられる。ウラル祖語の

ように，語順が語間の主従関係を規定 していた場合はなおさらである。

　最初に出現したと考え られる等位表現は，語をそのままの形で並置することである。

これは，どの言語もまず試みることではないかと考えられ，大かれ少なかれ痕跡は残

っている。 しかし，これは，ウラル語では語順が語間の従一主関係を表すという原則
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に逆 うため，本来は等位とはとられないはずである。それにもかかわらず等位関係に

あると見徹されるためには，語間に特別な意味関係があり，またアクセント，ポーズ

などの助けをかりて始めて可能であったと考えられる４１）。それでも，二語並置の多 く

は，現在，合成語として隔合 して しまったものが多 く，語そのままの並置が，等位表

現としてプロダクティブに用いられている言語はないと言えよう。

　代りにとられた方法は，本来の別の関係を示すたあの要素をもって，等位関係を迂

曲的に表現することであった。これに採用された要素 （従格接辞や具備形容詞派生接

辞）は，同伴性，同時性という意味上の接点を句等位と共有 していた。また一方，等

位関係にある二語が，自然的に，あるいは，文脈上まとまったものとして見傲されて

いた場合には，一方の語についた双数 ・複数 ・集合辞が他方をも含意した，一つのま

とまりとして把握された。その際，他方は，従格などで補足されることもあったよう

である。

　 ウラル諸語の等位表現の歴史において，画期的な現象は，数，格，人称接辞などの

形態素が，同一要素として二語に反復されると，等位関係にあると見傲され始めたこ

とであろう。この同一要素反復は，多様の形態素において行なわれたが，等位関係を

示すためにのみ，元来等位表現とは関係のない人称接辞や格語尾を用いる場合 もみら

れる。ただし，同一要素反復による等位表現が可能であったのは，ウラル系言語にお

いて，形態素が，原則として，それぞれ，一つの意味 ・機能との対応をな し，また異

形間の違いが少かったことにも原因 していると思われる。

　 これに対 し，文等位は，基本的に，追加 ・強意を示す副詞が二文を結ぶことから始

まったと推定する。これには，語に後接される後接辞，あるいは自律的小辞が用いら

れたが，後接辞がよりウラル的であったといえよう。そ して，この要素により，二文

が一文に縮約され始めると，次第に，二つの異なる等位構造に起源をもつ等位表現方

法は，その間の厳密な区別を失っていったと思われる。こうして，ウラル系全体の傾

向としては，後者のような自律的等位詞が，あらゆる等位関係の表現に用いられ始め

ているように思われる。とはいっても，これ らの多 くは，いまだ本来の副詞的機能を

果すことが多い。この反面，外来の等位詞は，たとえ元の言語では副詞的性格をも兼

ね備えていた としても，それはほとんど払拭され，純粋な等位詞 として採用されたの

ではないか。ただ し，受け入れた言語自体にも，在来の等位法に代る外来の等位詞を

受け入れるだけの言語体系的基盤がなければならない。印欧語の影響がその体系自体

４１）並置による等位表現の研究では，この点が見落されていたことを Ｉｔｋｏｎｅｎ，　Ｅ．［１９４４：２４２］

　 は指摘している。
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に及んでいたためか，言語の自然な体系変動か断言はできぬが，今後説明が要求され

るところである。ハンガ リー語の場合は，大きい体系的変動を遂げたにもかかわらず，

外来要素ではな く，固有の要素が純粋な等位詞 として発達 した。その反面，オビウゴ

ル諸語，ペル ミ諸語などでは，外来の等位詞が逆に在来の等位表現への順応を見せて

いるが， これは，これらの言語ではウラル語の基本的言語体系が，比較的よく保存さ

れていることを示唆するものであろう。

Ａｐｐｅｎｄｉｘ　 略記 号

A, B 
—x, —y 
N 

V 

Adj 

1., 2., 3. 

sg. 

du. 

 p1. 
 coll. 

aug. 

co. 

dem. 

emph. 

pos. 

prep.

等位関係にある語

格 ・人称 ・数などの接辞

名　詞

動　詞

形容詞

第一人称，二人称，三人称

単　数

双　数

複　数

集合辞

追加・強意の後接辞

等位詞

指１ｊ・辞

強意の後接辞

具備形容詞派生接辞

前置詞

abl. 

 acc. 

all. 

car. 

corn. 

elat. 

gen. 

ill. 

instr. 

lat. 

 lok. 

part. 

 sep. 

 supr. 

trans.

離 格

対 格

向 格

欠 格

従 格

出 格

属 格

入 格

具 格

方 格

所 格

部分格

分離格

上 格

変 格
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